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「#取扱説明書の « 巧について 

本製品の取あ説明書は、夕のような構成になっています。目的に応じてご参照いただき、本製品を十 
分にごま用ください。 

下記はオプションに添付されている取扱説明書もさんでいます。購入された製品、システム構成によっ 
ては、お手元にない取扱説明書（ご利用になれない機能）があります。 

このマークが付いているガイドは、製品に同個されている 广み、^ このマークが付いているガイドは、付属の [ D -ROM に 

紙マニュアルです。 1 。-の可 収められています。 

• ほがな機能の巧いかたを学習するには 

118 ^^ 111 ^^ 1 学ぺるほか、 シミ ュレ-かこよ 細作手順の 体 




•本製品設置後に巧う作業および設定について巧るには 

• 本装品の巧いかた、機能の概まを早く簡をに巧るには 

•本興品をご巧用するにあたってのミ主意事項などについ 
てがるには 



• Windows 用プリンタドライバのインストールのし 
かたなどについてな]るには 




• Macintosh 用プリンタドライバのインストールのし 
かたなどについて知るには 

LIPS LX プリンタ用， UPS プリンタ用がちります。 


• Windows 用ファクスドライバのインストールのし 
かたなどについて知るには 


Macintosh 用 
プリンタドライバ 
オンラインマニュアル 


同 

CD-ROM 


インストールガイド 


• Macintosh 用ファクスドライバのインストールのし 
かたなどについてな]るには 


• Windows 用スキヤナドライバのインストールのし 
かたなどについてな]るには 




•本製品の巧リ巧い、操作方巧について巧るには 
■はじめに 
■困つたとをには 
-コピ ー 

■送信/ファクス 
ボックス 
-プリント 
-ウェブブラウザ 
-ネットワーク 
-ソモート UI 
- MEAP/SSO 
-セキュりテイ 
ソフトウェア 



PDF 形式のマニュアルをき示するには 、 Adobe Reader/Adobe Acrobat Reader が必要です。ご使巧のシステムに Adobe Reader/Adobe Acrobat 
Reader がインストールされていない場合は、アドビシステムズ句;のホームページからダウンロー ドし、インストールしてください。 




•本書に記載されている内容は、予告なく変更されることがあります。あらかじめ、ご了承ください。 

• 本書に万一ご不審な点や誤り、または記載漏れなどお気付きのことがありましたら、ご連絡くださし、。 
• 本書の内容を無断で転載することは禁止されています。 
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このたびはキヤノン旧 3245/ 旧 3245 F 、 旧3235/旧 3235 F 、 旧3225/旧 3225 F をお買い上げいただき、誠に 
ありがとうございます。本製品の機能を十分にご理解いただき、より効果的にご利用いただくために、 
ご使用前にこの取あ説明書をよくお読みください。（なお、本書に記載の各機能の詳細な設定につい 
ては e - マニュアルを参照してください。）また、お読みいただきました後も大切に保管してください。 
本書ではすべての製品名を総称する場合に、「旧3245/旧3235/旧3225シリーズ」と記載します。 
旧 3245 F / iR 3235 F / iR 3225 F は、オプションのスーパ ー G 3 FAX ボード/ DADF - U 1 (フイーダ） / LIPS 
LX プリンタ&スキャナキットが標準装備されており、本書の中では 「 F モデル」と記載しています。 




本書の読みかた 



—クについて 


本書では、を全のためにお守りいただきたいことや取りあい上の制限-ま意などの説明に、 
下記のマークを付けています。 

ム警告取りあいを誤った場合に、死亡または重傷を負う恐れのある警告事項が書かれ 
ています。を全に使用していただくために、必ずこの警告事項をお守りくださ 
い。 

^ミま写取り扱いを誤った場合に、傷害を負う恐れや物的損害が発生する恐れのあるま 
意事項が書かれています。を全に使用していただくために、必ずこのま意事項 
をお守りください。 


重要 


操作上、おず守っていただきたい重要事項や制限事項が書かれています。誤っ 
た操作によるトラブルを防ぐために、必ずお読みください。 


@メモ I 操作の参ちとなることや補足説明が書かれています。お読みになることをおす 
すめします。 


キー • ボタンのま記について 


本書では、キー-ボタン名称をな下のようにましています。 

•操作パネル上のキ ー ； <キーアイコン>+ (キー名称） 
例：© (スタート) 

B > (ストップ） 

•タッチパネルディスプレイ上のキー；[キー名称] 

例；[キャンセル] 

[閉じる] 

•コンピュータ画面上のボタン；[ボタン名称] 

例；にの 
随加] 






本書で使われている画面は、特にお断りがない限り旧 3245 F のものです。 

アクセサリ、オプションの組み合わせによって使用できない機能に関しては、本製品の画 
面にはま示されませんが、ご了をください。 

本書で使われているコンピュータ操作画面は、お使いの環境によってま示が異なる場合が 
あります。 

操作時に押すキーの場前ま、 ( ) (丸）で囲んでましています。また、操作を行うキー 

が複数ま示されている場合は、それらをすべて囲んでいます。 




イラストについて 


本書で使われているイラストは、特にお断りがない限り、旧3245に DADF-U1、 フィニッ 
シャー-引、フィニッシャー用追加トレイ • B1、 2段カセットぺディスタル • Y3 が装着さ 
れている場合のものです。 



略称について 


本書に記載されている名称は、下記の略称を使用しています。 


Microsoft Windows 98日本語版： 


Windows 98 


Microsoft Windows Millennium Edition 日本語版： 
Microsoft Windows 2000日本語版： 

Microsoft Windows Server 2003日本語版： 
Microsoft Windows XP 日本語版： 


Windows Me 
Windows 2000 
Windows Server 2003 
Windows XP 


Microsoft Windows Vista operating system 日本語版： 
Microsoft Windows operating system : 

Novell NetWare : 


Windows Vista 

Windows 

NetWare 


Apple Macintosh : Macintosh 

Apple Mac : Mac 


本書では、郵便事業株式会社製のはがきを郵便はがきと記載しています。 


商標について 


MEAP、MEAP □ゴはキヤノン株式会社の商標です。 

Apple、AppleTalk、EtherTalk、LocalTalk、Macintosh、Mac、Mac OS は、米国およびその 
他の国で登録されている Apple Inc. の商標です。 Safari は、 Apple Inc の商標です。 

Windows、Windows □ゴ、 Windows Vista、Windows Vista □ゴは、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 


その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 






設をの流れ 


CHAPTER 


本製品の主な機能と、設置後にご使用になる機能にあわせて巧う作業、および設定の流れを 
説明しています。 

iR3245/iR3235/iR3225 シリーズのおもな機能 .1-2 

お使いになるたかに必要な作業 .1-5 

最初にご確ください .1-5 

電子/レ/ I ファクスを使用する .1-6 

データをファイ J レサー/ くへ送信する .1-7 

本製品から直接ファクス送信する .1-8 

コンピュータから本製品経由でファクス送信する .1-9 

コンピュータから巧刷する .1-10 

本製品をスキヤナとして使巧する .1-12 

コンピュータから本製品を管理する .1-13 














iR 3245/ iR 3235/ iR 3225 シリーズのおもな機 
能 


デジタル複合機に求められる多くの要素を実現していま 
す。 


コピー 



旧3245/旧3235/旧3225シリーズは、さまざま 
なドキュメントの入出力環境を効率化する機 
能を搭載しています。ご使用の環境やお客様 
のニーズに応じて機能を追加することによっ 
て、オフイスにおけるドキュメントワークを 
最適化することができる、新発想のデジタル 
複合機です。 

* マークは、オプション装着時に使用できる 
機能です。各機能に必要なオプション製品に 
ついては「最初にご確認くださし、」（一 P.1-5) 
を参照してください。 


コピーする 一 e - マニュアル > コピー 


従来のコピー機能に加え、ミスコピーを防止す 
る「試しコピー丄複数枚の原稿を小冊テになる 
ようにコピーする「製本」、異なるサイズの原稿 
を一度にセットしてコピーできる「原稿サイズ 
混載」など、さらに便利な機能で生産性を高め 
ます。 



ボックスを巧用する 


一 e - マニュアル > ボックス 


スキヤナ部から取り込んだ紙文書データやパソ 
コンで作成したデータを保をできます。保をさ 
れたデータは、必要なときにプリントしたり、 
別べつに保管されているデータやパソコンで作 
成したデータとまとめてプリントすることもで 
さます。 




いろいろな原稿 n /む/コンから 

を読み込む \グ データを送る 
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iR 3245/ iR 3235/ iR 3225 シリーズのおもな機能 







ファクス本巧の機能の他、スーパー G 3 にも対応 
しているので遠距離通信に威力を発揮し、化巧 
のファクスに比べ、大幅な通信コストの削減も 
実現します。スキャナ部から読み込んだ原稿だ 
けでなく、ボックスにいったんな管した文書や 
パソコンのデータをファクスで送信することが 
でをます。 

複数の宛先への送信や、受信したファクスの転 
をも自在です。 

オプションの G 4 FAX ボードを装着することで、 
スーバ ー G 3 より早い速度で通信することもでき 
ます。 

プリントする* 

LIPS LX プリンタ&スキャナキットをち効にする 
ことで高速プリンタへと進化します。また、プ 
リントアウト時に両面印刷やページぞろえをし 
ての出力など、いろいろなアウトプットが可能 
です。 

ダイレクトプリントあ張キットをち効にした場 
合は、 TIFF や PDF のダイレクトプリントが可能 
となります。 

リモート UI をま用する 

本製品の状態やジョブの操作、ボックスに保存 
した文書データのプリント指示の操作などを、 
パソコンの Web ブラウザからコントロールでき 
ます。 


J か-II 口 J 


' e - マニュアル> プリント 




パソコンから 
データを送る 


プリント 


e - マニュアル > リモート UI 


—I Web 
ブラウザ 



ファクスする 


スキャナ部で取り込んだ紙文書データを電子 
メール や I ファクスで送ったり、ファイル サー 
バにイ呆をできます。ファイルお式 ( PDF . JPEG 、 
TIFF ) が指定できるので、受け取り側の環境にあ 
わせて自由に設定できます。 


わで炯 

貴。 


電子メール！ I ファイル 


I フアクス 

% 


送信機能をま用する* 


設定の流れ 


iR3245/iR3235/iR3225 シリーズのおもな機能 


1-3 














LIPS LX プリンタ & スキヤナキツトをち効にする 
ことで、パソコンに画像を取り込むことができま 
す。本製品の原稿台を、最大 A 3 サイズ600 dpi 
のスキヤナとして利用できます。 


ユーティリティをま用する_ 

ユーティリティソフトウェアを使用すると、ネッ 
トワークに接続されている本製品の各種設定を 
パソコン上で行ラことがでをます。初期設定や 
本製品の状態の確認、文書管理などがでをます。 



パソコンに 

取り込む 画像データをスキャンする 


一 e - 



^ _ 


スキヤンする 


B 


本製品に組み込まれたアプリケーション-プラッ 
トフォーム 、 MEAP (Multifunctional Embedded 
Application Platform ) に対応するアプリケーショ 
ン^インストールすることにより、本製品に新 
たな機能を追加することができます。 


.アル > MEAP / SS 0 


MEAP をま用する 


設定の流れ 
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iR 3245/ iR 3235/ iR 3225 シリーズのおもな機能 






お使いになるために必要な作業 


お使いになる機能にあわせて行う、作業および設定の流れを説明しています。 


最初にご確認ください 


本製品の機能には、オプションや作業/設定が必要なものがあります。 

ライセンス登録が必要なオプションを利用する場合には「ライセンス登録が必要なオプショ 
ン機能をお使いになるには」（一 P.2-2) を、作業/設定が必要な場合には、本章の各フロー 
チャー 卜を参照してください。 


@ メモ1 ネットワークに接続するためにぶ、要なオプションについての詳細は、「第3章ネットワー 
ク に接続する前に」を参照してください。 


機能 

が要なオプション 

ライセンス登録 

使用前の作業 

コピー 

なし 

- 

そのままご使用になれます 

ボックス 

なし 

- 

そのままご使巧になれます 

送信 

電子/ー ル/ 

1フアクス 

Send 拡張キット 

要 

^電子/ール/1ファクスを使 
巧する： P .1-6 

フアイルサーバへ 
送信 

Send 拡張キット 

要 

^データをファイルサーバへ送 
信する： P .1-7 

フアクス 

送信 

本製品から 

FAX ボー ド* 1 

不要 

^本製品から直接ファクス送信 
する： P .1-8 

コンピュータから 
本製品経由 

FAX ボー ド* 1 

不要 

^コンピュータから本製品経由 
でファクス送信する： P .1-9 

ファクス受信 

FAX ボー ド* 1 

不要 

そのままご使用になれます 

プリント 

UPS 拡張キット*2 

要 

^コンピュータから印刷する： 
P .1-10 

リモート UI 

なし 

- 

^コンピュータから本製品を管 
理する： P .1-13 

MEAP 

なし 

- 

^コンピュータから本製品を管 
理する： P .1-13 

スキヤン 

UPS 拡張キット*2 

要 

^本製品をスキャナとして使巧 
する： P .1-12 


*1 F モデルはスーバー G 3 FAX ボードが標準装備されています。 

つ F モデルは UPS LX プリンタ&スキャナキットが標準装備されています。 


〇設をの流れ 


お使いになるために必要な作業 
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電子メール/ 1 ファクスを使用する 


本製品で電子メール/Iファクスを使用できるようにするには、な下の作業および設定を 
行います。 


メモ I •本機能を使巧するためにぶ、要なシステム環境については、「電子メール/ I ファクスを使 
用する」（一 P .3-5) を参照してください。 

• NetWare ネットワーク、 NetBIOS ネットワーク、 AppleTalk ネットワークをお使いの場合 
には、本機能を使うことはでをません。 

ホ製品をネットワ-クに接続します。 


ーネットワークに接続する： P .4-3 
ーインタフエースの設定： P .4-9 


TCP / IP ネットワ-クに合わせて設定します。 


一下び/ IP ネットワークで使巧するたが)にぶ、要な作業： P .5-2 
ープロトコルの設定； P .5-3 


電子メ-ル/1ファクスの設ををします。 


一電子メール/ I ファクスの設定： P .5-29 


D 雲の流れ 
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お使いになるために必要な作業 









デー タをファイル サーバ へ送信する 


本製品からファイルサーバへデータを送信できるようにするには、な下の作業および設定 
を行います。 


メモ I •本機能を使用するためにが要なシステム環境につぃては、「データを送信する 」い 
P .3-6) を参照してくださぃ。 

• AppleTalk ネットワークをお使ぃの場合には、本機能を使うことはできません。 

•使用できるファイルサーバは、お使ぃのネットワークによって異なります。使用できる 
ファイルサーバの詳細につぃては、お使ぃのネットワークにあわせて、な下を参照して 
くださぃ。 

. TCP / IP ネットワークをお使ぃの場合：ファイルサーバの設定（一 P .5-32) 

. NetWare ネットワークをお使ぃの場合：ファイルサーバの設定卜 P .6-6) 

. NetBIOS ネットワークをお使ぃの場合：ファイルサーバの設定い P .7-6) 

ホ製品をネットワ-クに接続します。 


ーネットワークに接続する； P .4-3 
ーインタフエースの設定： P .4-9 


お使いのネットワークの種類に合わせて、本製品を設ちします。 


TCP/IP ネットワークをお使いの場合 

一 TCP / IP ネットワークで使用するために必要な作業： P .5-2 
ープロトコルの設定： P .5-3 


NetWare ネットワークをお使いの場合 

一 NetWare ネットワークで使用するために必要な作業： P .6-2 
ープロトコルの設定： P .6-3 


NetBIOS ネットワークをお使いの場合 

一 NetBKDS ネットワークで使用するたが)に必要な作業： P .7-2 
ープロトコルの設定： P .7-3 


〇設をの流れ 


お使いになるために必要な作業 
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ファイルサーバを設ちします。 



本製品から直接ファクス送信をできるようにするには、な下の作業および設定を行います。 

ファクス送信するために必要な設をを巧し、ます。 



Windows の共有フォルダの場合/ Samba の共ちフォルダの場合 

ーファイルサーバの設定： P .7-6 



設定の流れ 


お使いになるために必要な作業 













コンピュータから本製品経由でファクス送信をできるようにするには、な下の作業および 
設定を行います。 

メモ I 本機能を使用するために'ぶ要なシステム環境については、「コンピュータから巧刷または 
ファクス送信する」（一 P .3-2) を参照してください。 

MM ホ製品と]ンピュ-夕を接続します。 



* この場合は、接続後3へ進んでください。 

お使いのネットワークの種類に合わせて、本製品を設定します。 
TCP/IP ネットワークをお使いの場合 

一 TCP / IP ネットワークで使用するために必要な作業： P .5-2 
ープロトコルの設定： P .5-3 _ 

NetWare ネットワークをお使いの場合 

一 NetWare ネットワークで使用するために必要な作業： P .6-2 
ープロトコルの設定： P .6-3 _ 

NetBIOS ネットワークをお使いの場合 

一 NetB に S ネットワークで使用するただ)に必要な作業： P .7-2 

ープ□トコルの設定： P .7-3 _ 

AppleTalk ネットワークをお使いの場合 

一冉 ppleTalk ネットワークで使用するために必要な作業： P .8-2 
ープロトコルの設定： P .8-3 


お使いになるために必要な作業 


設定の流れ 











お使いのコンピュ-夕に、ファクスドライバをインスト-ルします。 


一ま11章コンピュータからファクス送信するおに 


フ7クス細するためにを要な設をを巧し、ます。 


ーファクス送信の設定： P .9-2 


ンピユータから印刷する 


コンピュータからのデータを本製品で印刷できるようにするには、が下の作業および設定 
を行います。 

メモ I 本機能を使用するために必要なシステム環境については、「コンピュータから印刷または 
ファクス送信する」 P .3-2) を参照してください。 

本製品とコンピュ-夕を接続します。 

ネットワーク経由で接続する場合 

ーネットワークに接続する： P .4-3 
ーインタ フエー スの設定： P .4-9 
一通信環境の設定： P .4-1 1 


USB で接続する場合* 

一 USB で接続する； P .4-5 
* この場合は、接続後3へ進んでください。 


設定の流れ 
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2 

お使いのネットワークの種類に合わせて、本製品を設まします。 



TCP/IP ネットワークをお使いの場合 


一 TCP / IP ネットワークで使用するために必要な作業： P .5-2 
ープロトコルの設定： P .5-3 



NetWare ネットワークをお使いの場合 


一 NetWare ネットワークで使用するために必要な作業： P .6-2 
ープロトコルの設定： P .6-3 



NetBIOS ネットワークをお使いの場合 


一 NetB に S ネットワークで使用するたが)に必要な作業： P .7-2 
ープロトコルの設定： P .7-3 



AppleTalk ネットワークをお使いの場合 


一 AppleTalk ネットワークで使用するために必要な作業； P .8-2 
ープロトコルの設定： P .8-3 


3 

お使いのコンピュータに、プリンタドライバをインストールします。 



一第10章コンピュータから印刷する前に 


お使いになるために必要な作業 1-11 











本製品をスキャナとして使用する 


本製品をスキャナとして使用できるようにするには、な下の作業および設定を行います。 


メモ I NetWa 怕ネットワーク、 N 幻 BIOS ネットワーク、 AppleTalk ネットワークをお使いの場合 
には、本機能を使うことはでをません。 

ホ製品をネットワ-クに接続します。 

ーネットワークに接続する： P .4-3 
ーインタ フエー スの 設定： P .4-9 


TCP/IP ネットフ-クに合わせて、ホ製。ちを設まします。 


一 T び/ IP ネットワークで使巧するためにぶ、要な作業； P .5-2 
ープロトコルの設定： P .5-3 


D 本製品に接続したコンピュータに、スキャナ設定をするためのソフトウエア 
(NetworkScanGear) をインストールします。 


一第12章リモートスキヤンする前に 


D 雲の流れ 
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コンピュータから本製品を管理できるようにするには、な下の作業および設定を行います。 




設定の流れ 


お使いになるために必要な作業 
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ライセンス登録が必要な 
オプション機能を使用する 


CHAPTER 


本製品で、ライセンス登録がが要なオプシヨン機能を使用するための設をち巧について説巧 
しています。 


ライセンス登録が必要なオプシヨン機能をお使いになるには .2-2 

フイセンスキーを取得する .2-2 

ライセンス登録をする（ライセンス登録） .2-3 

オプション装着状態による画面の違いについて .2-4 
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ライセンス登録が必要なオプション機能をお 
使いになるには 


ライセンス登録が必要なオプション機能を使用するために必要な手続きや操作の説明をし 
ます。 


ライセンスキーを取得する 


本製品に登録するライセンスキーは、 Web ブラウザからライセンス管理システムにアクセ 
スし、取得します。な下の URL へアクセスしてください。 

http :// www . canon . com / lms / license / 

■ ライセンスキー取得にぷ要な管理番号 

画面にま示される指示に従ってライセンスキーを取得してください。ライセンスキーを 
取得するには、な下の管理番号が必要になります。 

-ライセンスアクセス番号；パッケージに同個されている「ライセンスアクセス番号証 
書」をご確認ください。 

•デバイスシリアル No . ;本製品の(カウンタ確認キー）を押したときに画面左下にま 
示される[シリアル N 功をご確認ください。 


■ 101 卜一夕；レ1 > 00012806 

を信/フのス 1 MEAPn ウン1 ラバイス 1 

的ンタ®訟 >\ 夕巧屈 >\ 巧巧巧訟 >\ 







ライセンス登録が必要なオプション機能を使用する 
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ライセンス登録がが要なオプション機能をお使いになるには 







ライセンス登録をする（ライセンス登録) 


オプションの機能を有効にするために、ライセンスの登録を行います。 


7 @ (初期設定/登録）一[システム管理設定]一[ライセンス登録]を 

押します。 

2 ©〜© (テンキー）でライセンスキーを入力したあと、[実行]を押し 

ます。 



表示される項目 

[◄][►]: カーソルを移動するときに押します。 

[バックスペース]:数字を押し間違えたときに押します。カーソル位置の手前の数字が 
消去されて、正しい数字が入力できます。 

次の画面が表示されたときは、防 K ] を押したあと、正しいライセンスキーを入力しなお 
してください。 



ライセンス登録がぷ要なオプション機能を使用する 


ライセンス登録がが要なオプション機能をお使いになるには 
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次の画面が表示されたときは、ライセンスキーを登録することができません。 [0 K ] を押 
したあと、登録を中止してください。 



ゴ [0 K ] を押します。 

fga 登録した機能は、本製品の主電源スイッチを入れなおしたあとに使用できる状態になり 
ます。（ートラブルシュートガイド「第1章お使いになる前に」） 


オプシヨン装着が態による画面の違いについて 


タッチパネルディスプレイ上部の表示は、オプションの装着が態によって切り替わります。 
が下にオプション装着時とタッチパネルディスプレイの例を表示します。 


オプション装着状態 


タツチパネルディスプレイ上部の表示 


オプション非装着時 （ iR 3245、 iR 3235、 iR 3225) 


ル)耐が-(クイック)响 "3 


化 


巧 ■ 


LIPS LX プリンタ&スキャナキット有効 


ル)命 f が-(クイック)怖^|1ボックス資> こ 


巧 ■ 




UPS LX プリンタ&スキャナキット + Send 拡張キッ 
卜有効 


。南 [ 北-け似)1.1..;,を信或>ボ。クス 。I 


スーパー G 3 FAX ボード装着時 +UPS LX プリンタ 
&スキャナキット有効 


が-りイ'か巾つアクスン為(ボックス負 I 


スーパー G 3 FAX ボード装着時 +UPS LX プリンタ 
&スキャナキット+ Send 拡張キット有効 


ル)词が-(クイック)响"對言/つアクス'满> ボックス負 I 


スーパー G 3 FAX ボード+ウェブブラウザ拡張 
キット装着時+ LIPS LX プリンタ&スキヤナキット 
+ Send 拡張キット有効 


が-のプル)命]コピ -( クイック)响化这 (!/ つアクス'务トボックス資卜 ■ 


ライセンス登録が必要なオプション機能を使用する 
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ライセンス登録がが要なオプション機能をお使いになるには 




ネットワークに接続するお 
に 


CHAPTER 


対応しているネットワーク環境やお使いのネットワーク環境の確認など、本製品をネット 
ワークに接続する前に巧っておいてほしいことを説明しています。 


ネットワークに接続して使用する場合に必要なオプションとシステム環境 .3-2 

コンピュータから印]刷またはファクス送信する .3-2 

電子/—/レ/ I ファクスを使用する .3-5 

データ槐信す5 .3-6 

お使いのネットワーク環境の確言ち、 .3-9 

Windows のネットワークの例 .3-9 

Macintosh のネツトワークの例 .3-10 

UNIX のネットワークの例 .3-10 

いろいろなコンピュータが混在しているネットワークの例 .3-11 
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ネットワークに接続して使用する場合に必要なオプションとシステム環境 






システム環境 

本製品を使用して、コンピュータから巧刷またはファクスを信を行うには、使用するネッ 
トワークに応じてな下のシステム環境が必要です。 


重要 


Windows 2000をお使いのときは 、 Service Pack 2 ]<乂降をインストールしてくださし、。 


■ TCP/IP ネットワークを使用する場合 
•対応している OS 

• Microsoft Windows 2000 Server 日本語版 

• Microsoft Windows 2000 Professional 日本語版 

• Microsoft Windows XP Professional 日本語版 

• Microsoft Windows XP Home Edition 日本語版 

• Microsoft Windows Server 200 3 日本語版 

• Microsoft Windows Vista Ultimate 日本語版 

• Microsoft Windows Vista Business 日本語版 

• Microsoft Windows Vista Home Premium 日本語版 

• Microsoft Windows Vista Home Basic 日本語版 

• Microsoft Windows Vista Enterprise 日本語版 

•日本言吾 Solaris Version l . i.x (SunOS Version 4.1. x ) が降 
•日本言吾 Solaris Version 2.5 .x (SunOS Version 5.5. x ) が降 
- Mac OS X 10.3 蜘を 
•コンピュータ/^モリ 
-上記 OS が動作する環境 



ネ 

、ツ 


フ 

I 

ク 

に 

接 

続 

す 

る 

前 
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重要 


MacOSX をお使いの場合は、プリンタドライバの種類によって、対応 OS が異なります。 
詳細については、「第10章コンピュータから巧刷する前に」を参照してください。 


ネットワークに接続して使用する場合に必要なオプションとシステム環境 
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■ NetBIOS ネットワークを使用する場合 

• 対応している 0S 

• Microsoft Windows 2000 Server 日本語版 

• Microsoft Windows 2000 Professional 日本語版 

• Microsoft Windows XP Professional 日本語版 

• Microsoft Windows XP Home Edition 日本語版 

• Microsoft Windows Server 2003 日本語版 

• Microsoft Windows Vista Ultimate 日本語版 

• Microsoft Windows Vista Business 日本語版 

• Microsoft Windows Vista Home Premium 日本語版 

• Microsoft Windows Vista Home Basic 日本語版 

• Microsoft Windows Vista Enterprise 日本語版 

• Mac OS XI0 乱乂降 
•対応しているプロトコル 

- NetBIOS over TCP/IP (NetBT) 

• コンピュータ//モリ 
- 上記 OS が動作する環境 

f ■重3 Mac OSX 10.3 が降をお使いの場合には、 Net 目 IOS ネットワークから巧刷することはでき 

ません。 

■ NetWare ネットワークを使用する場合 

•対応しているサーバ 

• Novell NetWare Version 3.2J/4.1/4.1 1 /4.2/5/5.1/6/6.5 
•対応しているクライアント 

• Microsoft Windows 2000 Server 日本語版 

• Microsoft Windows 2000 Professional 日本語版 

• Microsoft Windows XP Professional 日本語版 

• Microsoft Windows XP Home Edition 日本語版 

• Microsoft Windows Server 2003 日本語版 

• Microsoft Windows Vista Ultimate 日本語版 

• Microsoft Windows Vista Business 日本語版 

• Microsoft Windows Vista Home Premium 日本語版 

• Microsoft Windows Vista Home Basic 日本語版 

• Microsoft Windows Vista Enterprise 日本語版 
• コンピュータ//モリ 

- 上記 OS が動作する環境 


ネツトワ—クに接続する前に 
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ネットワークに接続して使用する場合に必要なオプションとシステム環境 


■ AppleTalk ネットワークを使用する場合 

• 文み芯している AppleTalk 
.EtherTalk フ I— ズ 2 

• 対応している 0S や コン ピュータなどについては、「第 10 章 コン ピュータから印刷す 
る前に」を参照してください。 


重要 


本製品は、 Macintosh の LocalTalk ネットワークには対応していません。 


電子メール/ I ファクスを使用する 


必要なオプション 

電子メール /I ファクス機能を使用するには、巧のオプションが必要です。 


•Send 拡張キット 

システム環境 

本製品の電子メール /I ファクス機能を使用するには、 ( 下のシステム環境が必要です。 

• 対応している^ール転送用サーバソフトウェア 
- Sendmai 18.93 蜘锋 (UNIX) 

• Microsoft Exchange Server (Windows) 

(Microsoft Exchange Server5.5+Service Pack] が降） 

• Lotus Domino R4.6 が降 (Windows) 

• 対応している/ール受信用サーバソフトウェア 

• Qpopper2.53 が降 (UNIX) 

• Microsoft Exchange Server (Windows) 

(Microsoft Exchange Server5.5+Service Pack] が降） 

• Lotus Domino R4.6_L 乂降 (Windows) 
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重要 


Windows 2000をお使いのときは、 Service Pack 2 ]<乂降をインストールしてくださし、。 


メモ 1 本製品から電子/-ルや I ファクスを送信するときは、 SMTP を使用して/-ル 
サーバに送信します。本製品が電子/ールを受信するときは、メールサーバに送 
信された電子メールやIファクスを POP3 プロトコルで受信するち法と、本製品 
の SMTP 受信機能を利巧して直接受信するち法があります。後者のち法で受信する 
ときは、メールサーバが POP3 プロトコルをサポートしている必要はありません。 
(本製品が受信できる電子/ールは、Iファクス画像と、通信時にエラーが発生した場合 
のエラーメールのみです。） 


ネッ ト ワークに接続して使用する場合に必要なオプションとシステム環境 
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必要なオプション 

データ送信機能を使用するには、次のオプションが必要です。 

•Send 拡張キット 

システム環境 

本製品からファイルサーバへデータを送信するには、使用するネットワークに応じてが下 
のシステム環境が必要です。 

tmmm windows 2000をお使いのときは 、 Service Pack 2が降をインストールしてください。 

■ TCP / IPV 4 ネットワークを使用する場合 （ FTP を使用する場合） 

•対応しているサーバ 

• Microsoft Windows 2000 Server 日本語版+インターネツトインフォ/—シヨンサービ 
ス （IIS) 5.0 

• Microsoft Windows XP Professional 日本語 +IIS 5.] 

• Microsoft Windows Server 2003日本語版 +IIS 6.0 

• Microsoft Windows Vista Ultimate 日本語版 +IIS 7.0 

• Microsoft Windows Vista Business 日本語版 +IIS 7.0 

• Microsoft Windows Vista Home Premium 日本語版 +IIS 7.0 

• Microsoft Windows Vista Home Basic 日本語版 +IIS 7.0 

• Microsoft Windows Vista Enterprise 日本語版 +IIS 7.0 
• 日本語 Solaris Version 2.6_L 乂降 

• Red Hat Linux 7.2_L 乂降 
•Mac OS X 

• imageWARE Document Manager Gateway 
•対応しているプロトコル 

- TCP/IPV4 

■ TCP / IPV 6 ネットワークを使用する場合 （ FTP を使用する場合） 

•対応しているサーバ 

• 日本語 Solaris Version 9_L 乂降 

• Red Hat Enterprise Linux AS/ESAVS 4.0 ■L 乂降 

• Mac OS X 10.3]；( 降 
•対応しているプロトコル 

- TCP/IPV6 


ネツトワ—クに接続する前に 
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ネットワークに接続して使用する場合に必要なオプションとシステム環境 



■ TCP / IPv 4 ネットワークを使用する場合 （ WebDAV を使用する場合） 
•対応している WebDAV サーバ 

• Microsoft Windows 2000 Server 日本語版 +IIS 5.0 

• Microsoft Windows 2000 Professional 日本語版 + IIS 5.0 

• Microsoft Windows XP Professional 日本語版 +IIS 5.] 

• Microsoft Windows Server 200 3 日本語版 +IIS 6.0 

• Microsoft Windows 2000 Server 日本語版 +Apache 2.0 for Win 32 

• Microsoft Windows XP Professional 日本語版 +Apache 2.0 for Win 32 

• Microsoft Windows Server 2003 日本語版 +Apache 2.0 for Win 32 
• 日本語 Solaris Version 2.6_L 乂降 +Apache 2.0 が降 

• Red Hat Enterprise Linux AS/ES/WS 4.0_L 乂降 +Apache 2.0 が降 
- Mac OS X 

•対応している WebDAV サーバのプロトコル 


• TCP/IPV4 


■ TCP/IPv6 ネットワークを使用する場合 （WebDAV を使用する場合) 
•対応している WebDAV サーバ 
• Microsoft Windows Server 2003 日本語版 +IIS6.0 
• 日本語 Solaris Version 9_L 乂降 +Apache 2.0 政降 
•対応している WebDAV サーバのプロトコル 
- TCP/IPV6 


重要 


プロキシ経由でインターネットに接続する場合は、プ□キシサーバが IPv 6 をサポートし 
ている必要があります。 
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ネットワークに接続して使用する場合に必要なオプションとシステム環境 
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■ NetBIOS ネットワークを使用する場合 

•対応しているサーバ 

• Microsoft Windows 2000 Server 日本語版 

• Microsoft Windows 2000 Professional 日本語版 

• Microsoft Windows XP Professional 日本語版 

• Microsoft Windows XP Home Edition 日本語版 

• Microsoft Windows Server 2003 日本語版 

• Microsoft Windows Vista Ultimate 日本語版 

• Microsoft Windows Vista Business 日本語版 

• Microsoft Windows Vista Home Premium 日本語版 

• Microsoft Windows Vista Home Basic 日本語版 

• Microsoft Windows Vista Enterprise 日本語版 
•対応しているファイル転送用サーバソフトウェア 

.Samba 2.2.8a が降 (UNIX/Linux/MacOSX) 
•対応しているプロトコル 

• NetBIOS over TCP/IP (NetBT) 

■ NetWare ネットワークを使用する場合 

•対応しているサーバ 

• Novell NetWare Version 3.2J/4.1 1/4.2/5/5.1/6/6.5 
•対応しているプロトコル 

• IPX 


ネットつ—ク讓す查刖に 
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ネットワークに接続して使用する場合に必要なオプションとシステム環境 


お使いのネットワーク環境の巧認 


な下を参考に、本製品を接続するネットワーク環境を確認して、必要な作業を行ってくだ 
さい。 


Windows のネットワークの例 


Windows のネットワーク環境の場合、プ□トコルはTCP/IP、 NetBIOS (NetBIOS over TCP/ 
IP) のいずれかが使用できます。同時に複数のプ□トコルを使用することもできます。ま 
た、本製品は、 IPv4 (Internet Protocol Version 4 ) に加えて IPv6 (Internet Protocol Version 
6) にも対応しており、 IPv4 ネットワークと IPv6 ネットワークの両方と通信できるデュア 
ルスタック構成となっています。 IPv4 磯能、および IPv6 磯能を使用するかどうかを選択で 
きます。 IPv4 機能と IPv6 機能の両方を有効にすることもできます。本製品の IPv4 ネットワー 
クと IPv6 ネッ トワー クは、 IPSec (Security Architecture for Internet Protocol ) による暗号 
化もサポートしています。（一 e- マニュアル > ネットワーク） 

電子/-ル/Iファクスの機能を使用する場合は TCP/IP プ□トコルが必要です。 

r 第4章ネットワークの共通設定」の設定を行ってから、使用するプ□トコルに合わせて、 
が下を参照してください。 
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• 「第5章 TCP/IP ネットワークで使用する」 

• r 第7章 NetBIOS ネットワークで使用する」 


重要 


•お使いのモデルによっては、電子メール/ I ファクス機能を使用するには、オプションを 
追占日する'ぶ要があります。お要なオプションについては、「ネットワークにを続して使 
用する場合にぷ要なオプションとシステム環境」（一 P .3-2) を参照してください。 

• 本製品は NetBEUI には対応していません。 

• IPSec 通信を使用できるようにするには、オプションの PCI バス拡張キットを装着した状 
態で、 IPSec セキユリテイーボードを装着する'ぶ要があります。 


お使いのネットワーク環境の巧認 
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Macintosh のネットワークの例 


Mac OS 8/9では、使用するプロトコルは AppleTalk (EtherTalk) になります。 MacOSX では、 
AppleTalk (EtherTalk)、 TCP/IP、 NetBIOS (NetBIOS over TCP/IP) のいずれかを使用するこ 
とができます。電子メール/Iファクス、データち信の機能を使用する場合は TCP/IP プロ 
トコルが必要です。 

「第4章ネットワークの共通設定」の設定を行ってから、使用するプ□トコルに合わせて、 
な下を参照してください。 

• 「第8章 AppleTalk ネットワークで使用する （Macintosh) 」 

• 「第5章 TCP/IP ネットワークで使用する」 

•「第7章 NetBIOS ネットワークで使用する」 


重要 


•お使ぃのモデルによっては、電子メール/ I ファクス機能、データ送信機能を使用する 
には、オプションを追加する必要があります。それぞれに必要なオプションにつぃて 
は、「ネットワークに接続して使巧する場合に必要なオプションとシステム環境 」い 
P .3-2) を参照してくださぃ。 

• Mac 0 S のバージョンやプリンタドライバの種類によって、使巧できるプロトコルが異な 
ります。言羊細は、「第10章コンピュータから印刷する前に」を参照してくださぃ。 


UNIX のネットワークの例 


UNIX では、使用するプ□トコルは TCP/IP になります。 

「第4章ネットワークの共通設定」の設定を行ってから、「第5章 TCP/IP ネットワークで 
使用する」の設定を行ってください。 


3-10 お使いのネットワーク環境の巧認 


いろいろなコンピュータが混をしているときは、使用しているコンピュータに応じて各作 
美を行います。 

例えば、 Windows XP と Macintosh を使用している場合は、 「Windows のネットワークの例」 
と 「Macintosh のネットワークの例」の両方の設定を行ってください。 

電子/-ル/I ファクスの機能を使用する場合は TCP/IP プロトコルが必要です。 
データ送信の機能を使用する場合は、TCP/IP、 NetWare、NetBIOS プ□トコルのいずれかが 
必要です。 

r 第4章ネットワークの共通設定」の設定を行ってから、使用するプ□トコルに合わせて、 
が下を参照してください。 

• 「第5章 TCP/IP ネットワークで使用する」 

• 「第6章 NetWare ネットワークで使用する （Windows) 」 

• r 第7章 NetBIOS ネットワークで使用する」 

• 「第8章 AppleTalk ネットワークで使用する （Macintosh) 」 

お使いのモデルによっては、電子/ール/1ファクス機能、データ送信機能を使用する 
には、オプションを追加する載要があります。それぞれに必要なオプションについては、 
「ネットワークに接続して使用する場合に必要なオプションとシステム環境」 （^ P .3-2) 
を参照してください。 
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CHAPTER 


本製品をネットワーク環境で使用するためのプロトコル其通の設を項目について説巧してい 
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本製品をネットワーク環境で使巧するには、最初に乂下の作業および設定を行います。 



本製品をネットワークケーブルでネットワークに接続します。 



本製品とネットワーク上のコンピュータが通信できるように設定します。が下のいずれかを使用して設定 
できます。 

•本製品の操作パネル 
• U モ ー hui 



本製品とネットワーク上のコンピュータの通信環境を設定します。 


IEEE 802.1 X 認証の設定 

IEEE 802.1 X 認証を設定します。 


i ッ トワ-ク綱で制するためにがミな巧 


ネツトワ—ク 
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ネットワーク環境で使用するために必要な作業 










ケーブルの接続 


本製品を1000 Base-T、 100 Base-TX、 または lOBase-T の Ethernet に姉芯したネットワークケー 
ブルで、ネットワークに接続します。また、 USB ケーブルで、コンピユータと USB 接続す 
ることもできます。 


重要 


本製品にネットワークケーブルや USB ケーブルは付属していません。あらかじめご使用 
のコンピュータやネットワークに合ったケーブル巧り売）をご巧意ください。 


ワークに接続する 


本製品は、TCP/IP、 AppleTalk、NetWare ネットワークに対応しており、 Windows、 
Macintosh、UNIX、Linux などの コン ピュータと接続して使用することができます。また、 
本製品は、1000 Baset 100Base-TX、および lOBase-T に姉芯しているので、多くの LAN 
へすぐに接続することができます。 

100Base-TX、 lOBase-T の場合は、カテゴリ5対応のツイストペアケーブルで本製品の 
RJ-45 コネクタとハブのポートを接続します。ケーブルやハブなどは、必要に応じて別途ご 
用意ください。1000 Base-T をお使いの場合には、 エンハンス ドカテゴリ5巧応のツイスト 
ペアケーブルを使用することをおすすめします。 



ケーブルの接続 
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A 警告ネットワークケーブルを接続するときは、必ず本体ち側面にある主電源スイッチを切り、 
電源プラグを電源コンセントから抜いてください。トラブルシュートガイド「第]章 
お使いになる前に」）感電の原因となることがあります。 

t mmm 八 ppleTalk ネットワーク上に2台が上の機器が接続されている場合、それぞれの電源は、 

TO 秒が上間隔をおいて入れてください。 

メモ I •本製品は、 Ethernet の種類 （1000 Base - T 、 lOOBase - TX 、 または1日目 ase - T ) を自動認識し 
ます。 

• lOOOBase - T . 100 Base - TX . 10 Base - T 対応の機器が混在しているときは、スイッチングハ 
ブなど、100日目 ase - T 、100 Base - TX . 10 Base - T のすべてに対応した機器がお要です。詳し 
くは、お買い求めの販売店、または担当サービスへお問い合わせください。 
•ネットワークケーブルを接続したら、が下の作業を行います。設定方法については、各 
取撒説明書を参照してください。 

-日付/時刻の設定やシステム管理設定 （^ e - マニュアル > セキュリティ） 

• 各種ネットワークの設定 

.必要なドライバのインストール「第10章コンピュータから印刷する前に」、 
「第11章コンピュータからファクス送信する前に」） 

• '必要なユーティリティソフトウェアのインストール各ユーティリティソフトウェア 
の説明書） 

• Macintosh 用のファクスドライバについては、「第11章コンピュータからファクス送信 
する前に」を参照してください。 


ネットワ—クの共通設定 
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ケーブルの接続 


USB で接続する 


本製品は、 USB ポートを装備したコンピュータと接続することもできます。 

USB ケーブルで、本製品の USB コネクタとコンピュータの USB ポートを接続します。本製 
品は、 USB 2.0 High-Speed に対応しています。コンピュータ本体には、使用している OS 
に合わせて本製品に付属の CD-ROM に収められているドライバやユーティリティソフト 
ウェアをインストールします。ドライバのインストールについては、「第10章コンピュー 
夕から 巧 刷する前に」、 「第11章コンピュータからファクス送信する前に」を、ユーティ 
リテイソフトウェアのインストールについては各ユーテイリテイソフトウエアの説明書参 
照してください。 



A 注意•本豐品の主電源スイッチをオンにした状態で USB ケーブルを接続するときは、アース線 
が接続されていることを確認してください。アース線が接続されていない状態で USB 
ケーブルを接続すると、感電の原因になります。 

•本豐品の主電源スイッチをオンにした状態で USB ケーブルを巧き差しするときは、コネ 
クタの金属部分に触れないでください。感電の原因になります。 


ネット了ク登違設を 


ケーブルの接続 
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f 誰重过 •次のようなときは、 USB ケーブルを抜き差ししないでください。コンピュータや本製品 
の動作不良の原因になります。 

. ドライバのインストール中 
• コンピュータの電源を入れたあとの 0 S 起動中 
-プリント中 

•コンピュータの電源および本製品の主電源スイッチがオンになっている状態で USB ケー 
ブルをあき差しする場合は、抜いたあとに必ず5秒が上の間隔を空けてから差し込んで 
ください。抜いた直後に差し込むと、コンピュータや本製品の動作不良の原因になりま 
す。 

•本製品とコンピュータを US 目で接続する場合は、山 SB デバイスを使用](システム管理 
設定画面）が [ ON ] になっていることを確認してください。 （^ e - マニュアル > セキュ 
リティ） 

•本製品を USB ケーブルで Macintosh と接続している場合は、本製品を起動する際、または 
スリープが態から復帰する際、シャットダウンされた Macintosh も起動することがありま 
す。このようなときには、 USB ケーブルによる接続を取り外してください。（本製品と 
Macintosh の間に USB ハブを使用すると、この問題が解決する場合があります。） 

• USB インタフェースは、接続するコンピュータの 0 S によって、が下のように異なりま 
す。詳細については、お買い求めの販売店、または担当サービスへお問い合わせくださ 
い。 

.Windows 2000/ XP/Server 2003 /Vista : USB 2.0 Hi - Speed/USB Full-Speed (USB 1.1 相 
当） 

. MacOSS 、 9 、 X (1 日. 3.2 が前 ）、 X に lassie ) : USB Full-Speed ( USB 1. け目当） 

.MacOSX (1 日. 3.3 が降 ）: USB 2.0 Hi - Speed/USB Full-Speed ( USB 1.1 相当） 

• Macintosh 用のファクスドライバについては、「第11章コンピュータからファクス送信 
する前に」を参照してください。 


ネットワ—クの共通設定 
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ケーブルの接続 



ツチパネルディスプレイの遷移 


な下は、本ガイドで使用するタッチパネルディスプレイの遷移図です。 

ネットワークの設定は、® (初期設定/登録）を押すことによってま示される初期設定/ 
登録画面から、操作を行います。第5章から第8章で各種ネットワークを設定するときに、 
この遷移図を参照してください。 

初期設ま/登録画面 


システム基を画面 


システム菅理ち情報 I 
の設定 >\ 

卽巧則 ID 普理 I 

d 

還 f 言普®誤を I 

>1 

リモート UI の 0 N /0 厅 I 

さ f 言機!目のお順 I 

>1 


>1 

I ちットワ-ク設定： Ij 

わ应 K 正 I 

»| 

巧二 * E'T ,-- 弓韦 I 

>1 

自島)オンライン/ I 

才7ライン移行 ►! 


ク 

ネットワーク設定画面 


TCP/IP 設定画面 


■ をジトワークの設ま:をち/接摘の確威表で 

>0N 


■ TCP/IP 設定 

IB) 

■ Me 删 3fe 試を 

J 

■ AppleTalk 段を 

J 

■ SM の-/敬を 

.1 


設定を是はな回ち電お ON 時より有効ヒなります。 


I 角夕-ットワーク段定 
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操作パネルで設定した内容は、本製品を再起動したとき（主電源を入れたとき）に有効 
になります。設定後は、主電源をいったん切り、10秒が上たってから再度主電源を入れ 
てください。 

•電源の入れかた/切りかたは、トラブルシュートガイド「第1章お使いになる前に」 
を参照してください。 

• システム管理部門にとシステム管理暗証番号が設定されている場合は、 e - マニュアル > 
セキュリティを参照して入力してください。 


ネットワ—クの共通設定 
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タツチパネルディスプレイの遷移 


インタフェースの設を 


ここでは、本製品の操作パネルを使用してインタフェースを設定するち法について説明し 
ています。最初に設定を行うときは、本製品の操作パネルを使用してください。 

最初の設定をに設定内容を変更する場合は、本製品の操作パネルな外を使用することもで 
きます。詳細は、 e- マニュアル > ネットワークを参照してください。 


7 ネットワーク設定画面の[ネットワークの設定変更/接続の確認表示]で、 
な下を設定します。 



に N] :ネットワーク接続に関係するエラーなどが発生した場合、各種メッセージがタッチ 
パネルディスプレイ上に表示されます。本製品をネットワーク環境で使用する場合は [ON] 
を選択してください。 

に FF] :ネットワーク接続に関するメッセージがタッチパネルディスプレイ上に表示され 
なくなります。本製品をネットワークに接続しないでお使いになる場合には、 [OFF] を選 
択してください。 


重要 


ネットワークに正常に接続されている状態で[ネットワークの設定変更/接続の確認表示] 
を [ON] からに FF] に変更しても、ネットワーク接続は切断されません。また、ネットワー 
ク設定画面のすべての項目の設定内容屯変更されません。 


インタ フエー スの設定 
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2 ネットワーク設定画面の [ Ethernet ドライバ設定]で、が下を設定します。 



• Ethernet の通信ち式と種類を自動的に判別する 

□ <自動検出>: l ； ON ] 

[ ON ] を選択した場合でも、本製品の主電源を入れたまま、ネットワークケーブルを 
通信速度の異なるハブに接続したり、ネットワークケーブルを接続しなおしたりする 
と、自動検出できません。主電源をいったん切り、1日秒が上たってから再度主電源を 
入れてください。（ケーブルの接続は、本製品の主電源を切った状態で行ってください。） 

f 諭封 本製品は Ethernet の形式を自動的に判別しますので、通常は防 N ] を選択してください。 

• Ethernet のお式の設定を固定するために Ethernet の通信ち式と種類を手動で設 
定する 

□ く自動検出 >:に FF ] 

く通信方式>、く Ethernet の種類 > で、お使いのネットワーク環境に合った項目を選 
択してください。 


TOOOBase - T 接続する場合は、く通信方式>で[全二重]を選択してください。 




通信環境の設を 


ここでは、本製品とネットワーク上のコンピュータの通信環境を設定するち法について説 
明しています。最初に設定を行うときは、本製品の操作パネルを使用してください。 

最初の設定をに設定内容を変更する場合は、本製品の操作パネルな外を使用することもで 
きます。詳細は、 e - マニュアル > ネットワークを参照してください。 


重要 


[ SNMP 設赶は、 AppleTalk ネットワークにはが応していません。 


7 ネットワーク設定画面の [ SNMP 設定]で、 SNMPvl を設定します。 

く SNMPvl を使巧>を [ ON ] :が下の手順で、 M 旧アクセス権限と コミュニティ 名を設定 
してください。 


通信環境の設定 
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G 


重要 


•本製品は、管理機能として SNMPvl と SNMPv 3 をサポートしています。 SNMPvl と 
SNMPV 3 は、同時に使巧できます。 SNMPvl のアクセス権限（読み出しのみ可能、読み 
出し/書き込み巧能）の設定、および通信経路の暗号化などのセキュリティ機能を持つ 
SNMPV 3 の設定によって、より強固なセキュリティ機能を備えたデバイス管理を実現する 
ことができます。が下の表に、 SNMPvl と SNMPV 3 の組み合わせを記載します。 


SNMPvl 

SNMPV 3 

説明 

SNMPvl 
を使用 

M 旧アクセス 
権限 

SNMPV 3 
を使用 

ON 

読込/書込 

ON/OFF 

情報の取得に SNMPvl を使巧するユーティリティ 
ソフトウェアから、本製品の各項目の参照と設 
定が可能です。 SNMPvl で書き込み可能な設定に 
なっているため、く SNMPV 3 を使用>の設定に関 
わらず、 SNMPV 3 によるセキュリティは強化され 
ません。 

ON 

読込のみ 

ON 

情報の取得に SNMPvl を使用するユーティリティ 
ソフトウェアからは、本製品の各項目の参照のみ 
が可能です。アクセス権限のあるユーザのみが、 
SNMPV 3 を使用するユーティリティソフトウェア 
で本製品の各項目を設定でをます。 

ON 

読込のみ 

OFF 

情報の取得に SNMPvl を使巧するユーティリティ 
ソフトウェアから、本製品の各項目の参照のみが 
巧能です。 

OFF 

- 

ON 

アクセス権限のあるユーザのみが、 SNMPV 3 を使 
用するユーティリティソフトウェアで本製品の各 
項目の参照と設定を巧えます。 

OFF 

- 

OFF 

ユーティリティソフトウェアからは、本製品の各 
項目の参照と設定は行えません。 


• キヤノン製のドライバやユーティリティソフトウェアを使用する場合は、く SNMPvl を使 
巧>と[専用ポート設定]を両方とも rONJ にしてくださぃ。 

•本製品は、設定値の設定や参照ができるコンピュータの IP アドレスを制限することがで 
きます。 IP アドレスを制限すると、く SNMPvl を使用>、く SNMPV 3 を使巧 >、および 
[専用ポート設定]が rON 」 でも、設定や参照を許可された IP アドレスのコンピュータ 
が外からは設定/参照できなくなります。詳綱よ、 「 TaVIPv 4 の設定」い P .5-3) 、お 
よび 「 TCP / IPV 6 の設定」（一 P .5-11) を参照してくださぃ。 


ネット了ク Q 其通設を 
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• コミュニティる 1 を設まする 


□ [コミュニティ名1設定] 一 [ ON ] を押したあと、 < M 旧アクセス権限>と 
[コミュニティ名]を設定します。 



[コミュニティ名]は、 「 public 」 な外の名称に変更することもできます。 

• コミュニティを2を設まする 

□ [コミュニティ 名2設定] 一 [ ON ] を押したあと、 < M 旧アクセス権限>と 
[コミュニティ 名]を設定します。 



[コミュニティ名]は、 「 public 2」 な外の名称に変更することもできます。 
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2 SNMPv 3 を設定します。 

< SNMPv 3 を使用 > を防 N ] :乂下の手順で、ユーザとコンテキストを設定してください。 

メモ I初期設定でな下の設定内容の SNMPV 3 ユーザが登録されています。必、要に応じて、削除 
するか、内容を変更してお使いください。 

• ユーザ 名 ： initial 
• M 旧アクセス権限：読込/書込 
• セキュリティ設定：認証あり/暗号化あり 
• 認証アルゴリズム： MD 5 
• 認証パスワード ： initial 
-暗号化パスワード ： initial 

参 SNMPV 3 ユーザを追加する 

□ [ユーザ設定]一[登録]を押したあと、ユーザ名、 M 旧アクセス権限、セ 




通信環境の設定 


• SNMPV 3 ユーサの設を内容を確認/変更する 

□ [ユーザ設定]を押して設定内容を確認/変更したいユーザを選択したあ 
と、[詳細/編集]を押します。 

設定内容を確認したあと、ぷ要に応じて項目の設定を変更してください。 

• SNMPV 3 ユーザを削除する 

□ [ユーザ設定]を押して設定を削除したいユーザを選択したあと、[消去] 
を押します。 

• SNMPV 3 ユーザの状態を変更する 

□ [ユーザ設定]を押して状態を変更したいユーザを選択したあと、[ユーザ 
のち効/無効]を押します。 


年の它ル 


ネツトフ 



















•コンテキストを編集する 

□ [コンテキスト設定]を押して、コンテキストを編集します。 



コンテキストを追加する場合は、[登録]を押して、新しいコンテキストを追加して 
ください。コンテキストを変更する場合は、変更するコンテキストを選択したあと[編 
集]を押してコンテキストをを変更してください。コンテキストを削除する場合は、 
削除するコンテキストを選択したあと[消ち]を押してください。 


メモ1 コンテキストの初期設定として NULL コンテキストが登録されています。 NULL コンテキ 
ストを削除する ことは できません。また、 NULL コンテキストはコンテキスト設定画面に 
は表示されません。 

ゴプリンタ管理情報のモニタリングを設定します。 



■SNMPvlS 使用 ON 1 OIT 1 

コミュニティち1 1コミュニティち2 1 

設ま A 誤を A 

■ SNMPv 3 S 使用 ON 1 OFF | 

ユーぜ廣ま： 1 3ン5^：1^~設：ま 1 

■ホストならプ1」ンタ ON 1 OFF 1 

菅里指おを取得 1 1 

午 P ン它ル 1 OK J 1 

1 BffiPiRliigiWl 


<ホストからプリンタ管理情報を取得 > を 「 ON」 ： Windows Vista をお使いの場合でポー 
卜に [Standard TCP/IP Port ] を設定したとき、 SNMP によるポートモニタリング機能が自 
動的にち効になり、プリントアプリケーションやプリンタポートなどのプリンタ管理情報 
を取得でをます。 
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4 ネットワーク設定画面の[専用ポート設を]で、が下を設定します。 


重要 


5 


啄メモ] 




[ ON ] :キヤノン製のドライバやユーティリティソフトウエア （ UPS プリンタドライバ、 
NetSpot Device Installer など） から、 本製品の詳細情報の設定や参照が巧能です。 


• キヤノン製のドライバやユーティリティソフトウェアを使用する場合は、 < SNMPv 1 を使 
用>と[専巧ポート設定]を両方とも 「 ON 」 にしてくださぃ。 

•本製品は、設定値の設定や参照ができるコンピュータの IP アドレスを制限することがで 
きます。 IP アドレスを制限すると、 < SNMPvl を使用>、 < SNMPv 3 を使用 >、および 
[専用ポート設定]が rON 」 でも、設定や参照を許可された IP アドレスのコンピュータ 
(外からは設定/参照できなくなります。詳細は、 「 TCP / IPV 4 の設定」（一 P .5-3) 、お 
よび rTCP / IPv 6 の設定」い P .5-11) を参照してく ださぃ。 

ネットワーク設定画面の[スプール機能を使用]で、が下を設定します。 



[ ON ] :本製品に送信した巧刷ジョブを本製品のハードディスクにスプールできます。オプ 
ションの LIPSLX プリンタ&スキャナキット （ F モデルでは標準装備)、 LIPSV 拡張キット 
のいずれかを有効にした場合、または FAX ボード （ F モデルではスーパー G 3 FAX ボード 
が標準装備）を装着している場合は、本項目を設定してください。 


印!刷ジョブをハードディスクにスプールすると、巧刷ジョブを送信したコンピュータの 
開放時間が早くなります。 
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TCP / IP ネットワークで使用 
する 


CHAPTER 


本製品を TCP / IP ネットワークで使用するための設をちまについて説巧しています。 


TCP / IP ネットワークで使用するために必要な作業 .5-2 

プロトコルの設定 .5-3 

T び/ IPv 4 の設定 .5-3 

T び/ IPv 6 の設定 .5-11 

TCP / IPv 4 と TCP / IPV 6 に共通の設定 .5-19 

TCP / iPv 4 の設定の確認 .5-26 

TCP / IPV 6 の設定の確認 .5-27 

電子メール/ I ファクスの設定 .5-29 

起動時間の設定 .5-31 

フアイ J レサーパ'の設定 .5-32 

FTP サーバの設定ち法 .5-33 

WebDAV サーノ《の設定方法 .5-41 
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TCP/IP ネットワークで使用するために必要な 
作業 


TCP / IP ネットワークで使用するために必要な作業は、次のとおりです。 

プ□卜〕ルの設を（一 P .5-3) 

プロトコルの設定を行います。故下のいずれかを使用して設定できます。 

•本製品の操作パネル 
• I巧一 hui 

•キヤノン製の ユー テイリテイソフトウエア （NetSpot Device Ins ね Her など） 


n Ep 刷またはファクス送信を巧うコンピュータの設定(一 e - マニュアル>ネットワー 

1 ^_ 

印刷またはファクス送信を巧う各コンピュータの設定を巧います。（お使いのモデルによっては、コン 
ピュータから印刷またはファクス送信を行うには、オプションを追加する必要があります。それぞれに必 
要なオプションについては、「ネットワークに接続して使用する場合に必要なオプションとシステム環境」 
(一 P.3-2) を参照してください。） 


卜7ァイルサーバの 設定 （ーファイルサーバの 設定： P .5-32) 

本製品からのファイルの送信先となるコンピュータの設定を行います。（お使いのモデルによっては、デー 
夕送信機能を使用するには、オプションを追加する必要があります。必要なオプションについては、「ネッ 
トワークに接続して使巧する場合に必要なオプションとシステム環境」卜 P.3-2) を参照してください。） 


重要 


•手順1、3の作業は、ネットワーク管理をが行うことをおすすめします。 

•本製品またはプリンタオプションには、 UNIX で巧用できるプリンタドライバソフトウェ 
アは付属していません。山 NIX をお使いの場合にプリンタを設定するには、 LPD を使巧 
してください。） 

•ファクスオプションには、 UNIX で利用できるファクスドライバソフトウェアは付属して 
いません。 UNIX からファクス送信することはできません。 
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TCP / IP ネットワークで使用するためにがまな作業 









プロトコルの設を 


ここでは、本製品の操作パネルを使用してプ□トコルを設定するち法について説明してい 
ます。最初に設定を行うときは、本製品の操作パネルを使用してください。 

最初の設定をに設定内容を変更する場合は、本製品の操作パネルな外を使用することもで 
きます。詳細は、 e - マニュアル > ネットワークを参照してください。 


重要 


インターネット上の外部サーバにアクセスする機能をお使いのとき、ファイアウォール 
の設定などによってはアクセスできないことがあります。このような場合は、ネットワー 
ク管理者にご確認ください。 


TCP/IPV4 の設定 


操作パネルによる TCP / IPV 4 固有の設定手順は、次のとおりです。 TCP / IPV 4 固有の設定が終 
わったら 「 TCP / IPV 4 と TCP / IPV 6 に共通の設定」（一 P .5-19) の手順に従い必要な項目を設 
定して、 「 TCP / IPv 4 の設定の確認」（一 P .5-26) の手順に従ってネットワークの設定が正し 
くできているかどうかを確認してください。既に TCP / IPV 6 機能を設定';まみで、 TCP / IPV 4 と 
TCP / IPV 6 に共通の設定が終わっている場合は、本手順のあと設定の確認のみを行ってくだ 
さい。 

IPv 6 通信も同時に使用する場合は、 「 TCP / IPv 6 の設定」（一 P .5-11) の手順に従い必要な項 
目を設定したあと、 「 TCP / IPv 6 の設定の確認」（一 P .5-27) の手順に従って設定を確認して 
ください。 


重要 


本製品にはプリインストール済みの鍵ペアとサーバ証明書が登録されております。この 
鍵ペアとサーバ証明書を使用して、 SSL 暗号化通信を行うことができます。 TCP / IP 設定 
画面の [ SSL 設定]、 [ IPSec 設定]についての詳細については、 e - マニュアル > ネットワー 
クを参照して ください。 


7 TCP / IP 設定画面の [ IPv 4 設定] 一 [ IPv 4 を使用]を押します。 


1 ■ IINIII 



■ 肌欄を f •リ 


■ IPv4 を使用 1 )1 

>0N 1- .-リ 1 

■ IPv6 設:定 


■ IP アドレス 段足 1 

■ ONS 設を 1 


■門版コ 7 ンド j 

■ BNS 設定： 

■IP アドレス 範囲設定： >1 




■ 閉じる j 1 




] 1 

戸 システム欄/中止》 
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2 [ IPv 4 を使用]で、な下を設定します。 


< IPv 4 を使巧 > を rON 」 ： IPv 4 ネットワークを使用できます。 

< IPv 4 を使巧>を 「 OFF 」： IPv 4 に関連する巧期設定/登録設定の内容に関わらず、 IPv 4 ネッ 
トワークは使用できません 。 ARP (Address Resolution Protoco しアドレス箱ミ央プロトコル) 
テーブルも無効になります。 

，'■孰 < IPv 4 を使用 > を 「 OFF 」 に設定した場合は、 NetBIOS ネットワークは使用できません。 

3 IPv 4 設定画面の [ IP アドレス設定]で、な下を設定します。 


参 IP アドレスを固まで使用する 

□ [ DHCP ] . [ RARP ] 、 [ BOOTP ] :すべて [ OFF ] 

[ IP アドレス]、[サブネットマスク]、[ゲートウェイアドレス]に適切な値を入力して 
ください。 


扬~メモ 1 DHCP . BOOTP 、 RARP を使巧可能かどうかのチェックは、2分程度かかりますので、使 
用しない場合は設定を OFF にしておくことをおすすめします。 

♦ IP アドレスを自動で取得する 

□ [ DHCP ] . [ RARP ]、 [ BO 饥内：いずれか1つのみ [ ON ] 

DHCP . RARP . BOOTP で情報を取得できなかった場合、ここで設定した値を使用しま 
すので、 [ IP アドレス]、[サブネットマスク]、[ゲートウェイアドレス]を入力してく 
ださい。 



'コルの設定 


TCP / IP ネツトワ—クで巧用する 





@ メモ 1 • DHCP 、 BOOTP 、 RARP のいずれかを使巧する設定を行ってから本製品を再起動すると、 
操作パネルの TCP / IP 設定画面には、これらから取得した値が表示されます。（あらか 
じめ各 IP アドレス、ホストんドメイン名が設定してあった場合は、 DHCP . BO 饥 P 、 
RARP で取得できた項目については上書きされます。） 

• DHCP を使用する場合、 DNS の動的更新機能を使用しないときには、 DHCP サーバで、 
甫に本製品に同じ IP アドレスが割り当てられるように設定しておくことをおすすめしま 
す。 （ IP アドレスが同じでないと、本製品のホストると IP アドレスを巧応させることがで 
きません。） 

4 TCP / IP 設定画面の [ DNS 設定] 一 [ DNS サーバアドレス設定]を押します。 



5 [ DNS サーバアドレス設定]の< IPv 4 >で、な下を設定します。 


齊1テンモーで入力してくだ2ぃ。 


赢ラサィ-部 I 阿'1化'3 :1 

づ V II 。'。'。'。 ■ <」jJ 載ミ7」| 

■ IPv6 

■ 


DNS の動的更新機能を使用する場合は、[プライマリ DNS サーバ]に DNS サーバの IP ア 
ドレスを入力します。 

セカンダリ DNS サーバを設定しないときは、<0.0.0.0> を設定します。 


f WBa 手順3で阳〇 0 T 門、 [ DH び]のいずれかを [ ON ] にした場合、手動で設定した DNS サー 
バァ ドレスは上書をされます。 


TCP / IP ネットワ—クで使用する 




6 DNS 設定画面の [ DNS のホストを/ドメインる設定]のく IPv 4> で、 
JJTF を設定します。 



[ホスト名]には本製品の名称、[ド/インを]には本製品が属するネットワークドメイン 
名を入力します。 DNS の動的更新機能を使用する場合は、ホストをとドメイン名を設定す 
る必要があります。 


重要 


手順3で [ B 0 饥 P ]、 に HC 円のいずれかを [ ON ] にした場合、手動で設定したホスト 
名、ドメ^インをは上書きされます。 


7 DNS 設定画面の [ DNS の動的更新設定]の< IPv 4 >で、が下を設定し 
ます。 



く DNS の動的更新 > を 「 ON 」 ：ダイナミック DNS サーバがある環境で、デバイスの IPv 4 
アドレス、ホストを、ド/インをに設定した名前を、 DNS の動的更新機能によって自動的 
に DNS サーノくに登録することができます。 
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プロトコルの設定 



メモ I • Windows 2000 Server を DHCP サーバにして DH びサービスを巧巧している場合に本製品 
の DNS レコードを登録したいときには、な下の設定を DHCP サーバ上で行ってください。 

• DHCP サーバの[スコープ]アイコンをちクリックして、ポップアップメニューから 

[プロバ ティ] を選択します。表示されたダイアログボックスの [ DNS ] ページで、 
[ DNS の DHCP クライアント情報を自動的に更新する]にチェックマークを付けて、 
[ DHCP クライアントから要巧があったときのみ DNS を更新する]を選択します。 

• Windows Server 2003を DH びサーバにして DHCP サービスを巧巧している場合に本製品 
の DNS レコードを登録したいときには、な下の設定を DHCP サーバ上で行ってください。 

• DHCP サーバの[スコープ]アイコンをちクリックして、ポップアップメニューから 

[プロバ ティ] を選択します。表示されたダイアログボックスの [ DNS ] ページで、 
比(下の設定に基づいて、 DNS 動的更新をち効にする]にチェックマークを付けて、 
[ DHCP クライアントから要巧があったときのみ DNS の A および PTR レコードを動的に更 
新する]を選択します。 

• Active Directory 環境ではさらに、 DH びサーバのアイコンを右クリックして、ポップ 
アップメニューから[プロパティ]を選択します。表示されたダイアログボックスの 

[詳細設定]ページで[資格情報]を押します。 [ DNS 動的更新資格情報]ダイアログ 
ボックスで 、 Active Dire 幻 ory のユーザ名、ドメイン、バスワードを入力します。 

8 TCP / IP 設定画面の [ BMLinkS 設定]で、な下を設定します。 



オプションの UPS LX プリンタ&スキャナキット （ F モデルでは標準装備)、 UPSV 拡張キッ 
卜のいずれかを有効にしたときのみ、本項目を設定してください。 


く BMLinl < S を使巧>を 「 ON 」 にすると、 [ HTTP を使巧]の設定は、自動的に 「 ON 」 にな 
ります。ただし、く BMLinl < S を使巧>を 「 OFF 」 にしても、 [ HTTP を使制の設定内容は 
変更されません。 

< Discovery 送信間隔>で本製品の機器情報をネットワークに送信する間隔を選択します。 

[設置場巧の情報]を押して、 BMLinkS に巧応した機器をネットワーク上で検索するとき 
のキーワードになるが下の項目を入力します。すべての項目を入力する必要はありません。 
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設定する項目 


[国/地域名]: 本製品が設置されている国/地域を選択します。 

[会社/組織を]:本製品が設置されている会社や組織を入力します。 

括即3を]: 本製品が設置されている部門を入力します。 

[ビル名]: 本製品が設置されている建物の名前を入力します。 

[階数]: 本製品が設置されている階を入力します。 

[ブロック名]: 本製品が設置されているブ□ック（フロア内の位置）を入力します。 


• IPv6 には対応していません。 

•く BMLinkS を使用>が rONJ に設定されている場合、本製品は完全なスリープ状態には 
移行しません。 

メモ I BMLinkS のプリントサービスを使巧して巧刷するには、巧刷を行うコンピュータの設定 
が必要です。詳しくは、 e- マニュアル > プリントを参照してください。 

9 IPv 4 設定画面の [ IP アドレス範囲設定]で、が下を設定します。 

オプションの UPS LX プリンタ&スキャナキット （F モデルでは標準装備、 LIPS V拡張キッ 
卜、 Send 拡張キットのいずれもち効になっていないとき、または FAX ボード （F モデル 
ではスーパー G3FAX ボードが標準装備が装着されていないときは、<受信/前刷範囲設 
定> の設定はぶ、要ありません。 


t MBa 本製品では、本製品を使用できる機器の IPv4 アドレスの範囲を設定することによって、 
セキュリティを高めることができます。 

本製品の各項目を設定、参照できるコンピュータの IPv4 アドレスの範囲を設定すると、 
設定、参照を許可されていない IPv4 アドレスのコンピュータ上ではリモート UI が使巧 
でをなくなり、そのコンピュータ上のユーティリティソフトウエアで本製品の情報を表 
示/設定することができなくなります。また、本製品へデータ （EP 刷/ファクス/Iファ 
クス）をを信できるコンピュータの IPv4 アドレスの範囲を設定すると、送信を許巧され 
ていない IPv4 アドレスのコンピュータから本製品に送信されたデータは受信しないよう 
になります。（お使いのモデルによっては、コンピュータから印刷、ファクス送信、Iファ 
クス送信を行うには、オプションを追加する必、要があります。それぞれに必要なオプショ 
ンについては、「ネットワークに接続して使用する場合に必要なオプションとシステム環 
骑（一 P.3-2) を参照してください。） 
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プロトコルの設定 


•本製品へデータ（印刷/ファクス/Iファクス）を送信でをるコンピュータの 
IPv4 アドレス範囲をま IJ 限しない 


□ <受信/印刷範囲設定>の[許可 Pv 4 アドレス]の<設定を有効にする> : 
[ OFF ] 



□ <受信/印刷範囲設定>の距否 IPv 4 アドレス]の<設定を有効にする> : 
[ OFF ] 


♦本製品へデータ（印刷/ファクス/Iファクス）を送信でをるコンピュータの 
IPv4 アドレス範囲をま IJ 限する 

□ <受信/巧刷範囲設定>の[許可 Pv 4 アドレス]の<設定を有効にする> : 
[ ON ] 

燈飼を押して、許可する IPv4 アドレスを単独設定、または範囲設定してください。 



□ <受信/ EP 刷範囲設定>の距否 IPv 4 アドレス]の<設定を有効にする> : 
[ ON ] 

燈銳を押して、拒否する IPv4 アドレスを単独設定、または範囲設定してください。 


• リモート U しユーティリティソフトウェアなどを使用して本製品のを項目を設 
ま、参照でをるコンピュータの IPv4 アドレス範囲をま IJ 限しない 

□ <設定/参照範囲設定>の[許可 Pv 4 アドレス]の<設定を有効にする> : 

[ OFF ] 

□ <設定/参照範囲設定>の[拒否 IPv 4 アドレス]の<設定を有効にする> : 

[ OFF ] 
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• リモート川、ユーティリティソフトウエアなどを使用して本製品の各項目を設 
定、参照でをるコンピュータの IPv4 アドレス範囲をま IJ 限する 

□ <設定/参照範囲設定>の[許巧 IPv 4 アドレス]の<設定を有効にする> : 

[ ON ] 

[登銳を押して、許可する IPv4 アドレスを単巧設定、または範囲設定してください。 

□ <設定/参照範囲設定>の[拒否 IPv 4 アドレス]の<設定を有効にする> : 

[ ON ] 

[登銳を巧して、拒否する IPv4 アドレスを単巧設定、または範囲設定してください。 


ri 重 a • IPv4 アドレスまたは IPv4 アドレス範囲は、それぞれ合計8個 （8 組）まで設定することが 
でをます。 

• IPv4 アドレスとして<0.0.0.0>は指定できません。 

•範囲を指定する場合、[開始アドレス]^ [終了アドレス]となるように入力してくだ 
さい。 

• [許可 IPv 4 アドレス]と[拒否 IPv4 アドレス]の<設定をち効にする>がいずれも 
「OFF」 の場合、すべての IPv4 アドレスが許可 IPv4 アドレスとなります。 

• 簡可 IPv4 アドレス]の<設定を有効にする>が 「OFF 」 、距否 IPv4 アドレス]の<設 
定をち効にする>が 「ON」 の場合、[拒否 IPv4 アドレス]の設定範囲外の IPv4 アドレス 
は、許可 IPv4 アドレスとなります。 

. 簡巧 IPv4 アドレス]の<設定をち効にする>が 「ON 」 、距否 IPv4 アドレス]の<設 
定を有効にする>が 「OFF」 の場合、[許可 IPv4 アドレス]の設定範囲外の IPv4 アドレス 
は拒否 IPv4 アドレスとなります。 

• [許可 IPv 4 アドレス]と[拒否 IPv4 アドレス]の<設定を有効にする>がいずれも 
「ON」 の場合、いずれの設定範囲にも含まれない IPv4 アドレスは拒否 IPv4 アドレスとな 
ります。 

• [許可 IPv 4 アドレス]と[拒否 IPv4 アドレス]の<設定をち効にする>がいずれも 
「ON」 の場合、両方の設定範囲に重複して含まれる IPv4 アドレスは拒否 IPv4 アドレスと 
なります。 

•使用しない設定になっているプロトコルやプリントアプリケーションは、使用を許巧す 
る IPv4 アドレスを設定しただけでは使巧できません。各プロトコルや各プリントアプリ 
ケーションをそれぞれ使巧でをるように設定するぶ、要があります。 

メモ I 本製品では、本製品へのアクセスを拒否するように設定されている IPv4 アドレスを持つ 
機器から本製品へのアクセスがあった場合、その履歴を残すことができます。アクセス 
履歴を参照する手順は、 e- マニュアル > ネットワークを参照してください。 
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TCP/I Pv6 の設定 


ここでは、本製品の操作パネルで TCP / IPv 6 固有の設定を行うち法につぃて説明してぃます。 

TCP / IPV 6 固有の設定が終わったら 「 TCP / IPv 4 と TCP / IPV 6 に共通の設定」（一 P .5-19) の手 
順に従ぃ必要な項目を設定して、 「 TCP / IPv 6 の設定の確認」（一 P .5-27) の手順に従ってネッ 
トワークの設定が正しくできてぃるかどうかを確認してくださぃ。既に TCP / IPV 4 機能を設 
定'るみで、 TCP / IPV 4 と TCP / IPV 6 に共通の設定が終わってぃる場合は、本手順のあと設定の 
確認のみを行ってくださぃ。 

IPv 4 通信も同時に使用する場合は、 「 TCP / IPv 4 の設定」い P .5-3) の手順に従ぃ必要な項 
目を設定したあと、 「 TCP / IPv 4 の設定の確認」（一 P .5-26) の手順に従って設定を確認して 
くださぃ。 

本製品では、な下の IPv 6 アドレスを最大で7個まで登録することができます。 IPv 6 通信で 
は、複数の IPv 6 アドレスを同時に使用できます。 


重要 


本製品に割り当てられた IPv6 アドレスが他のノー ドと同一である場合は、画面に IPv6 ア 
ドレスが表示されていたとしても実際には IPv6 通信を利用でをないことがあります。 


■ リンク ローカル アドレス （1 個） 

同ーリンク内でのみ有効なアドレスです。リンク□—カルアドレスは、特定のプレフィッ 
クス （ fe 孤::）と、本製品の MAC アドレスから生成したインタフエース識別子から自動 
的に設定されます。本製品では、 IPv 6 機能を使用している場合、常に1個のリンク □— 
カルアドレスが登録されています。 

■手動アドレス （0 〜1個） 

操作パネルからの入力によって設定する、固定のアドレスです。 

■ステートレスアドレス （0 〜4個） 

ステートレスアドレスは、本製品の起動時に、ルータから通知される RA (Router 
Advertisement ) にさまれるプレフィックス（戸斤属するネットワークを示す情報）と本 
製品の MAC アドレスを使用して自動的に設定されます。 


■ステートフルアドレス （0 〜1個） 

ステートフルアドレスは、 DHCPV 6 を使用して、 DHCP サーバから取得することができま 
す。 
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TCP/IP 設定画面の [IPv6 設定] 一 [IPv6 を使用]を押します。 



2 [IPv6 を使用]で、な下を設定します。 



< IPv6 を使巧 > を rON」 ： IPv6 ネットワークを使用できます。リンクローカルアドレスが 
自動的に設定されます。 

3 IPv6 設定画面の[ステートレスアドレス設定]で、な下を設定します。 



1■ステートレスアドレス居使巧 UN 1 OFF || 

取得できませんでした。 

(DN にすると，々回を電ミ原 ON 時にアドレスを自動肪得しまず。） 


午 P ン它ル 1 OK J 1 


1 BffiPiRliigiWl 


<ステートレスアドレスを使用>を 「ON」 ：本製品の起動時に、ステートレスアドレスが 
自動的に設定されます。 


メモ1 ステートレスアドレスは、本製品を再起動したとき（ま電源を入れたとき）に破棄され 
ます。 
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4 IPv6 設定画面の[手動アドレス設定]で、な下を設ちします。 


詞 r ， J { 


>1， .，1 ~ I 

クス長 |1。1觀 1 + 1 

■ (0—120) ■ 


<手動アドレスを使用 > を 「ON」 ： IPv6 アドレスを手動で設定することができます。 

[手動アドレス]に IPv6 アドレスの値、[プレフ イツ クス長]に IPv6 アドレスのプレフ イツ 
クス長を入力します。 

[デフォルトルータアドレス]にデフォルトルータアドレスの値を入力します。デフォル 
トルータアドレスを指定しない場合は、[デフォルトルータアドレス]をを欄にしてくだ 
さい。 

f ma • [手動アドレス]を空欄にすると、手動アドレスを使巧できません。 また 、[手動アド 
レス]に、な下のアドレスを設定することもできません。 

-マルチキヤストアドレス 
. すべて0で構成されるアドレス 

- IPv4 互換アドレス（上位96ビツトが〇で下位32ビツトに IPv4 アドレスが入っている IPv6 
アドレス） 

- IPv4 身才影アドレス（上位96ビツトが 0:0:0:0:0:fflT: で下位32ビツトに IPv4 アドレスカく人って 
いる IPv6 アドレス） 

• [デフォルトルータアドレス]に、マルチキヤストアドレス、およびすベて0で構成され 
るアドレスを設定することはできません。 

5 IPv6 設定画面の [DHCPV6 を使用]で、な下を設定します。 


日对寻できまなんでした。 


( ON にすると.な回主電浪 ON 時にアドレスを目動的得しまず。） 
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< DHCPv6 を使巧 > を 「ON」 ： DHCPv6 を使巧して、 DHCP サーバからステートフルアド 
レスを取得することができます。 




□ < 受信/印刷範囲設定 > の[拒否 IPv 6 アドレス]の<設定を有効にする> : 
[ OFF ] 


6 IPv 6 設定画面の [ IP アドレス範囲設定]で、が下を設定します。 

オプションの UPS LX プリンタ&スキャナキット （F モデルでは標準装備、 LIPS V拡張キッ 
卜、 Send 拡張キットのいずれも有効になっていないとき、または FAX ボード （F モデル 
ではスーパー G3FAX ボードが標準装備）が装着されていないときは、< 受信/巧刷範囲設 
定> の設定はぷ要ありません。 


f MBa 本製品では、本製品を使用できる機器の IPv6 アドレスの範囲を設定することによって、 
セキュリティを高めることができます。本製品の各項目を設定、参照できるコンピュー 
夕の IPv6 アドレスの範囲を設定すると、設定、参照を許可されていない IPv6 アドレスの 
コンピュータ上ではリモート UI が使巧できなくなり、そのコンピュータ上のユーティリ 
ティソフトウェアで本製品の情報を表示/設定することができなくなります。また、本 
製品へデータ（巧刷/ファクス/Iファクス）を送信できるコンピュータの IPv6 アドレ 
スの範囲を設定すると、送信を許可されていない IPv6 アドレスのコンピュータから本製 
品に送信されたデータは受信しないようになります。（お使いのモデルによっては、コン 
ピュータから印刷、ファクス送信、Iファクス送信を巧うには、オプションを追加するお 
要があります。それぞれにぷ要なオプションについては、「ネットワークに接続して使巧 
する場合に必要なオプションとシステム環境」（一 P.3-2) を参照してください。） 



年でン它ル 


I クで使弓する 


T ( p/lp ネ 
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♦本製品へデータ（印刷/ファクス/Iファクス）を送信でをるコンピュータの 
IPv6 アドレス範囲をま IJ 限する 

□ <受信/ EP 刷範囲設定>の[許可 Pv 6 アドレス]の<設定を有効にする> : 
[ON] 

障飼を押してを押して、許可する IPv6 アドレスを単独設定/範囲設定してくださし、。 
または IPv6 アドレスのプレフ イツ クスとプレフ イツ クス長を指定してください。 



□ <受信/印刷範囲設定>の距否 IPv 6 アドレス]の<設定を有効にする> : 

[ ON ] 

[登録]を押して、拒否する IPv6 アドレスを単独設定/範囲設定してください。また 
は IPv6 アドレスのプレフィツクスとプレフィツクス長を指定してください。 

♦ リモート U しユーティリティソフトウェアなどを使用して本製品のを項目を設 
を、参照でをるコンピュータの IPv6 アドレス範囲を制限しない 

□ <設定/参照範囲設定>の[許可 Pv 6 アドレス]の<設定を有効にする> : 

[ OFF ] 

□ <設定/参照範囲設定>の[拒留 Pv 6 アドレス]の<設定を有効にする> : 

[ OFF ] 
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• リモー ト 川、ユーティリティソフ トウ エアなどを使用して 本 製品の各項目を設 

定、参照でをるコンピュータの IPv6 アドレス範囲をま IJ 限する 

□ <設定/参照範囲設定>の[許巧 IPv 6 アドレス]の<設定を有効にする> : 

[ ON ] 

[登録]を巧して、許可する IPv6 アドレスを単独設定/範囲設定してください。また 
は IPv6 アドレスのプレフィックスとプレフィックス長を指定してください。 

□ <設定/参照範囲設定>の[拒否 IPv 6 アドレス]の<設定を有効にする> : 

[ ON ] 

[登録]を巧して、拒否する IPv6 アドレスを単独設定/範囲設定してください。また 
は IPv6 アドレスのプレフィックスとプレフィックス長を指定してください。 

r ■ま3 *11=76 アドレス、 IPv6 アドレス範囲、または IPv6 アドレスのプレフィックスは、それぞれ合 
計8個 （8 組）まで設定することができます。 

• IPv6 アドレスとして、マルチキヤストアドレス、すべて0で構成されるアドレスは指定で 
をません。 

• [プレフィックス長]に「0」を入力した場合は、すべての IPv6 アドレスが拒否 IPv6 アド 
レスとなります。 

• [プレフィックス長]に「128」を入力した場合は、本製品の IPv6 アドレスが拒否 IPv6 ア 
ドレスとなります。 

•範囲を指定する場合、[開始アドレス]^ [終了アドレス]となるように入力してくだ 
さい。 

• [許可 IPv 6 アドレス]と[拒否 IPv6 アドレス]の<設定を有効にする>がいずれも 
「OFF」 の場合、すべての IPv6 アドレスが許可 IPv6 アドレスとなります。 

• [許可 IPv6 アドレス]の<設定をち効にする>が 「OFF」 、距否 IPv6 アドレス]の<設 
定をち効にする>が 「ON」 の場合、[拒否 IPv6 アドレス]の設定範囲外の IPv6 アドレス 
は、許可 IPv6 アドレスとなります。 

• 瞄可 Pv6 アドレス]の<設定を有効にする>が 「ON」 、距否 IPv6 アドレス]の<設 
定をち効にする>が 「OFF」 の場合、[許可 IPv6 アドレス]の設定範囲外の IPv6 アドレス 
は拒否 IPv6 アドレスとなります。 

• [許可 IPv 6 アドレス]と[拒否 IPv6 アドレス]の<設定をち効にする>がいずれも 
「ON」 の場合、いずれの設定範囲にも含まれない IPv6 アドレスは拒否 IPv6 アドレスとな 
ります。 

• [許可 IPv 6 アドレス]と[拒否 IPv6 アドレス]の<設定を有効にする>がいずれも 
「ON」 の場合、両方の設定範囲に重複して含まれる IPv6 アドレスは拒否 IPv6 アドレスと 
なります。 

•使用しない設定になっているプロトコルやプリントアプリケーションは、使用を許巧す 
る IPv6 アドレスを設定しただけでは使巧できません。各プロトコルや各プリントアプリ 
ケーションをそれぞれ使巧できるように設定するお要があります。 

メモ I 本製品では、本製品へのアクセスを拒否するように設定されている IPv6 アドレスを持つ 
機器から本製品へのアクセスがあった場合、その履歴を残すことができます。アクセス 
履歴を参照する手順は、 e- マニュアル > ネットワークを参照してください。 


TCP / IP ネツトワ—クで使用する 
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[DNS サーバアドレス設定]の< IPv6 >で、が下を設定します。 



DNS の動的更新機能を使用する場合は、[プライマリ DNS サーバ]に DNS サーバの IPv6 
アドレスを入力します。 

セカンダリ DNS サーバを指定しない場合は、[セカンダリ DNS サーバ]をを欄にしてく 
ださい。 

• [プライマリ DNS サーバ]および[セカンダリ DNS サーバ]に、な下のアドレスを設定 
することはできません。 

-マルチキヤストアドレス 
. すべて0で構成されるアドレス 
• リンク ローカル アドレス 

•手順5で <DHCPv6 を使用>を rON」 にした場合、手動で設定した DNS サーバの IPv6 アド 
レスは上書をされます。 



■ BNS 設定: 
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9 DNS 設定画面の [ DNS のホストを/ドメインを設赶の < IPv 6> で、 
な下を設ちします。 


0版のす 1ストる/ドブインる設定: 


■ IPv4 

ぉスト名 > ド ] 

…ン g >| 「-1 

■ IPv6 

■IPv4 ヒ同じホストち/ドべインちを使用 ON I OFF I 

ホスト名 J l 1 

ドゴイン 名 Jl i 



く IPv4 と同じホスト名/ドメインをを使用 > を 「ON」 ： IPv4 通信と同じホストを、ド/イ 
ン名を IPv6 通信でも設定することができます。 「OFF」 にした場合は、[ホスト名]には 
本製品の名称、[ド/イン名]には本製品が属するネットワークド/イン名を入力します。 
DNS の動的更新機能を使用する場合は、ホスト名とドメインをを設定する必要がありま 
す。 


重要 


手順5で< DHCPv6 を使用 > を rON」 にした場合、手動で設定したドメイン名は上書き 
されます。また、< IPv4 と同じホスト名/ドメイン名を使用 > で 「ON」 を選択しても、 
DHCPV6 サーノな、ら取得したドメイン名が使用されます。 


W DNS 設を画面の [ DNS の動的更新設定]の< IPv 6 >で、が下を設定し 
ます。 



く DNS の動的更新 > を 「ON」 ：ダイナミック DNS サーバがある環境で、デバイスの IPv6 
アドレス、ホストを、ド/イン名に設定した名前を、 DNS の動的更新機能によって自動的 
に DNS サーノくに登録することができます。 

くステートレスアドレスの登録 > を 「ON」 ： DNS の動的更新機能によって、ステートレス 
アドレスを自動的に DNS サー/ くに登録することができます。 

く手動アドレスの登録>を 「ON」 ： DNS の動的更新機能によって、手動アドレスを自動的 
に DNS サーノくに登録することができます。 

くステートフルアドレスの登録 > を 「ON」 ： DNS の動的更新機能によって、ステートフル 
アドレスを自動的に DNS サーバに登録することができます。 
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Windows 2000 Server と Windows Server 200 3 は、 DHCPv 6 サーノ くには対応していません。 


TCP/IPV4 と TCP/IPv6 に共通の設定 


ここでは、本製品の操作パネルで TCP / IPV 4 と TCP / IPV 6 に共通する設定を行う方法につい 
て説明しています。 

お使いのネットワーク環境に必要な項目を設定してくださし、。 TCP / IPV 4 通信と TCP / IPV 6 通 
信を両ち使用する場合は、それぞれに必要な項目を設定してください。 

本手順の設定をは、 「 TCP / IPV 4 の設定の確認」（一 P .5-26)、「 TCP / IPV 6 の設定の確認」（一 
P .5-27) の手順に従ってネットワークの設定が正しくできているかどうかを確認してくだ 
さい。 


7 TCP / IP 設定画面の [ LPD 印刷の設定]で、な下を設定します。 



オプションの UPS LX プリンタ&スキャナキット （ F モデルでは標準装備 )、 UPS V 化張キッ 
卜のいずれかを有効にしたとき、または FAX ボード （ F モデルではスーパー G 3 FAX ボー 
ドが標準装備）が装着されているときのみ、本項目を設定してください。 

[ ON ] :プリントアプりケーシヨンに LPD を使巧できます。 


メモ 1 •オプションの UPS V 拡張キットを有効にした場合のみ、バナーページを出力することがで 
きます。 

•バナーページは、プリントジョブごとに出力を設定されています。く LPD バナーページ 
の出力>を 「 ON 」 にした場合でも、バナーページを出力しないように設定されているプ 
リントジョブのときにはバナーページが出力されません。 
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2 TCP / IP 設定画面の [ RAW 印刷の設定]で、な下を設定します。 



オプションの LIPSLX プリンタ&スキャナキット （F モデルでは標準装備)、 UPS V拡張キッ 
卜のいずれかを有効にしたとき、または FAX ボード （F モデルではスーバー G3FAX ボー 
ドが標準装備）が装着されているときのみ、本項目を設定してください。 

[ON] :プリントアプリケーションに Raw を使用できます。 

Port91 孤を使用して双方向通信を行う場合は、<ヌ又方向通信を使用>を 「ON」 にします。 

3 TCP / IP 設定画面の [ SNTP 設定]で、な下を設定します。 



< SNTP を使用>を [ON] : SNTP を使用して時刻同期が巧能です。 

時刻の同期をとる間隔を、<ポーリング間隔>で選択します。 

[NTP サーバアドレス]に NTP サーバの IP アドレスまたはホスト名を入力してください。 


f 面封 •SNTP による NTP サーバとの賦崎期を行う場合は、事前に本製品を使巧する地域のタイ 
ムゾーンを設定する必、要があります。タイムゾーンの設定方法は e- マニュアル > セキュ 
リティを参照してください。 

• IPSec 通信を使用する場合に IKE (Internet Key Exchange) の認証に電モ署るち式を設定す 
る（一 e- マニュアル > ネット ワ ーク）ときは、 <SNTP を使用 > を [ON] にするぶ、要が 
あります。 
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4 TCP / IP 設定画面の [ FTP 印刷の設定]で、な下を設定します。 


J" 


OK JI 


オプションの UPS LX プリンタ&スキャナキット （ F モデルでは標準装備) aiPSV 化張キッ 
卜のいずれかをち効にしたときのみ、本項目を設定してください。 

< FTP 印!刷を使用 > を [ ON ] :プリントアプリケーションに FTP を使用できます。 

[ユーザ名]に FTP サーバにログインするためのユーザ名を入力します。 


[パスワード]に FTP サーバにログインするためのバスワードを入力します。 


重要 


• [ユーザ名]、[パスワード]を設定しない場合は、任意のユーザ名、パスワードが有 
効になります。 

• [ユーザを]、[パスワード]を設定せず 、 FTP サーバに□グインする際にユーザをと 
して 「 anonymous 」 を入力した場合、または[ユーザ名]]に 「 anonymous 」 を設定し 
た場合は、ジョブの履歴にはパスワードがユーザをとして表示されます。（ジョブの履 
歴は、タッチパネルディスプレイで[システム状況/中止]^ [プリント]^ [ジョブ履 
歴]を順に押すと表示されます。） 

• ポート番号は21です。ポート番号を変更することはできません。 
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5 TCP / IP 設定画面の [ WSD 印刷の設定]で、が下を設定します。 



Windows Vista をお使いの場合で、オプションの UPS LX プリンタ&スキヤナキット （Ft 
デルでは標準装備 )、 UPS V 拡張キットのいずれかを有効にしたとき、または FAX ボード （F 
モデルではスーパー G 3 FAX ボードが標準装備）が装着されているときのみ、本項目を設 
定してください。 

く WSD 巧刷を使巧 > を 「 ON 」： プリントアプリケーションに WSD (Web Services for 
Devices ) を使巧できます。 

く WSD 参照を使巧>の設定は、く WSD 巧刷を使用>を rONJ にすると自動的に 「 ON 」 
になり、 WSD を使用してデノくイスの情報取得を行うことができます。 


マルチキャストによる検索要求に応答するには、くマルチキャスト探索を使巧>を 「 ON 」 
にします。 

6 TCP / IP 設定画面の [ FTP の PASV モードを使用で、が下を設定します。 




オプションの Send あ張キットをち効にしたときのみ、本項目を設定してください。 


重要 


FTP の PASV モードを使巧するかどうかは、ご使巧のネツトワーク環境および送信先の 
ファイルサーバの設定に依をします。 FTP の PASV モードを設定する前に、おずネットワー 
ク管理者にご確認く ださい。 
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TCP / IP 設定画面の [ IPP 印刷の設定]で、が下を設定します。 



オプションの UPS LX プリンタ&スキャナキット （ F モデルでは標準装備 aiPSV 掘長キッ 
卜のいずれかを有効にしたとき、または FAX ボード （ F モデルではスーパー G 3 FAX ボー 
ドが標準装備）が装着されているとをのみ、本項目を設定してください。 

[ ON ]: プリントアプリケーンョンに IPP を使用できます。 [ ON ] を選択した場合は 、 [HTTP 
を使用]の設定は自動的に 「 ON 」 になります。 

IPP の通信データの SSL による暗号化を行う場合は、< SSL を使用 > を roN 」 にします。 

IPP 認証機能を使用する場合は、< 認証を使用 > を 「 ON 」 にして、[ユーザる]に IPP 認証 
で使用するユーザ名を、[バスワード]に IPP 認証で使用するバスワードを入力します。 


重要 


< SSL を使用 > を rON 」 にして SSL 通信を行うには、使用する链ペアがお要になります。 
鍵ペアは、プリインストールされている鍵ペアを使巧するか、本製品で独自の鍵ペアを 
生成して使用鍵として設定します。使用鍵の説明と独自の鍵ペアの生成方法については、 
e - マニュアル > ネットワークを参照してください。 


8 TCP / IP 設定画面の[マルチキャスト探索設定]で、が下を設定します。 



<探索応答 > を防 N ] :化のデバイスから配信されたアドレス帳や部門管理忙などの巧期 
設定/登録設定の使用や、ユーティリティソフトウェアからのマルチキャスト探索の応答 
が可能になります。 


お要に応じて、[スコープ名]にマルチキャスト探索で使用されるスコープ名を入力します。 


メモ1 アドレス帳や部門管理 ID などの巧期設定/登録設定情報を複数のデバイスに配巧して、 
設定内容を共ちするち法については、 e - マニュアル > セキュリティを参照してください。 
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下記の場合に、ご使用の不ットワーク環境に応じて本項目を設定します。 

•オプションのダイレクトプリント拡張キットを有効にした場合 

•オプションのウェブブラウザ拡張キット （ Web ページを本製品のタッチパネルディスプ 
レイで閲覧するために巧いるオプションの拡張キット。詳細は、 e - マニュアル > ウェブ 
ブラウザを参照してください。）を有効にした場合 

• WebDAV サーバを使巧する場合に、 WebDAV クライアントをプロキシ経由でインター 
ネットに接続するとさ 

•オプションのタイムスタンプ PDF 拡張キットを有効にした場合 

[サーバアドレス]にプロキシサーバの IP アドレス、または FQDN ( starfish . company.com 
のような形式）を入力します。 

[ポート番号]にプロキシサーバのポート番号を入力します0 

同ード/インにもプ□キシを使用する場合は、く同ード/インにもプ□キシを使巧>を 
roNj にします。 



年でン它ル 


年でン它ル 



用する 
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プ□キシ認証を使用する場合は、[認証設定]を押したあと、くプ□キシ認証を使巧>を 
「 ON 」 にして、[ユーザ名]にプ□キシ認証で使用するユーザ名を、[パスワード]にプロ 
キシ認証で使巧するパスワードを入力します。 


sa オプションのダイレクトプリント拡張キットを有効にした場合は、リモート UI で印!刷し 
たいファイルの URL を指定することによって、そのファイルを印刷することができます。 
この機能を利巧するには、[プロキシ設定]をお使いの環境に合わせて正しく設定してく 
ださい。（本手順を参照） 

11 TCP / IP 設定画面の[受信許可 MAC アドレス設定]で、 i ■乂下を設定します。 


I 山山 


I 

(登》>り___ J _ 


<設定をち効にする > を [ ON ] : MAC アドレスフィルタが有効になります。燈銳を押して、 
許可する MAC アドレスを設定してください。 

r ■ま3 • MAC アドレスは、100個まで設定することができます。 

•< 設定を有効にする>を 「 ON 」 にすると、許巧されていない MAC アドレスからのアク 
セスができなくなります。 そのため、 設定の際には MAC アドレスをよく確認してくださ 
し、。該当する MAC アドレスがを在しない場合は、ネットワークにアクセスできなくなり 
ます。 

12 TCP / IP 設定画面の[部門別 ID 管理の暗証香号確認を使用]で、な下を 
設をします。 


ド画醒疆 

ON I OFF j 

(: S 义通慢に ffi 用ずる窝びない， 

ま巧ザ桑 n てしぶ場苗式ち測こなります。） 

■ モでン它ル ) ■ OK jl ’ 


オプションの UPS LX プリンタ&スキャナキット （ F モデルでは標準装備 aiPSV 掘長キッ 
卜のいずれかを有効にしたとき、または FAX ボード （ F モデルではスーパ ー G 3 FAX ボー 
ドが標準装備）が装着されているとをのみ、本項目を設定してください。 

[ ON ] : Windows Vista 対応のドライバを使巧して印刷する際に、部門別 ID と暗証番号を 
確認することができます。 


.5 
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重要 


•部門別 ID と暗証番号の確認を巧うには、 SSL 暗号化通信に使用する鍵ペアが必、要になり 
ます。<部門別の管理の暗証番号確認を使用>を roN 」 にしても、鍵ペアが壊れていた 
り、無効だったりしたときには、部門別のと暗証番号は確認できません。鍵ペアを肖 U 除し 
たあと、 e - マニュアル > ネットワークを参照して、新しい链ペアを登録してください。 

•鐘ペアがを在しない場合には、<部門別 ID 管理の暗証番号確認を使巧>を 「 ON 」 にする 
ことができません。鍵ペアは、プリインストールされている鍵ペアを使用するか、本製 
品で独自の鍵ペアを生成して使用链として設定します。使用鍵の説明と独自の鍵ペアの 
生成方法については、 e - マニュアル > ネットワークを参照してください。 


TCP/IPV4 の設定の確認 


ここでは、ネットワークの設定が正しくできているかどうかを確認します。 


TCP / IP 設定画面の [ IPv 4 設赶一 [PING コマンド] を押します 




2 


[PING コマンド] で、が下を確認します。 



ネットワーク上に存在する任意の IP アドレスを入力したあと[実行]を押すと、タッチパ 
ネルディスプレイに PING コマン ドの実行結果が表示されます。 

正しく設定できていなかった場合は、「インタフェースの設定」（一 P .4-9)、 rTCP / IPv 4 の 
設定」い P .5-3)、 および rTCP / IPv 4 と TCP / IPV 6 に共通の設定」い P .5-19) の設定内容 
を確認します。 
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G 


重要 


• 「起動時間の設定」（一 P .5-31) で本製品のネットワーク部の起動時間を設定している場 
合は、本製品の主電源を入れたあと、[起動時間の設定]で設定した時間が経過してか 
ら PING コマンドを実行してください。 

•本製品をスイッチングハブなどに接続している場含、ネットワークの設定が正しくて 
も、ネットワークへの接続ができないことがあります。この場合は、本製品のネット 
ワーク部分の起動時間を遅らせることで解みできることがあります。起動時間の設定ち 
法は「起動時間の設定」 （^ P .5-31) を参照してください。 

3 TCP / IP 設定画面の [ SNTP 設赶で、 i 乂下を確認します。 

[ NTP サーバ確認]を押して 「0 K 」 と表示された場合、 SNTP による時刻同期が正常に動作 
しています。 

「エラー」と表示された場合は、 「 TCP / IPv 4 と TCP / IPv 6 に共通の設定」卜 P .5-19) の手順 
3で設定した NTP サーバアドレスの設定内容を確認してくださし、。 

[ NTP サーバ確認]を実行しても、時刻設定は更新されません。本製品と NTP サーバとの 
間で通信可能かどうかを確認してください。 


TCP/IPV6 の設定の確認 


ここでは、 TCP / IPV 6 ネットワークの設定が正しくできているかどうかを確認します。 


7 TCP / IP 設定画面の [ IPv 6 設定] 一 [PING コマンド] を押します。 
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[PING コマンド] で、が下を確認します。 



[ IPv 6 アドレス]にネットワーク上にを在する任意の IPv 6 アドレスを入力したあと读行] 
を押すと、タッチパネルディスプレイに PING コマン ドの実行結果が表示されます。 

[ホスト名]に本製品のホスト名を入力したあと[実行]を押すと、タッチパネルディス 
プレイに P 1 NG コマン ドの実行結果が表示されます。 

正しく設定できていなかった場合は、「インタフエースの設定」（一 P .4-9)、 rTCP / IPv 6 の 
設定」 （^ P .5-11)、 および 「 TCP / IPV 4 と TCP / IPV 6 に共通の設定」 （^ P .5-19) の設定内容 
を確認します。 


重要 


• 「起動時間の設定」い P .5-31) で本製品のネットワーク部の起動時間を設定してぃる場 
合は、本製品の主電源を入れたあと、[起動時間の設定]で設定した時間が経過してか 
ら PING コマン ドを実行してくださぃ。 

•本製品をスイッチングハブなどに接続してぃる場合、ネットワークの設定が正しくて 
も、ネットワークへの接続ができなぃことがあります。 

この場合は、本製品のネットワーク部分の起動時間を遅らせることで铅決できること 
があります。起動時間の設定ち法は「起動時間の設定」 (^ P .5-31) を参照してくださ 

い。 


3 TCP / IP 設定画面のに NTP 設定]で、 J •乂下を確認します。 


[ NTP サーバ確認]を押して rOKj と表示された場合、 SNTP による時刻同期が正常に動作 
しています。 


「エラー」と表示された場合は、 「 TCP / IPV 4 と TCP / IPV 6 に共通の設定」卜 P .5-19) の手順 
3で設定した NTP サーバアドレスの設定内容を確認してください。 

[ NTP サーバ確認]を実行しても、時刻設定は更新されません。本製品と NTP サーバとの 
間で通信巧能かどうかを確認してください。 
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お使いのモデルによっては、電子メール/ I ファクス機能を使用するには、オプションを 
追加するぶ、要があります。必要なオプションについては、「ネットワークに接続して使用す 
る場合に必要なオプションとシステム環境」（一 P .3-2) を参照してください。 


本製品の受信機能は SMTP . POP 3 の双方をサポートしています。 

本製品が受信できる電子メールは、 I ファクス画像と、通信時にエラーが発生した場合の 
エラーメールのみです。 

• 電子メール/1ファクスを本製品の SMTP 受信機能を使用して受信する 

□ 本製品のホスト名を DNS サーバに登録したあと、が下の項目を設定します。 

< SMTP 受信>を rON 」 に、 < POP > を 「 OFF 」 にします。 

[電子メールアドレス]に本製品の電子メールアドレスを入力します。ユーザる（@マー 
クの前の部分）は、任意のを前を設定できます。登録したホスト名を、電子メールア 
ドレスの@マークのをろに入力します。 

< SSL の許可 （ SMTP 受信）> を「常に SSL 」 にすると、 SSL を使用して暗号化したデー 
夕のみ受信を許可して、ホスト側からの SSL を使用しない通信は拒絶されます。 

< SSL の許可 （ SMTP 受信）> を rON 」 にすると、ホストから要求があった場合に限ん 
SSL を使用して暗号化したデータの受信が許可されます。 

f 霞重 a • SMTP ホストが暗号化をサポートしていない場合は、 < SSL の許可 （ SMTP 受信）> を 
「 ON 」 にしても、通信内容は暗号化されません。 

•< SSL の許可 （ SMTP 受信）>を「甫に SSL 」 または rON 」 にして SSL 通信を行うには、使 
用する鍵ペアを事前に生成しておく'ぶ要があります。 e - マニュアル > ネッ トワー クを参 
照して、鍵ペアを生成してください。 



lit 


モ p ン它ル 


7 ネットワーク設定画面の[電子メール /I ファクス]を押します。 

2電子メール/1ファクスを受信するためのメールサーバを設定します。 
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• 電子メール/ 1 ファクスを POP サーバを使用して受信する 

□ く POP > を 「 ON 」 に、く SMTP 受信>を 「 OFF 」 にします。 

[電子メールアドレス]に、本製品の電子/ールアドレスを入力します。 

[POP サーバ]に、 POP サーバの 1P アドレスまたはを称を入力します。 

[POP アドレス]に、 POP サーバにアクセスするときのログインをを入力します。 

[POP パスワード]に、 POP サーバにアクセスするときのパスワードを入力します。 

POP サーバに対して受信/ールを確認するく POP 発行間隔>を設定します。「日」に設 
定した場合、 POP の自動発行は行いません。手動で受信する方法は、 e- マニュアル> 
送信/ファクスを参照してください。 

く POP 認証ち式>の[標準]、 [APO 門、 [POP AUTH] から、 POP サーバがサポートし 
ている認証方式を選択します。 

通信内容を暗号化する場合は、く SSL の許可 (POP) >を roNj にします。 

n/^n-w- パム：化ロ ル亡一 4~)>-1"£^ L I マ i 、わ i /广 ri /-r\=/r77T 化。 n\ \ 亡 一 厂 r'vNii (—1 




♦ POP サーバにロクインしてからメールを送信するち式 （POP before SMTP) の 
SMTP サーバを使用する 

□ [ SMTP サーパ]に SMTP サーバの IP アドレスまたは名称を入力します。 

く送信前の POP 認証 > を 「ON」 に、く SMTP 認証 (SMTP AUTH) >を 「OFF」 にします。 
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• SMTP サーパにログインしてからメールを送信するち式 （SMTP 
Authentication ) の SMTP サーバを使用する 

□ [SMTP サーパ']に SMTP サーバの IP アドレスまたは名称を入力します。 

< SMTP 認証 (SMTP AUTH ) >を 「 ON 」 に、< 送信前の POP 認証 > を 「 OFF 」 にします。 

[ユーザる]に、 SMTP サーバにログインするためのユーザ名を入力します 。 Microsoft 
社製の SMTP サーバをお使いの場合は、[ユーザ名]は「ユーザ名@ドメイン名」のお 
式で入力してください。 

[パスワード]に SMTP サーバにログインするためのパスワードを入力します。 

SSL を使用して送信データを暗号化する場合は、< SSL の許可 （ SMTP 送信）> を rON 」 
にします。 


f 誦重 a SMTP ホストが暗号化をサポートしていない場合は、< SSL の許可 ( SMTP 送信）>を 「 ON 」 
にしても、通信内容は暗号化されません。 


• メール送信時に認証をぷ要としない SMTP サーバを使用する 


□ [SMTP サーパ']に SMTP サーバの IP アドレスまたは名称を入力します。 

< SMTP 認証 （ SMTPAUTH ) >、<送信前の POP 認証 > を両ちとも 「 OFF 」 にします。 


.5 



起動時間の設定 



本製品をスイッチングハブなどに接続している場合は、ネットワークの設定が正しくても 
ネットワークへの接続ができないことがあります。これは、スイッチングハブ間でのスパ 
ニングツリー処理により、本製品をスイッチングハブに接続した直後は本製品とスイッチ 
ングハブ間の通信ができないためです。 

この場合は、本製品の通信開始を待機させる必要があります。 


フ 

I 

ク 

で 

使 

用 

す 

る 


7 ネットワーク設定画面の[起動時間の設定]で、が下を設定します。 



卜] [+] のいずれかを押して、本製品のネットワーク部の起動時間を設定します。 
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本製品からネットワーク上の コン ピュータにデータを送信するには、を信先となる コン 

ピュータ（ファイルサーバ）の設定が必要です。 

TCP/IP ネットワークでは、次のいずれかにデータを送信することができます。 

• FTP サーバ （Windows 2000 /XP/Server 2003 /Vis ね、 UNIX 、 Linux、Mac OS X、 imageWARE 
Document Manager Gateway) 

• WebDAV サーバ (Windows 2000 Server/2000 Professional/XP/Server 2003 、 UNIX 、 
Linux、Mac OS X) 

• Windows の共有フォルダ (Windows 2000 /XP/Server2003) 

• Samba の共有フォルダ （UNIX、Linux、Mac OS X) 

ここでは、 FTP サーパと WebDAV サーバの設定ち法を説明しています。 

Windows の共有フォル义および Samba の共有フォルダの設定ち法については、「第7章 

NetBIOS ネットワークで使用する」の「ファイルサーバの設定」（一 P.7-6) を参照してく 

ださい。 

r’lBa •お使いのモデルによっては、データ送信機能を使用するには、オプションを追加する必 
要があります。'ぶ要なオプションについては、「ネットワークに接続して使用する場合 
にぶ、要なオプションとシステム環境」（一 P .3-2) を参照してください。 

• Samba は、 2.2.8 a な降に姉芯しています。 

•ここでは、本製品からのデータの送信先となるコンピュータの設定手順のみを説明して 
います。実際に本製品からネットワーク上のサーバにデータを送信するには、本製品操 
作バネルで宛先を設定するぷ要があります。宛先の設定方法は、 e - マニュアル > 送信/ 
ファクスを参照してください。 

•ここで説明する操作の手順は、 FTP サーバと WebDAV サーバの設定手順例です。お使いの 
環境によっては設定手順がまなることがあります。 


アイルサーバの設を 
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FTP サーバの設定ち法 


Windows 2000 /XP/Sew が 2003/Vista をお使いの場合 

ここでは、[既定の FTP サイト]のデフォルトのホームディレクトリを使用する場合の手順 
を説明しています。それな外の設定を行う場合は、 IIS の説明書を参照して FTP サイトとホー 
ムディレクトリを設定してください。 

FTP サーパの設定はネットワーク管理者が巧うことをおすすめします。 

手順中の画面や項目名は、 Windows 2000のものです。お使いの OS の種類によっては、項 
目名などが異なることがあります。 


重要 


• Windows 2000 Server/XP Professional/Server 2003 / Vista を FTP サーバとして使巧するため 
には、 IIS がインストールされている必要があります。お使いのコンピュータに IIS がインス 
トールされていない場合は、設定を巧う前に「データを送信する」の「システム環境」 
(一 P .3-6) を参照してお使いの OS に必要な IIS をインストールしてください。インストー 

ル方法の詳細は、 OS の説明書などを参照してください。 

• FTP サーバにアクセスするユーザの：！ーザ認証は、 FTP サーバとなる Windows 2000 
Server、Windows XP Professional、Windows Server 2003 、 Windows Vista の口ーカルの 
アカウントデータベースを参照して巧います。したがって、 FTP サーバとなる Windows 
200日 Server、Windows XP Professional、Windows Server 2003 、 Windows Vista 【〔登録し 
たドメインユーザのアカウントで、他のドメインの FTP サーバに本製品から直接データを 
送信することはできません。 


メモ I Windows Vista をお使いの場合には、操作の途中で確認ダイア□グが表示されることがあ 
ります。そのようなときには、ユーザ名とパスワードを入力してください。詳細は 、 OS 
の説明書などを参照してください。 


7 FTP サイトとして定義するディレクトリに適切なアクセス権を持つグ 
ループのメンバとしてログオンして、 IIS を起動します。 

ドライブやディレクトリのアクセス権の設定は環境によって異なります。詳細は、 
Windows の説明書を参照してください。 

2 [既定の FTP サイトのプロパティ]ダイアログボックスの[セキュリティ 
アカウント]で、匿るでの接続を許可するオプションのチェックマーク 
を列•します。 
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概定の FTP サイトのプロパティ]ダイアログボックスの[ホームディ 
レクトリ]ページで[読み取り]と[書き込み]の両方にチェックマー 
クを付けます。 



[マイコンピュータ]の[プロパティ]をクリックして、[システムのプ 
ロパティ]ダイアログボックスを開き、[フルコンピュータる]を確認 
します。 
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夕[マイコン ピュータ]の[管理]をクリックして、 [コン ピュータの管理] 
ウインドウを開き、[システ ムツー ル] の中の [口ーカル ユー ザーとグルー 
プ]の[ユーザー]フォルダをちクリックして[新しいユーザー]を選 
択します。 



6 [新しいユーザー]ダイアログボックスで、[ユーザーを]、[パスワード]、 
[パスワードの確認入力]を入力して、[作成]をクリックします。 



ユーザー名とパスワードは、半角24文字が内で設定します。 

[ユーザーは次回ログオン時にパスワードの変更が必要]にチェックマークを付けて新規 
ユーザを追加した場合は、新規ユーザはいったんパスワードを変更してからでないと、本 
製品からファイルを送信することはできません。（本製品でパスワードを変更することは 
できません。） 


メモ1 Active Directory 環境では、ユーザの登録手順は上記と異なります。詳細は、 Windows の 

説明書を参照してください。 
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7 本製品の操作パネルで宛先を設定します。 

宛先の設定例： 

•サーバ側の設定 

[フルコン ピュ ータ名 ]: starfish.organization.company.com 
既定の FTP サイトのホームディレクトリ ¥lnetpLib¥ftproot に share というディレクトリを作 
り、 share をデータの送信先にする。 

• 本製品の宛先の設定 
くプロ トコル> : FTP 

[ホスト名]]: starTish.oraanization.company.com 
[フオルダへのパス]: share 
[ユーザを]:(手順5で設定したユーザを） 

[パスワード]:(上記ユーザのパスワード） 



r ■軍3 •本製品の宛先の[ホスト名]の設定で、上記の設定例のように手順4で確認したフル コン 
ピュータ名を使用する場合には、 DNS サーバがぶ、要です。（本製品と FTP サーバが同じサ 
ブネット内にある場合でも必要です。） DNS サーバがない場合は、[ホストを]の設定 
には、 FTP サーノ くの IP アドレスを使用してください。 

•操作パネルの[ホストを]に入力できるのは、半角128文字（全角64文字）が内です。ま 
た、[フォルダへのパス]は半角255文字（全角127文字）が内です。それぞれ制限文字 
数が内になるようにサーノく側を設定してください。 

•タッチパネルディスプレイの表示言語を切り替えると、[ホストを]や[フォルダへの 
パス]が正しく表示されないことがあります。 

• FTP のポート番号を21が外に設定して IPv 4 ホストに送信するときは、[ホストを]は次の 
お式で設定してください。 

く FTP サーバの IPv 4 アドレス>:くポート番号> 

例：192.168 .1.21:21 000 

• IPv 6 ホストに送信するときは、[ホスト名]は次のお式で設定してください。 

く IPv 6 アドレス>:くポート番号> 

例： [5 aed :90 a 0: bc 05:01 d 2:568 a :2 fc 0: 0001:12が]:210 日日 


5 . 
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UNIX/Linux をお使いの場合 

UNIX/Linux の コンピュ ータを FTP サーバとして使用するために必要な環境については、 
「データを送信する」の「システム環境」 （一 P.3-6) を参照してください。 

お使いの環境によっては、 FTP を使用するための詳細な設定が必要な場合があります。詳 
しくは、お使いの環境のネットワーク管理者にご相談くださし、。 


7 ワークステーションにスーパーユーザとしてログインしたあと、本裝品 
からファイルを送信するユーザとパスワードを設定します。 

ユーザるとパスワードは、半角24文字な巧で設定します。 

2送信先として使用するなちディレクトリを作成したあと、ファイルを送 
信するユーザの読み取り、書き込みを許可します。 

3 本裝品の操イ乍/はルで宛先を設定します。 

宛もの設定例： 

•サーバ側の設定 

[ホストを ]: starfish 

[ ドクイン ]: organization.company.com 

ユーザのホームディレクトリが/ home / hsato で、 / home / hsato / share をデータの送信先に 
する。 

• 本製品の宛先の設定 
くプロトコル> : FTP 

[ホストを」： starTish.oraanization.company.com 
[ユーザを]:(手順1で設定したユーザを） 

[ パスワード ]: (上記 ユーザのパスワード） 

[フォルダへのパス]にはが下のいずれかを入力してください。 

• share (相対パスを入力する場合） 

/home/hsato/share (絶巧/ くスを入力する場合） 

画面の例は、 Windows 2000 / XP / Server 2003 / Vista の画面 （^ P .5-33) を参照してくださ 

し、。 
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tmmm •本製品の宛先の[ホスト名]の設定で、上記の設定例のようにホストるを使用する場合 
には、 DNS サーバが'ぶ要です。（本製品と FTP サーバが同じサブネット巧にある場合でも 
お要です。） DNS サーバがない場合は、[ホスト名]の設定には、 FTP サーバの IP アドレ 
スを使用してください。 

•操作パネルの[ホストる]に入力でをるのは、半角128文字（全角64文字）な巧です。ま 
た、[フォルダへのパス]は半角255文字（全角127文字）な巧です。それぞれ制限文字 
数な内になるようにサーノ《側を設定してください。 

•タッチバネルディスプレイの表示言語を切り替えると、[ホストる]や[フォルダへの 
バス]が正しく表示されないことがあります。 

• FTP のポート番号を21が外に設定して IPv 4 ホストに送信するときは、[ホストを]は巧の 
形式で設定してください。 

< FTP サーバの IPv 4 アドレス>:<ポート塞号> 

例： 192.168.1.21:21000 

• IPv 6 ホストに送信するときは、[ホスト名]はみのお式で設定してください。 

< IPv 6 アドレス>:<ポート番号> 

例： [5 aed :90 a 0: bc 05:01 d 2:568 a :2 fc 0: 0001 :12 ee ]: 21000 

Mac OS X をお使いの場合 

7 Mac os X に管理者としてログインして、[システム環境設定]ウィンド 

ウを開さます。 

A [巧ち]をクリックして、 [FTP サービスを開始する]にチェックマーク 

を付けたあと、ツールバーの[すべてを表示]をクリックします。 

ゴ[ユーザ]をクリックして[ユーザ]ウィンドウを開き、本聲品から 

Mac 0 SX にデータを送信するユーザとパスワードを設定します。 

ユーザ名とバスワードは、半角24文字な巧で設定します。 

4送信先として使用する其ちフォルダを作成します。 

設定例： 

[ Home ] フォルダの中の [ Public ] フォルダの中に、 「 iFLFolder 」 というフォルダを作成 

します。 

5手順 4 で作成した其ちフォルダを選択した状態で、[ファイル]メニュ ー 

の[情報を見る]をクリックして、[表示]で、[アクセス権]を選択します。 

オーナー、グループのメンバーの読み取り/書き込みを許可します。 


5 . 
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6 本製品の操作パネルで宛先を設定します。 

宛先の設定例： 

•サーバ側の設定（上記手順で設定した内容） 

ユーザ名 「 yoko 」 の [ Home ] フォルダ中の [ Public ] フォルダの中に 「 iR _ Folde 「」 と 
いうフォルダを作り、 riR_FolderJ をファイルの送信先にする。 

• 本製品の宛先の設定 
くプロトコル> : FTP 
[ホストを]: Macinto ホの IP アドレス 
[ユーザを]:(手順3で設定したユーザを） 

[パスワード]:(上記ユーザのパスワード） 

[フォルダへのパス]にはが下のいずれかを入力してください。 

Public / iR_Folder 湘対ノ くスを入力する場合） 

/ Users / yoko / Public / iR_Folder (絶対/ くスを入力する場合） 



tmwm •操作パネルの[フォルダへのパス]に入力できるのは、半角255文字（全角127文字）が 
内です。255文字が内になるように送信先を設定してください。 

•タッチパネルディスプレイの表示言語を切り替えると、[ホスト名]や[フォルダへの 
パス]が正しく表示されないことがあります。 

• FTP のポート番号を21が外に設定して IPv 4 ホストに送信するときは、[ホストを]は次の 
形式で設定してください。 

く FTP サーバの IPv 4 アドレス>:くポート番号> 

例：192.168 .1.21:21 000 

• IPv 6 ホストに送信するときは、[ホストを]は次の形式で設定してください。 

く IPv 6 アドレス>:くポート番号> 

例： [5 aed :90 a 0: bc 05:01 d 2:568 a :2 fc 0:0001:12 e ^:21000 
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imageWARE Document Manager Gateway をお使いの場合 

imageWARE Document Manager Gateway の FTP サーバへデータを送信する場合は、 
imageWARE Document Manager Gateway 用の FTP サーバが必要です。 


7 imageWARE Document Manager Gateway の FTP サーバを設定したあ 
と、本製品から送信するデータを格納するフォルダを設定します。 

imageWARE Document Manager Gateway の取扱説明書を参照して設定します。 

メモ I •フォルダをが、半角255文字が内になるように設定してください。 

• ユーザ名とパスワードは、半角24文字が内になるように設定してください。 

^ imageWARE Document Manager Gateway で、宛巧データをエクスポー 
卜します。 

imageWARE Document Manager Gateway の取撒説明書を参照して設定します。 

f 誦重3 • FTP サーバのアドレスに FQDN ( starfish . organization . company.com のような形式）を使 
巧する場合には、 DNS サーバが必要です。（本製品と FTP サーバが同じサブネット内にあ 
る場合でも'必要です。） DNS サーバがない場合は、 1 P アドレスを使用してください。 

•FTP サーバのアドレスに FQDN を使巧する場合は、半角128文字が内になるように設定し 
てください。 

3 本聲品のリモート川を使用して、手順2 でエ クスポートした宛先デー 
夕を本聲品にインポートします。 

e - マニュアル > リモート UI を参照して、インポートします。 

ri ま3 •本製品のシステム管理ちの ID と暗証番号を設定しているときは、ユーザをとパスワード 
を入力するダイアログボックスが表示されます。ユーザるにシステム管理者の ID を、パ 
スワ ー ドに暗証番号を入力してください。 

•タッチバネルディスプレイの表示言語を切り替えると、[ホストる]や[フォルダへの 
バス]が正しく表示されないことがあります。 

• FTP のポート番号を21な外に設定しているときは、[ホスト名]はみのお式で設定してく 
ださい。 

<FTP サーバの IP ア ドレス>:< ポート 番号> 

例： 192.168.1.21:21000 
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WebDAV 送信機能とは、スキャナから読み込んだ画像ファイル、ファクス受信をに転送さ 
れた画像ファイル、またはユーザボックスやシステムボックスから送信された画像ファイ 
ルを、 WebDAV プ□トコルを使用してインターネットやイントラネット上の WebDAV サー 
バの指定ディ レクト リに送信する機能です。 

ここでは、 WebDAV 発行ディレクトリ のサーパへの セットアップ手順を説明しています。 
発行ディレクトリをセットアップすると、アクセス権のあるユーザは、ディレクトリ内の 
ファイルの操作を行えるようになります。 

WebDAV サーバの設定は、ネットワーク管理者が行うことをおすすめします。 

Windows 2000/2000 Server/XP/Server 2003 で IIS をお使いの場合 

手順中の項目名は、 Windows 2000のものです。お使いの OS の種類によっては、項目名な 
どが異なることがあります。 


f 垂封 •お使いのコンピュータに IIS がインストールホれていない場合は、設定を行う前に「デー 
夕を送信する」の「システム環境」（一 P.3-6) を参照してお使いの OS に必、要な IIS をイン 
ストールしてください。インストールち法の詳細は、 OS の説明書などを参照してくださ 
い。 

• WebDAV サーバへの送信は、サーバの認証を受ける必要があります。 WebDAV サーバを 
使巧する前に、認証を有効にしてください。認証ち法は、匿を認証、基本認証、ダイジェ 
スト認証で、それが外の認証ち法では認証エラーとなります。匿名認証を有効にする 
と、全てのユーザにアクセスが許可され、他の 二つの 認証方法が設定してあっても IIS は 
常に匿名認証を優先します（優先度は、高い順に匿を認証、ダイジェスト認証、基本認 
証になります）。高いセキュリティを必要とする場合は、匿名アクセスのチェックマー 
クを外してください。基本認証、ダイジェスト認証には、 WebDAV サーバのアドレス帳に 
登録されているユーザをとパスワードを使用します。各認証の設定ち法の詳細は、 I1S の 
説明書を参照してください。 

•本製品では、 Windows Vista への WebDAV 送信は対応していません。しかし、 Windows 
Vista からネットワーク上の WebDAV サーバに送信された文書を閲覧することは可能で 
す。 

• I じ 6 .日を使巧してダイジェスト認証を設定する場合にプロキシ経由で WebDAV サーバに接 
続するときには、本製品の操作パネルで [WebDAV 送信時にチャンク分割送信を使用] 
を [ON] にする必要があります。操作の詳細については、 e マニュアル〉 送信/ファク 
スを参照してください。 


7 [マイコン ピュータ]をクリックして、 C :¥ lnetpub フォルダに送信先と 

して使用する物理ディレクトリをイ乍成します。 

tm^m wwwroot の既定の DACL は他のディレクトリのものと異なるため、物理ディレクトリは 

C:¥lnetpub¥wwwroot フォルダに作成することはできません。 
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2 仮想ディレクトリを作成します。 

□ IIS を起動して、 IIS スナップインでディレクトリを追加する Web サイトを選択 
します。 

□ [操作]メニューから[新規作成]一[仮想ディレクトリ]を選択します。 

□ 仮想ディレクトリの作成ウィザードにがって、ディレクトリの作成を完了さ 
せます。 

手順1で作成したディレクトリのバスを、仮想ディレクトリの物理的パスとして指定 
します。 

3 WebDAV クライアントによるファイルの書き込みを受け付けられるよう 
に、仮想ディレクトリのプロパティで[書き込み]にチェックマークを 
付けます。 

Windows Server 2003の場合は、 IIS マネージャの [ Web サービス化張]で [ WebDAV ] を[許 
巧]に設定します。 

4 MS の説明書を参照して、 SSL 暗号化通信にが要な設定を行います。 

5 本裝品の操作パネルで宛先を設定します。 

宛先の設定例： 

•サーバ側の設定 

C :¥ lnetpLib ¥ expo け ¥ sha 「 e ¥ home ¥ users ¥ という物理ディレクトリを作ったあとで、この 
ディレクトリにリンクする仮想ディレクトリを作り、データの送信先にする。 

• 本製品の宛先の設定 
くプロトコル> : WebDAV 
[ホストを」： https :// starrish . cse . canon . co . jp / 

[フオルダへのパス]: ¥ export ¥ share ¥ home ¥ users ¥ 

[ユーザを]: ( WebDAV サーバの基本認証、ダイジェスト認証に必要なユーザ名） 
[パスワード]: ( WebDAV サーバの基本認証、ダイジェスト認証に必要なパスワー 
ド） 
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r ■ま 3 •操作パネルの[ホスト名]に入力できるのは、半角128文字（全角64文字）な巧です。ま 
た、[フォルダへのパス]は半角255文字（全角127文字）な巧です。それぞれ制限文字 
数な巧になるようにサ ー/ 《側を設定してください。 

•タッチパネルディスプレイの表示言語を切り替えると、[ホスト名]や[フォルダへの 
パス]が正しく表示されないことがあります。 

•マスタブラウザとなっているコンピュータと本製品の操作パネルの表示言語が異なる場 
合、[ホストる]や[フォルダへのバス]が正しく表示されなかったり、参照でをない 
ことがあります。 

• IPv6 ホストに送信するときは、[ホストる]は巧の巧式で設定してください。 

<IPv6 アドレス>:<ポート番号> 

例： [5aed:90a0:bc05:01d2:568a:2fc0: 0001 :12ee に1000 

Windows 2000/2000 Server/XP/Server 2003 /UNIX/Linux/Mac OS X 
で Apache をお使いの場合 

が下の手順では、 Windows のファイルシステム上で、 C/Program Files/Apache Group/ 
Apache2 配下に users/use し name/WebDAV ディレクトリを作成する場合を例として説明 
しています。 

r ■軍 3 -MacOSX には、 Apache1.3 が標準添付されています。それが外の場合にお使いのコン 
ピュータに Apache がインストールされていないときには、設定を行う前に「データを 
送信する」の「システム環境」 （^P.3-6) を参照して、お使いの OS に必要な Apache 
を Apache Software Foundation のホームぺージ （http://www.apache.ora/) からダウン 
口ードしてインストールします。 SSL を使用する場合は、 Apache-SSL オフィシャルサイ 
卜 （http://www.apache-ssl.org /) から SSL に対■応した Apache をダウン□—ドしてインス 
トールしてください。 Apache のインストール後は、起動して正常にサービス動作するか 
確認してください。 

• Mac OS Xをお使いの場合には Apache の設定ファイル (/etc/httpd/httpd.conf) は root 
が保有しているため、次のいずれかを巧ってから WebDAV を設定してください。詳細 
について は、 Macintosh の説明書、または Apache Software Foundation のホームぺージ 

(http://www.apache.org/) を参照してく ださい。 

• Terminal から sudo〕 マン ドまたは su〕 マン ドを使って root 権限を取得する。 

• Finde 「で一時的に Apache の設定ファイルのパーミツシヨンを WebDAV サーノ くを設定 
するユーザに変える （WebDAV サーノ くの設定後にパーミッシヨンは元に戻してくださ 
し、）。 

• WebDAV サーバへの送信は、サーバの認証を受ける必要があります。 WebDAV サー 
バを使用する前に、認証を有効にしてください。認証ち法は、基本認証、ダイジェス 
卜認証で、それが外の認証ち法では認証エラーとなります。ディレクトリタブに、基 
本認証とダイジェスト認証の両方を記述した場合は、最後の記述が有劾になります。 
認証には、 WebDAV サーバのアドレス帳に登録されているユーザをとパスワードを使 
用します。各認証の設定方法の詳細は、八 pache Software Foundation のホームぺージ 

(http://www.apache.org/) を参照してく ださい。 

•本製品では、 Windows Vista への WebDAV 送信は対応していません。しかし、 Windows 
Vista からネットワーク上の WebDAV サーバに送信された文書を閲覧することは可能で 
す。 
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1 httpd . conf を編集します。 

□ 行頭の「#」を削除して、 WebDAV モジュールを組み込みます。 

変更対象となるディレクティブ： 

• 変更お 

扎 oadModule dav_module modules/mod_dav.so 
扎 oadModule dav_fs_module modules/mod_dav_Ts.so 

• 変更後 

LoadModule dav_module modules/mod_dav.so 
LoadModule dav_fs_module modules/mod_dav_fs-so 

□ サーバ名称を設定します。 

変更対象となるディレクティブ： 

• 変更お 

#serverName localhost:80 
• 変更後 

私 erverName localhost:80 

berverName Apache-Serve し ccm.canon.co.jp:80 

□ ユーザディレクトリを変更します。 

変更対象となるディレクティブ： 

• 変更お 

UserDir "My Documents/My Website" 

• 変更後 

# UserDir "My Documents/My Website" 

UserDir "C:/Program Files/Apache G 「 oup/Apache2/users"" 

□ DAV 機能を有効にするたか、が下のディレクティブを追加します。 

く Location / 〜 use し name / WebDAV > 

DAVOn 

</ Location > 

2 SSL 暗号化通信にが要な設定を行ったあと、 Apache サービスが SSL に 
対応した状態で起動するように httpd . conf を変更します。 

詳細については 、 Apache Software Foundation のホームぺージ （ h け p :// www . apaiche . 
org /) を参照してください。 

3 Apache を再起動します。 
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4 本裝品の操巧/はルで宛先を設定します。 

宛先の設定例： 

•サーバ側の設定 

〔: /Program Files/Apache GroLip / Apache 2 配下に users/use し name/WebDAV デイレクトリ 
を作り、データの送信先にする。 

• 本製品の宛先の設定 
くプロトコル> : WebDAV 

[ホストを]: https :// Apache - Server . ccm . canon . co . jp / 

[フオルダへのパス]:/〜 use し name / WebDAV / 

[ユーザを]: (WebDAV サーバの基本認証、ダイジェスト認証に必要なユーザを 
[パスワード]: (WebDAV サーバの基本認証、ダイジェスト認証にお要なパスワー 
の 



•操作パネルの[ホストを]に入力できるのは、半角128文字（全角64文字）が内です。ま 
た、[フォルダへのパス]は半角255文字（全角127文字）が内です。それぞれ制限文字 
数が内になるようにサーバ側を設定してください。 

•タッチパネルディスプレイの表示言語を切り替えると、[ホスト名]や[フォルダへの 
パス]が正しく表示されないことがあります。 

•マスタブラウザとなっているコンピュータと本製品の操作パネルの表示言語が異なる場 
合、[ホスト名]や[フォルダへのパス]が正しく表示されなかったり、参照できない 
ことがあります。 

• IPv 6 ホストに送信するときは、[ホストを]は次の形式で設定してください。 

く IPv 6 アドレス>:くポート番号> 

例： [5 aed :90 a 0: bc 05:01 d 2:568 a :2 fc 0:0001:12 e 421000 
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NetWare ネットワークで使 
用する （ Windows) 


CHAPTER 


本製品を NetWare ネットワークに接続して使用するための設をち巧について説明していま 


す。 

NetWare ネットワークで使用するために必要な作業 .6-2 

プロトコルの設定 .6-3 

フアイ J レサーパ'の設定 .6-6 
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NetWare プリントサービスの設定を行います。（お使いのモデルによっては、コンピュータから印刷、 ファ 
クス送信を巧うにはオプションを追加する必要があります。それぞれに必要なオプションについては「ネッ 
トワークに接続して使巧する場合に必要なオプションとシステム環境」（一 P3-2) を参照してください。） 

が下のいずれかのソフトウェアを使巧してコンピュータ上から設定できます。 

• NWADMIN または PCONSOLE (NetWare に付属の Novell 社製ソフトウェア） 

•キヤノン製の ユー テイリテイ ソフ トウ エア (NetSpot Device Ins ね ller など） 


プロトコルの設定（一 P.6-3) 

プロ トコルの設定を行います。な下のいずれかを使用して設定できます。 

•本製品の操作パネル 
• IJ モ ーhui 

• キヤノン製の ユー テイリテイソフトウ エア （NetSpot Device Ins ね ller など') 


EP 刷またはファクス送信を巧うコンピュータの設定(一 e- マニュアル>ネットワー 

^^] _ 

印刷またはファクス送信を巧う各コンピュータの設定を行います。（お使いのモデルによっては、コン 
ピュータから印刷またはファクス送信を行うにはオプションを追加する必要があります。それぞれに必要 
なオプションについては、「ネットワークに接続して使用する場合に必要なオプションとシステム環境」（一 
P.3-2) を参照してください。） 


ファイルサーバの設定（一 P.6-6) _ 

本製品のファイルの送信先となるコンピュータの設定を行います。（お使いのモデルによっては、データ 
送信機能を使用するにはオプションを追加する必要があります。必要なオプションについては、「ネット 
ワークに接続して使用する場合に必要なオプションとシステム環境」（一 P.3-2) を参照してください。） 


r ■ま3 - Nem / are のプロトコル設定には、オプションの UPS LX プリンタ&スキャナキット （ F モデ 
ルでは 標準装備）、 UPSV 拡張キット、 Send 拡張キットのいずれかをち効にする、また 
は FAX ボード （ F モデルではスーパー G 3 FAX ボードが標準装備）を装着する必要がありま 
す。 

•手順1、2、4の作業は、ネットワーク管理者が行うことをおすすめします。 

•本製品の操作パネル、 NWADMIN 、 PCONSOLE 、 または NetSpot Device Installer が外で設 
定を巧う場合は、お使いのネットワーク環境で TCP / IPV 4 プロトコルが使巧できる必要が 
あります （ IPv 6 には対応していません）。 


NetWare ネットワークで使用するために必要な作業は、次のとおりです。 


NetWare プリントサービスの設定（一 e- マニュアル > ネットワーク） 


NetWare ネットワークで使用するために必 
要な作業 


NetWare ネットワ—クで使用する ( windows ) 
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NetWare ネットワークで使用するために必要な作業 








ここでは、本製品の操作パネルを使用してプ□トコルを設定する方法について説明してし、 
ます。最初に設定を行うときは、本製品の操作パネルを使用してください。 

最初の設定をに設定内容を変更する場合は、本製品の操作パネルな外を使用することもで 
きます。詳細は、 e - マニュアル > ネットワークを参照してください。 


ネットワーク設定画面の [ NetWare 設定]で、な下を設定します。 



< N 幻 Ware を使用 > : [ ON ] 

フレームタイプドロップダウンリストから、使用するフレームタイプを選択します。[自 
動検出]を選択すると、フレームタイプを自動的に判断します。 

プリントサービスドロップダウンリストから、 「 NetWare プリントサービスの設定」い e - 
マニュアル >ネットワーク）で設定したプリントサービスを選択します。プリントサービ 
スの種類はな下のとおりです。 

• Bindery PServer :キューサーバモードで使用します。（バインダリモードのプリント 
サービス） 

• RPrinter :リモートプリンタモードで使巧します。（バインダリモードのプリントサービ 
ス） 

• NDS PServer :キューサーバモードで使用します。 （ NDS のプリントサービス） 

• NPrinter :リモートプリンタモードで使用します。 （ NDS のプリントサービス） 


r ■軍 a [ NetWare 設定]が表示されない場合は、担当サービスにお問い合わせください。 


トコルの設を 
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2 [設定]を押して、プリントサービスの詳細を設定します。 


NDS PServer の設定画面 


其為 


完锐別 




I ビス 



帶！ 口 

1：;詔 J 區 


の〜 255) 
斯 

巧〜 20) 

嘶 


车ュー内での用紙最小限を更 




Bindery PServer の設定画面 


をな ，I 区 




CANON SERVER 


ななを, I 

點パ I 


亡 5' S ^ i 。 完き孩 I 


£。グ」ご S ：。: 


G ] 

I 20 KB 


の〜 2 S 
斯 


-ピス 


_モユー巧での用が最小巧を 


OK j] 


「 NetWare プリントサービスの設定」卜 e - マニュアル > ネットワーク）で設定したツリー 
名、コンテキスト名、 ファイル サーバ名 K プリントサーバ名を設定します。（設定項目は 
プリントサービスによってまなります。各プリントサービスの設定項目は、 e - マニュアル 
>ネットワークを参照してください。） 

設定方法は、[参照]を押して参照画面で各項目をリストから選択する方法と、各項目を 
文字入力する方法があります。 


f Ba 各項目の値を参照画面でリストから選択する場合は、「起動時間の設定」（一 P .5-31) で 

設定した時間が経過してから陵剧を押してください。 

• NDS PServer または NPrinter を参照画面で設をする（ブラウズ権が特をのユーサ 
に限をされていない場合） 

□ 参照画面で[ログインスキップ]を押します。 

ブラウズ権が特定のユーザに限定されていない場合は、 NetWare にログインしなくて 
も設定することができます。 

□ 使用するプリントサーバが属するツリー、使用するプリントサーバが属する 
コンテキスト、使用するプリントサーパを選択します。 

□ NDS PServer の場合は、必要に応じて NDS PServer 設定画面の各項目を設定し 
ます。 

• NDS PServer または NPrinter を参照画面で設まする（ブラウズ権が特をのユーサ 
に限をされている場合） 

□ 参照画面で、ログインする<ツリー>、□グインする<コンテキスト>を選 
択します。 

□ [ログイン]を押して、ネットワークパスワードの入力画面でブラウズ権が 
ちえられているユーザの[ユーザ名]と[パスワード]を入力します。 
ブラウズ権が特定のユーザに限定されている場合は、ブラウズ権がちえられているユー 
ザとして NetWare にログインするぶ、要があります。 

ユーザ名は " CN = usemame " のお式で入力します。バスワードが設定されていない場合 
は、[パスワード]には何も入力しないでください。 


U zetware ネツトワ—クで使用する ( windows ) 
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プロトコルの設定 



□ 使用するプリントサーバが属するツリー、使用するプリントサーバが属する 
コンテキスト、使用するプリントサーバを選択します。 

□ NDS PServer の場合は、必要に応じて NDS PServer 設定画面の各項目を設定し 
ます。 

♦ Bindery PServer または RPrinter を参照画面で設巧する 

□ 参照画面で使用するプリントサーバが属する<ファイルサーバ>を選択しま 
す。 

□ ネットワークパスワードの入力画面で、ファイルサーバの[ユーザ名]と 
[パスワード]を入力します。 

バスワードが設定されていない場合は、[パスワード]には何も入力しないでくださし、。 

□ <プリントサーパ>を選択します。 

□ Bindery PServer の場合は、必要に応じて Bindery PServer 設定画面の各項目を 
設定します。 

♦ NDS PServer または NPrinter を文字入力で設巧する 

□ [ツリー名]にプリントサーバが属するツリー名を、[コンテキスト名]に 
プリントサーバへのコンテキストを、[プリントサーバ名]にプリントサー 
バ名を入力し ます。 

設定例： 

CANON (ツリー名） 

0= CAN 0 N_SALES 
l - OU=SALES 

Lou = sales„i 

し N = IR_PSV (プリントサ-バ） 

上記のような環境の場合、ツリーる、コンテキストるは巧のように入力します。 
(左辺の 「 xx =」 は省略できます。） 

[ツリー名]: CANON 

[コンテキスト名]: ou = SALES _ l . ou = SALES . o = CANON_SALES 
または SALESJ . SALES . CANON_SALES 

□ NDS PServer の場合は、必要に応じてその他の各項目を設定します。 

♦ Bindery PServer または RPrinter を文字入力で設巧する 

□ [ファイルサーバ名]にプリントサーパが属するファイルサーバ名を、[プ 
リントサーパ名]にプリントサーバ名を入力します。 

□ Bindery PServer の場合は、必要に応じてその他の各項目を設定します。 


zetware ネツトワ—クで使用する ( windows ) 


プロトコルの設定 


6-5 


本製品からネットワーク上の コン ピュータにファイルを送信するには、送信先となる コン 
ピュータ（ファイルサーバ）の設定が必要です。 

ここでは、ファイルサーバの設定方法について説明しています。 

r’lBa •お使いのモデルによっては、データ送信機能を使用するにはオプションを追加する必、要 
があります。必、要なオプションについては、「ネットワークに接続して使用する場合に 
お要なオプションとシステム環境」（一 P .3-2) を参照してくだホい。 

• NetWare サーバにファイルを送信するには、本製品の NetWare の設定をな下のようにし 
てください。設定手順は、「プロトコルの設定」（一 P .6-3) を参照してくださし、。 

• < NetWare を使用> : [ ON ] 

• <フレーム タイプ>:お使いの環境にあった フレーム タイプ 
•ここでは、ファイルサーバの設定手順のみを説明しています。実際に本製品からネット 
ワーク上のサーバにファイルを送信するには本製品操作バネルで宛先を設定する必、要が 
あります。宛先の設定ち法は、 e - マニュアル > 送信/ファクスを参照してください。 
•お使いの環境によっては権利の設定など、詳細な設定がお要な場合があります。詳しく 
は、お使いの環境のネットワーク管理をにご相談ください。 


7 NetWare に Admin (または同等の権利を持つユーザ）としてログイン 
したあと、本聲品からデータを送信するユーザとパスワードを設定しま 
す。 

ユーザ名は半角24文字（全角12文字）な内、パスワードは半角24文字な巧で設定します。 

2宛先として使用するディレクトリを作成したあと、データを送信する 
ユーザの書き込みを許可します。 


アイルサーバの設を 
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ファイルサーバの設定 




3 本製品の操作パネルで宛先を設定します。 

宛先の設定は、[参照]を押してリストから選択するち法と、各項目を押して文字入力す 
るち法があります。 



宛先の設定例： ( NDS の場合) 


TREE=CANON 


SALES 

I — SALES」P 


- share—vol ( volume ) 

I - data ( directory ) 

- ochiai ( user ) 


— SALES US 



maki ( user ) 


' - nakamura ( user ) 


MARKETING 
- Tokyo 


- fukasawa ( user ) 


' - Yokohama 

上記のようなツり一構造において share _ vol の data にデータを送信したい場合、ユーザア 
カウントの位置によつてホスト名とフォルダへの/くスの設定が変わります。 


ファイルサーバの設定 
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• (例 1) SALESJP に ochiai さんのユーザアカウントがある場合 

[ホストを]: SALES _ JP . SALES.TRE 卜 CANON 

[フォルダへのパス]: share _ vol¥data 
[ユーザを]: CN^ochiai 

[パスワード]: (上記ユーザのパスワード） 

• (例 2) SALESJJS に mak はんのユーザアカウントがある場合 

[ホスト名]: SALES _ US . SALES.TREE 二 CANON 

[フォルダへのパス]: share _ vol . SALES 」 P.¥data 

(¥ da ねの前にピリオドが1つ必要です。） 

[ューザを]: CN=maki 

[パスワード]: (上記ユーザのパスワード） 

• (例 3) SALES に nakamura さんのユーザアカウントがある場合 

[ホストを]: SALES . TREE 二 C 八 NON 

[フォルダへのパス]: share _ vol . SALES _ JP¥data 
[ユーザ名]]: CN=nakamura 

[パスワード]: (上記ユーザのパスワード） 

• (例 4) Tokyo に fukasawa さんの：！ーザアカウントがある場合 

[ホストを]: Tokyo . MARKETING . TREE=C 八 NON 

[フォルダへのパス]: share _ vol . SALES _ JP . SALES..¥da ね 

(¥ da ねの前にピリオドが2つ載要です。） 

[ユーザを]: CN=fukasawa 

[パスワード]: (上記ユーザのパスワード） 

宛先の設定例：（バインダリの場合） 

•サーバ側の設定 

[ ファイルサーバ名 ]: TOPMAX-SERVER 

SYS ボリュームの ¥ CSG をファイルの送信先にする。 

• 本製品の宛先の設定 

く プロ トコ ル > : NetWare ( IPX ) 

[ホストを]: TOPMAX-SERVER (ファイルサーバを) 

[フォルダへの/ くス]: SYSVCFG 

[ユーザを]: (手順1で設定したユーザを） 

[パスワード]: (上記ユーザのパスワード） 
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ファイルサーバの設定 


G 


重要 


•各項目の値を参照画面でリストから選択する場合は、「起動時間の設定」（一 P .5-31) で 
設定した時間が経過してから陵照]を押してください。 

•操作パネルの[ホストを]に入力できるのは、半角128文字（全角64文字）が内です。ま 
た、[フォルダへのパス]は半角255文字（全角127文字）が内です。それぞれ制限文字 
数从内になるようにサーバ側を設定してください。 

•タッチパネルディスプレイの表示言語を切り替えると、[ホスト名]や[フォルダへの 
パス]が正しく表示されなかったり、参照できないことがあります。 

• NDS の場合は次のことにま意してください。 

-[ホストを]には、ユーザがログインするコンテキストを指定します。 
左辺のオブジェクトタイプを「 XX 二」は省略できますがツリーをの 「. TREE 二」の部分は 
省略でさません。 

. [フォルダへのパス]には、ユーザのコンテキストからの相対パスを指定します。 

ユーザをは'' C ： N = username '' の形式で入力してください。 

-□グイン先のユーザアカウントと送信先のボリュームオブジェクトが同一階 
層にない場合には、相対パスの階層に応じて、ピリオドが必要になります。 
例えば、1つ上の階層を示す場合にはピリオドが1つ（例 2) 、2つ上の階置を示す場合 
にはピリオドが2つ（例 4) 必要になります。 


zetware ネツトワ — クで使用する (windows} 
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6-10 ファイルサーバの設定 



NetBIOS ネットワークで使 
用する 


CHAPTER 


本製品を NetBIOS ネットワークに接続して使用するための設をち巧について説巧していま 
す。 


NetBIOS ネットワークで使用するために必要な作業 .7-2 

プロトコルの設定 .7-3 

T び / IP の設定 ( IPv 4).7-3 

SMB と WINS の設定 .7-3 

フアイ J レサーパ'の設定 .7-6 

TCP / IP ネットワークの接続 .7-6 

NetBIOS ネットワークと共有フォ J レダの設定 .7-7 













NetBIOS ネットワークで使用するために必要 
な作業 


NetBIOS ネットワークで使用するために必要な作業は、次のとおりです。 

プ□卜〕ルの設を（一 P .7-3) 

プロトコルの設定を行います。峽下のいずれかを使用して設定できます。 

•本製品の操作パネル 
• U モ ー hui 


B EP 刷またはファクス送信を巧うコンピュータの設定(一 e - マニュアル >ネットワー 

1 ^_ 

印刷またはファクス送信を巧う各コンピュータの設定を行います。（お使いのモデルによっては、コン 
ピュータから印刷またはファクス送信を行うにはオプションを追加する必要があります。それぞれに必要 
なオプションについては、「ネットワークに接続して使用する場合に必要なオプションとシステム環境」（一 
P .3-2) を参照してください。） 


[ファイルサーバの設を（一 P .7-6) 

本製品からのファイルの送信先となるコンピュータの設定を行います。（お使いのモデルによってはデー 
夕送信機能を使用するには、オプションを追加する必要があります。必要なオプションについては、、「ネッ 
トワークに接続して使巧する場合に必要なオプションとシステム環境」卜 P .3-2) を参照してください。） 


重要 


•手順1、3の作業は、ネットワーク管理者が行うことをおすすめします。 

•本製品では、 Net 目 IOS ネットワークで対応しているべースプロトコルは TGVIPV 4 のみで、 
TCP / IPV 6、 Net 目 EUI には対応していません（プリントアプリケーシヨンは SMB を使用しま 
す）。 
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トコルの設を 


ここでは、本製品の操作パネルを使用してプ□トコルを設定するち法について説明してい 
ます。最初に設定を行うときは、本製品の操作パネルを使用してください。 

最初の設定をに設定内容を変更する場合は、本製品の操作パネルな外を使用することもで 
きます。詳細は、「ネットワーク設定項目一覧」（一 e - マニュアル > ネットワーク）を参照 
してください。 


の設定 (IPv4) 


7 TCP / IPV 4 の設定を行います。 

TCP / IPV 4 の設定を行っていない場合は、「第5章 TCP / IP ネットワークで使用する」の 「 TCP / 
IPv 4 の設定」卜 P .5-3)、 および rTCP / IPv 4 と TCP / IPv 6 に共通の設定」卜民 5-19) を参 
照して設定を行います。 


f 龍重 a IPv 6 には姉なしてし、ません。 


と WINS の設定 


本製品を NetBIOS ネットワーク上で使用するには、本製品の SMB の設定が必要です。 
WINS による名前解決を使用する場合は、続いて WINS の設定を行います。 

SMB 設定には、オプションの UPSLX プリンタ&スキヤナキット （ F モデルでは標準装備)、 
UPSV あ張キット、 Send あ張キットのいずれかをち効にする、または FAX ボード （ F モデ 
ルではスーパー G 3 FAX ボードが標準装備）を装着するぶ、要があります。 

WINS (Windows Internet Name Service ) は 、 NetBIOS 名 （NetBIOS ネットワークでのコン 
ピュータ名やプリンタ名）と、 IP アドレスを巧応させるサービスです。 WINS を使用するには、 
WINS サーバの IP アドレスの設定が必要です。 


. ツトワ—クで使ちする 


プロトコルの設定 
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7 ネットワーク設定画面の [ SMB サーバ設定]で、が下を設定します。 





■SMB ヴ ー / 巧使用 ON OFF 1 

."---JC J 

■ 'msmk ) 

■ LM7 ナウンスを使用 ON 1 OFF 1 

或]にリンタ J 

午の它ル 1 OK j| 



今 



< SMB サーバを使用>を [ ON ] : SMB サーバの使用が巧能です。 

[サーバ名]に、本製品が属するコンピュータ名を入力します。ネットワーク上の他のコ 
ンピュータやプリンタなどで使用しているる前と重複しない名前を入力してください。全 
巧文字を使用することもできます。 

[ワークグループる]に、本製品が属するワークグループるを入力します。お使いの環境 
にワークグループがない場合は、 Windows 上でワークグループを作成して、そのワークグ 
ループ名を入力してください。全角文字を使用することもできます。 

[コメント]に、お要に応じてプリンタに関するコメントを入力します。プリンタの情報 
を見るときに、ここに指定したコメントが表示されます。全角文字を使用することもでき 
ます。 


本製品のを在を LAN Manager に通がする場合は、< LM アナウンスを使用>を 「 ON 」 に 
します 。 LAN Manager から本製品を参照するぶ、要がない場合は、 [ OFF ] を選択するとネッ 
トワークのトラフィックを抑えることができます。 

SMB プリンタを設定するには、 [ SMB プリンタ設定]を巧して、< SMB 町制を使用 > を rON 」 
にしたあと、[プリンタ名]に本製品のプリンタるを入力します。 


重要 


• [ワークグループ名]にドメインるを指定することはでをません。 

• [サーバる]と[ワークグループる]にスペースをさめることはでをません。 

•お使いのモデルによっては、コンピュータから巧刷またはファクス送信を行うには、才 
プションを追加する必要があります。それぞれにぶ、要なオプションについては、「ネッ 
トワークに接続して使巧する場合にぷ要なオプションとシステム環境」卜 P .3-2) を参 
照してください。 

• [プリンタ名]にスペースを合めることはできません。 
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プ□トコルの設定 



2 


WINS の設定を行う場合は、 TCP / IP 設定画面の [ WINS 設定]で、な下 
を設をします。 



< WINS による名前解決>を [ ON ] : WINS のる前箱みを使用できます。 [ WINS サーバア 
ドレス]に、 WINS サーバの IPv 4 アドレスを入力してください。 

お使いのネットワーク環境のコンピュータ側でスコープ ID を設定してるときは、[スコー 
ブの] を入力します。スコープ ID は、プリンタ、コンピュータが使用できる範囲をみめ 
るための識別子です。 WINS の名前箱みを使用する場合もしない場合も、スコープ ID を参 
照します。 


重要 


• IPv 4 アドレスの決定モ法が DH びの場合、 DHCP サーバから WINS サーバの IPv 4 アドレスを 
取得できるときにはいつでも、 DHCP サーバから取得した IPv 4 アドレスが上書きされま 
す。 

•スコープのを設定したときは、スコープ ID が異なるコンピュータとは通信できません。 

• お使いのネットワーク環境のコンピュータ側でスコープ ID を設定していないときは、 
[スコープ ID ] は空欄にしておいてください。 


プ□トコルの設定 
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本製品からのファイルの送信先となるコンピュータに TCP/IP クライアントソフトウェアを 
インストールして、 TCP/IP ネットワークを使用できるようにします。詳しくは、 0 S の説明 
書を参照してください。 

TCP/IP ネットワークでは、 FTP サーバを本製品からのデータの送信先とすることもできま 
す。 FTP サーパの設定ち法については、「ファイルサーパの設定」（一 P .5-32) を参照して 
ください。 



アイルサーバの設を 


本製品からネットワーク上のコンピュータにファイルを送信するには、送信先となるコン 
ピュータ（ファイルサーバ）の設定が必要です。 NetBIOS ネットワークでは、 Windows の 
共有フォルダ、 UNIX/Linux + Samba の共ちフォルんおよび Mac 0 S X+Samba の共有フォ 
ルダへファイルを送信します。ここでは、共有フォルダの設定手順について説明しています。 




’ Samba は、 2.2.8 a な降に姉芯しています。 

I お使いのモデルによっては、データ送信機能を使用するには、オプションを追加する必 
要があります。必、要なオプションについては、「ネットワークに接続して使用する場合 
にぶ、要なオプションとシステム環境」（一 P .3-2) を参照してください。 


■ここでは、本製品からのデータの送信先となるコンピュータの設定手順のみを説明して 
います。実際に本製品からネットワーク上のサーバにデータを送信するには、本製品操 
作バネルで宛先を設定するぷ要があります。宛先の設定方法は、 e - マニュアル > 送信/ 
ファクスを参照してください。 


ここで説明する操作の手順は、共ちフォルダの設定手順例です。お使いの環境によって 
は設定手順がまなることがあります。 



TCP / IP ネットワークの接続 




ネツトワ—クで使用する 
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ファイルサーバの設定 



Windows 2000 /XP/S| 猫臟ぶ ) 03/Vista をお使いの場合 

ファイルサーバの設定は、ネットワーク管理者が行うことをおすすめします。 

Windows 2000 / XP/Server 2003 /Vis ねには、アクセスできるユーザ数またはクライアント数 
に制限があります。このユーヴ数またはクライアント数を超えた場合、 Windows 2000/ XP / 
Server 2003 /Vista にデータを送信することはできません。 

手順中の画面や項目名は、 Windows 2000のものです。お使いの OS の種類によっては、項 
目名などが異なることがあります。 

メモ I Windows Vista をお使いの場合には、操作の途中で確認ダイアログが表示されることがあ 
ります。そのようなときには、ユーザるとパスワードを入力してくだホい。詳細は 、 OS 
の説明書などを参照してください。 


管理者の権限で Windows にログオンしたあと、[口ーカルエリア接続の 
プロパティ]ダイアログボックスで、 [Microsoft ネットワーク用クライ 
アント]、 [Microsoft ネットワーク用ファイルとプリンタ其ち]、[イン 
夕ーネツトプロトコル (TCP/IP)] のすべてにチェックマークを付けます。 


括扬のモ注：_ 

I が 3Com 30918 Integrated Fast Ethernet Controller <309056-FX 

[ 巧ぶ 吃 ） I 

チェゥク 7 —クがオソこねっている]ンポーネントびこの括巧でほ用されていますり)： 

ーゴ Mcroso けイ、》トワ-ウ南ウつイント *1 

因巧 M icrosoH 末》トヮ-ク巧ファんレとプリンタ共ち 

1，1 I • I 

_インストールか.」_目 I 瞬が_ I _ブロレ-.,巧」 

i がち- ---- --- —— 


厂巧椅巧けスウ "- にアイ ] シモま示する地 > 


_ OK I _ キャンむル J 

A [インターネットプロトコル （ TCP/IP)] をダブルクリックして、[インター 
ネットプロトコル (TCP/IP) のプロパティ]ダイアログボックスを表示 
します。 


NetBIOS ネツトワ—クで使用する 


ファイルサーバの設定 
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3 [全般]ページで[詳細設定]をクリックしたあと、 [ WINS ] ページで 
[NetBIOS over TCP / IP をち効にする]を選択します。 

4 'ぶ要に応じてコンピュータを再起動します。 

5コンピュータをを確認します。 



をぉ G ^50 P ]| 詳細設定1 


1^1 みの槪 G をほってネットワーク上でこの]ンビュー巧甜則します。 

(コンビユ ー5 を： SWAN J 

ワ—クウル—フのプンむ： WORKGROUP 

〕ンピュ-夕の郎がが：_ 


なま:上 i 己の晒ん巧まとなる〕ンビュ-夕抓た回再おれした後でち巧となりまん 


0 K I _キャン它ル」_通用踏 


Windows 20日日の場合は、[マイ〕ンピュータ]の[管理をクリックして[コンピュータ 
の管理]ウィンドウを開きます。[コンピュータの管理（口ーカル)]の[プロパティ]を 
選択して[コンピュータの管理（口ーカル）のプロパティ]ダイアログボックスを表示して、 
[ネットワーク ID ] ページで[コンピュータる]を確 IE します。 

WindowsXP / Serve 「 2003の場合は、[マイコンピュータ]の[プロバティ]を選択して、[コ 
ンピュータる]ページで[変更]をクリックします。[コンピュータるの変更]ダイアログボッ 
クスで[詳細]をクリックして、 [ DNS サフィックスと Net 团 OS コンピュータ名]ダイア 
ログボックスを表示して、 [ Net 团 OS コンピュータる]を確認します。 

Windows Vista の場合は、他の OS と同様に操作して [ DNS サフィックスと NetBIOS コン 
ピュータ名]ダイアログボックスを表示して、 [ NetBIOS コンピュータる]を確認します。 
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6 [マイコンピュータ]の[管理]をクリックして、[コンピュータの管理] 
ウインドウを開き、[システムツール]の中の[口ーカルユーザーとグルー 
プ]の[ユーザー]フォルダから[新しいユーザー]を選択します。 



7 [新しいユーザー]ダイアログボックスで、[ユーザーる]、[パスワード]、 
[パスワードの確認入力]を入力して、[作成]をクリックします。 


区 6しい ユーザー 


ュ-ザ-を山 )：【 [userl 
フルネームを)： I 

巧日月也〉： I 


P******** 

バスワ_ドの巧!忍入力に)： F ******** 

广 ]— ザーはホ回□ヴオン 巧に バスりードのを まげぶ要(凹) 
r ユーヴーはバスワードをま更 できねいを） 

广バストドを關風こする処> 

广アカウントを巧规こする(巨〉 


r 巧巧ち） II 巧じるぬ ）I 


ユーザー をは半角 20 文字(全角 1 日 文字)が内、パ スワ ー ドは半角 14 文字が内で設定します。 

[ユーザーは次回ログオン時にパスワードの変更が必要]にチェックマークを付けて新規 
ユーザを追加した場合は、新規ユーザはいったんパスワードを変更してからでないと、本 
製品からファイルを送信することはできません。（本製品でパスワードを変更することは 
できません。） 


メモ I Active Directory 環境では、ユーザの登録手順は上記と異なります。詳細は、 Windows の 
説明書を参照してください。 


ファイルサーバの設定 
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其有するフォルダのプロパティダイアログボックスを開き、[なち]ペー 
ジで[このフォルダを巧ちする]を選択したあと、[其ちる]を入力します。 



アクセス許可を設定します。 

♦其ちフォルダを作成したドライブが FAT または FAT 32 フォーマットの場合（比 
キュリテイ]タブがない場合） 

□ [アクセス許可]をクリックして、ダイア□グボックスをま示します。 

共ちするフォルダへのアクセスを許可するユーザまたはグループを選択して、[アクセ 
ス許巧]で、[変更]と[読み取り]の両方にチ I ックマークを付けます。 



参其ちフォルダを作成したドライブが NTFS フォーマットの場合 

□ [セキュリティ]ぺージをま示します。 

共ちするフォルダへのアクセスを許可するユーザまたはグループを選択あるいは追加 
して、[アクセス許巧]で、[書き込み]と[読み取りと実行]な上のアクセス権を設 
定します。フォルダ内のファイルには、[書を込み]と[読み取り]な上のアクセス権 
を設定します。 
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メモ I • WindowsXP で[セキュリティ]タブを表示するには、 WindowsXP のフォルダオプシヨ 
ンで[簡易ファイルの共ちを使用する]のチェックマークを外します。 

[簡易ファイルの共ちを使用する]にチェックマークを付けると、ファイルを共ちする 
こともできます。お使いの環境に合わせて設定してください。 

詳しい手順は 、 Windows XP の説明書を参照してください。 

• Active Directory 環境では、共ちフォルダのセキュリティの設定手順は上記と異なりま 
す。詳細は、 Windows の説明書を参照してください。 

10 本製品の操巧/はルで宛先を設定します。 

宛先の設定は、惨照]を押してリストから選択する方法、[ホスト検索]を押して検索す 
るち法、および各項目を文字入力するち法があります。 

宛先の設定例： 

•サーバ側の設定（上記手順で設定、確認した内容） 

[コンピュータを ]: swan 
[共有を]: share 

share の中に Images というフォルダを作り、 Images をデータの送信先にする。 

• 本製品の宛先の設定 

くプロ トコル> : Windows ( SMB ) 

[ホストを]: ¥¥ swan¥share (共通フォルダのパス） 

[フオルダへのパス ]: ¥lmages 

[ユーザ名]: (上記手順で設定したユーザ名） 

[パスワード]: (上記ユーザのパスワード） 



•各項目の値を参照画面でリストから選択する場合は、「起動時間の設定」い P .5-31) で 
設定した時間が経過してから惨照]を押してくださぃ。 

•操作パネルの[ホストを]に入力できるのは、半角128文字（全角64文字）が内です。ま 
た、[フォルダへのパス]は半角255文字（全角127文字）が内です。それぞれ制限文字 
数从内になるように、サーバ側を設定してくださぃ。 

•タッチパネルディスプレイの表示言語を切り替えると、[ホスト名]や[フォルダへの 
パス]が正しく表示されなかったり、参照できなぃことがあります。 

•マスタブラウザとなってぃるコンピュータと本製品の操作パネルの表示言語が異なる場 
合、[ホストを]や[フォルダへのパス]が正しく表示されなかったり、参照できなぃ 
ことがあります。 



NetBIOS ネツトワ I クで使用する 
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物 メモ I •宛先の[ホスト名]は、次の形式で指定することもできます。後者の場合は DNS サーバ 
が必要です。 

¥¥192.1 68.2.100¥share 

¥¥host_name.oraanization.company.co.jp¥share 
•宛先の[ユーザを]は、次の形式で指定することもできます。 

.domain_name¥Lise し name (ド y インをは半角15文字（全角7文字）が内、ユーザをは 
半角20文字（全角1日文字）从内） 

• user_nanne@organization.company.com (全部で半角128文字（全角64文字）が内） 
この形式は、 Windows 2000 /Server 2003 /Vista がドメインコントローラとなつているド 
メインに属している Windows 200日/ XP/Server 2003 /Vista に送信するときのみ、指定巧 
能です。 

UNIX/Linux/Mac OS X T Samba をお使いの場合 

Samba は、 2.2.8a な降に対応しています。 

お使いの環境によっては、 Samba を使用するための詳細な設定が必要な場合があります。 
詳しくは、お使いの環境のネットワーク管理者にご相談くださし、。 

7 Samba のな有フォルダにアクセスするユーザとパスワードを設定しま 
す。 

ユーザ名は半角20文字な内、パスワードは半角14文字な巧で設定します。 

参 UNIX/Linux : 

□ ワークステーシヨンにスーパーユーザとしてログインしたあと、ユーザ名と 
パスワードを設定します。 

• MacOSX ： 

□ Macintosh の説明書を参照して、ユーザ名とパスワードを設定します。 


NetBIOS ネツトワ—クで使用する 
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2 本製品の操作パネルで宛先を設定します。 

宛先の設定は、惨照]を押してリストから選択する方法、[ホスト検索]を押して検索す 
るち法、および各項目を文字入力するち法があります。 

宛先の設定例： 

•サーバ側の設定 

[コンピュータを]: swan 
[共有を]: share 

share の中に Images というフォルダを作り、 Images をデータの送信先にする。 

• 本製品の宛先の設定 

くプロ トコル> : Windows (SMB) 

[ホストを]: ¥¥swan¥share (共有フォルダのパス） 

[フォルダへのパス]: VImages 

[ユーザを]: (上記手順で設定したユーザ名） 

[パスワード]: (上記ユーザのパスワード） 

画面の例は、 Windows 2000 /XP/Server 2日 CB/Vista の画面（一 P.7-7) を参照してください。 


tmmm •各項目の値を参照画面でリストから選択する場合は、「起動時間の設定」卜 P.5-31) で 
設定した時間が経過してから惨照]を押してください。 

•操作パネルの[ホストを]に入力できるのは、半角128文字（全角64文字）が内です。ま 
た、[フォルダへのパス]は半角255文字（全角127文字）が内です。それぞれ制限文字 
数が内になるように、サー/く側を設定してください。 

•タッチパネルディスプレイの表示言語を切り替えると、[ホスト名]や[フォルダへの 
パス]が正しく表示されなかったり、参照できないことがあります。 

•マスタブラウザとなっているコンピュータと本製品の操作パネルの表示言語が異なる場 
合、[ホストを]や[フォルダへのパス]が正しく表示されなかったり、参照できない 
ことがあります。 

な每 メモ I •宛先の[ホストを]は、次の形式で指定することもできます。後者の場合は DNS サーバ 
が必要です。 

¥¥192.1 68.2.1 OOVshare 

¥¥host_name.oraanization.company.co.jp¥share 
•宛先の[ユーザを]は、次の形式で指定することもできます。 

.domain_name¥user_name (ド/インをは半角15文字（全角7文字）が内、ユーザ名は 
半角20文字（全角10文字）内） 


zetBIOS ネツトワ I クで巧用する 
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AppleTa 化ネットワークで 
使古する （ Macintosh) 


CHAPTER 


AppleTalk ネットワークに接続して本製品を使用するための設をちまについて説巧していま 
す。 


AppleTalk ネットワークで使用するために必要な作業 .8-2 

プロトコルの設定 .8-3 



8-1 






AppleTalk ネットワークで使用するために必 
要な作業 


AppleTalk ネットワークで使用するために必要な作業は、次のとおりです。 

Macintosh のネットフ-クの設を 

冉 ppleTalk ネットワークの設定を巧うには、 Macintosh の説明書を参照して AppleTalk を有効にしてくだ 
さい。 


プ□卜〕ルの設を（一 P .8-3) 

本プロトコルの設定を行います。於下のいずれかを使用して設定できます。 

•本製品の操作パネル 
• I巧一 hui 

• キヤノン製の ユー テイリテイソフトウエア （NetSpot Device Ins ね ller など) 


[ in 刷を巧うコンピュータの設をトトマニュアル>ネットワーク) 

印刷を行う各コンピュータの設定を行います。 


重要 


• AppleTalk のプロトコル設定には、オプションの UPS LX プりンタ&スキャナキット （ F モデ 
ルでは標準装備）、 UPS V 拡張キットのいずれかを有効にする必要があります。 

•お使いのモデルによっては、巧刷するにはオプションを追加する必要があります。必要 
なオプションについては、「ネットワークに接続して使用する場合に必要なオプション 
とシステム環境」（一 P .3-2) を参照してください。 

.手順2の作業は、ネットワーク管理者が行うことをおすすめします。 
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AppleTalk ネットワークで使用するために必要な作業 







プロトコルの設を 


ここでは、本製品の操作パネルを使用してプ□トコルを設定する方法について説明してい 
ます。最初に設定を行うときは、本製品の操作パネルを使用してください。 

最初の設定をに設定内容を変更する場合は、本製品の操作パネルな外を使用することもで 
きます。詳細は、 e - マニュアル > ネットワークを参照してください。 


重要 


お使いのモデルによっては、 AppleTalk ネットワークで印刷するにはオプションを追加す 
るが要があります。必要なオプションについては、「ネットワークに接続して使巧する場 
合にぷ要なオプションとシステム環境」（一片 3-2) を参照してくだホい。 


7 ネットワーク設定画面の [AppleTalk 設定]で、な下を設定します。 



< AppleTalk を使用 > を [ ON ] : AppleTalk ネットワークを使用できます。 

[サービスの名称]に、半角32文字（全角16文字）な下でプリンタの名称を入力します。 
ここで設定したる称が Macintosh のプリンタ画面に表示されます。 

お使いのネットワーク環境にゾーンが設定されている場合は[サービスが登録したゾーン] 
にゾーン名称を入力します。 


重要 


• プリンタが同じブーン内に複数あるときは、それぞれ固有の名称を付けてください。 
•ゾーン名称は、[参照]を押してリストから選択することもできます。 


プロトコルの設定 
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さ pleTiilk ネツトワ—クで使用する ( Macintosh ) 



トコルの設定 




ファクス送信機能をお使い 
になるおに 


CHAPTER 


ファクス送信の設まやユーザ情報の登録ちまなど、本製品のファクス機能を使用する前に 
ミロっておいてほしいことを説明しています。 


ファクス送信の設定 .9-2 

表示言語の切旨の設疋 . 9-4 

電話回線の種類を選択する（回線種類の選択） に 3】 .9-4 

日付/時刻を設定する（日付/時刻設定） . 9-5 

本製品のファクス番号を登録する（ユーザ電話番号の登録） . 9-6 

個人の名称を登録する（発信人名称の登録） . 9-9 

会社や部署のを称を登録する（ユーザ略称の登録） . 9-10 
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クス送信の設を 


本製品を設置したあと、使用を始める前に設定、登録が必要な項目と、その設定ち法につ 
いて説明します。 

f 龍 重 3 お要な登録を正しく行わずにご利用になりますと、正しく機能しない場合があります。 

メモ I ファクスを送信するには、 FAX ボード （ F モデルはスーパ ー G 3 FAX ボードが標準装備） 
がぶ、要です。 

■ファクス回線種別の登録 

オプションの FAX ボード （ F モデルはスーパ ー G 3 FAX ボードが標準装備）を装着して 
いる場合は、接続する通信回線の種類を選択する必要があります。 

電話回線の種別は、電話会社とお客様の契約にもとづいて設定されています。ダイヤル 
回線（パルス回線）かプッシュ回線（トーン回線）かを確認して、正しい登録をしてく 
ださい。（一 e - マニュアル > ち信/ファクス） 

スーパ ー G 3 FAX ボード （2 回線用）またはスーパ ー G 3 FAX ボード （2/ 3回線用）を 
装着している場合は、増設した通信回線の種類を選択する必要があります。（一 e - マニュ 
アル > 送信/ファクス） 

■ ダイヤルインの契約 

オプションの FAX ボード （ F モデルはスーパ ー G 3 FAX ボードが標準装備）を装着した 
場合は、ダイヤルインサービスを利用することができます。ダイヤルインサービスとは、 
1本の電話回線で複数の番号を利用できるサービスです。ダイヤルインサービスを利用 
するには、 N 打とダイヤルインの契約をする必要があります。（一 e - マニュアル > 送信 
/ファクス） 


クス送信の設ま 



■ 発信元記録の登録 

フアクスで送信した相手の記録紙に印字される発信元の情報を登録します。 

登録された発信元記録は、な下のようにプリントされます。また、受信側の機種によつ 
ては、通信中の画面などに発信元記録がま示されます。 


日付 時亥リ ファクス番号こちらの名前相手のを前原稿枚数 



•日付と時刻 

-送信した日付と時刻が記録されます。 

•ファクス番号 

-本製品のファクス番号が記録されます。 

•こちらの名前 

. ユーザ略称や発信人名称に登録されている名称が記録されます。 

•相手の名前 

•宛先まを利用して送信する場合、相手先の名称も登録されていると、その名称が記録 
されます。 （一 e - マニュアル > ち信/ファクス） 

•原稿枚数 

-何枚目の原稿か記録されます。 

メモ I •発信元記録の各項目が登録されていても、発信元記録を印字しないように設定すること 
がでをます。（一 e - マニュアル > 送信/ファクス） 

•発信元記録を巧字するように設定されていて、登録されていない項目がある場合は、登 
録されている項目と原稿枚数が巧字されます。 

•相手の名前を巧字するには、送信/受信仕様設定（初期設定/登録）の発信元記録で、 
相手先略称の表示を 「 ON 」 に設定してください。 

• SSO - H による認証でログインしている場合は、発信人る称としてログインユーザ名を選 
択することがでいます（発信人名称のリストの「99」にログインユーザ名が表示されま 
す）。 SSO - H によるログインサービスについては e マニュアル > MEAP / SSO を参照してく 
ださい。 


ファクス送信機能をお使いになる前に 


言語の切替をする場合は、あらかじめま示言語の切替を 「 ON 」 に設定してから宛先まや発 
信人名称などの登録をしてください。 

ま示言語の切替を 「 ON 」 にした場合、 「 OFF 」 に設定していたときに登録した宛先まや発信 
人名称などが、正しくタッチパネルディスプレイにま示されないことがあります。この場 
合は、ま示言語の切替を 「 ON 」 にしてから登録しなおすか、 「 OFF 」 のまま使用してください。 

ま示言語の切替（一 e - マニュアル > 初期設定/登録）を 「 ON 」 に 設定して いる 場合は、「か 
な漢」「カタカナ」「記号（全を）」「コード入力」モードは使用できません。 


電話回線の種類を選択する（回線種類の選択）に3】 


本製品に接続する電話回線の種類を設定します。 

設定が誤っていると通信することができません。電話回線の種類を確認して、正しく設定 
してください。 


重要 


ここで選択する電話回線の種類は、標準回線（回線 1) のものです。増設した回線の種 
類の選択は e - マニュアル > 送信/ファクスを参照してください。 


メモ I この設定を行うには、オプションの G 3 FAX ボード （ F モデルはスーパ ー G 3 FAX ボード 
が標準装備）がお要です。 


7 © (初期設定/登録）一[送信/受信仕様設定]一（ファクス設定）[回 
線設を]一[回線 1] 一[回線種類の選択]を押します。 

2回線の種類を選択したあと、 [0 K ] を押します。 

電話回線の種類がわからないときは、最寄のお客様が契約している電話会社の支店、営業 
所にお問い合わせください。 


クス送信の設定 


曰付/時刻を設定する（日付/時刻設定) 


現在の日付と時刻を設定します。設定した時刻と日付は、時刻指定機能の基準時刻になり 
ます。 

• GMT : グリニッジ標準時を GMT (Greenwich Mean Time ) と呼びます。 

•タイムゾーン：世界の地域別標準時間帯は 、 GMT (+日時）からの時差 （±12 時間が内）を使 
巧して各国の標準時間帯としています。この時差を使用している地域をタイムゾー 
ンといいます。日本の標準時はこれより9時間先行しているため、に MT +09: 
00] を設定します。 

•サマータイム：国によっては、夏季に時間を進める夏時間を採用しています。この夏時間をサマー 
タイムと呼びます。 


メモ1 初期設定/登録の設定によって、ネットワーク上のサーバとの日付/時刻あわせを自動 

的に行うこともできます。 （^ TCP / IPv 4 の設定： P .5-3) 


7 @ (初期設定/登録）一[システム管理設定]一[日付/時刻設定]を 

押します。 

2 ©〜◎ (テンキ ー） で、現在の日付饱暦、月、日）と時刻を入力します。 



年は西暦の4巧を入力します。 


月日、時刻は日を含む4析の数字を入力します。時刻の表示お式は24時間制です。 

例： 5月6日 ^ 0506 
7時5分 ^0705 
23時18分 -^2318 


ファクス送信機能をお使いになる一刖に 


クス送信の設定 
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• タイムゾーンを設まする場合 

□ タイムゾーンドロップダウンリストを押したあと、タイムゾーンを選択しま 
す。 

• サマータイムを設巧する場合 

□ [ ON ] 一 [開始日]を押します。 

□月、日のド□ップダウンリストを押したあと、設定する項目を選択します。 

□ [-] [+] を押して時刻を設定したあと、 [0 K ] を押します。 

□ [終了日]を押して、開始日と同じように終了日の設定をしたあと、 [0 K ] 
を押します。 


啄メモ 1 サマータイムを設定すると、開始日から終了日までの一定期間、本製品の基準時刻を自 
動的に1時間進めることができます。 

3 [0 K ] を押します。 


本製品でファクスを使用するときのファクス番号を登録します。登録したファクス番号は、 
原稿を送信したとき、発信元記録として相手先の記録紙にプリントされます。 

相手先の機種によっては、通信中にタッチパネルディスプレイなどにま示されます。 

G 4 FAX ボードを装着した場合と、 G 3 FAX ボードを装着した場合ではま示される画面が異な 
ります。 


r ■閱 ここで登録する電話を号は、標準回線（回線 1) のものです。増設した回線の電話番号 
の登録は、 e - マニュアル > 送信/ファクスを参照してください。 

メモ I この設定を行うには、オプションの FAX ボード （ F モデルはスーパー G 3 FAX ボードが標 
準装備）が必、要です。 


7 @ (初期設定/登録）一[送信/受信仕様設定]一（ファクス設定）[回 
¥設を]一[回線 1] 一[ユーザ電話香号の登録]を押します。 


クス送信の設定 


ファクス送信機能をお使いになる前に 


2 登録するファクスき号を©〜© (テンキー）で入力したあと、 [0 K ] 
を押します。 


もラン モーで 入力してくださしし(最大20が） 


I 每 =012 拙 ) [XXXXI 

3 ペー L J ィ」 >1 が 7 I 


表示される項目 


[スぺース ] : 


局番とファクス番号の間に空白（スペース）を入れる場合に使用し 
ます。 

ファクス番号に国番号を入れる場合に国番号とファクス番号の間に 
使巧します。 

カーソルを移動するときに押します。 


[◄][►]: カーソルを移動するときに押します。 

[バックスペース]:カーソルの前の1文字を削除するときに押します。 

システム管理設定（初期設定/登録）の通信管理設定で、ナンバーディスプレイ（発信者 
番号通知）サービスとモデムダイヤルインサービスを設定することができます。設定方法 
については、 e - マニュアル > 送信/ファクスを参照してください。 

I G 4 FAX ボードを装着している場合 

□ 発信者番号の通知ち法を選択します。 


もラン モーで 入力してくださしし(最大20が） 


^=031 拙 ) [XXXXI 

マペー I + _ ) ィ] jJ ミ苗ス 

■ S(§##-^atD I ON 1 OFF J * お |j 
」サブァドぃ 」資数り 


選択する項目 

[ ON ] :着信側に発信者番号を通知します。 

[ OFF ] :着信側に発信者番号を通知しません。 

階腳： INS ネットの契約に従って発信者番号を通知するかどうかみまります。 
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WITHIBiaigB! 


ファクス送信機能をお使いになる前に 


発信者番号通知の設定は、本機から発信する際に、本機の電話番号を相手先に通知す 
るかどうかの設定をすることができます。必要に応じて設定してください。 



□ [サブアドレス]を押します。 


□ ©〜©、©、© (テンキー）で入力して、サブアドレス着信を [ ON ] にし 
たあと、 [0 K ] を押します。 

[スペース]:空白を入れたい場合に使用します。 

[バックスペース]:カーソルの前の！文字を削除するとをに押します。 

サブアドレスの設定は、本回線の化にも G 4 機が接続されている場合、サブアドレス 
を設定することにより、着信を個別に巧応させることができます。ぷ要に応じて設定 
してください。 

r ■旣 サブアドレス着信は、相手機も G 4 ファクスの場合にのみ使用することができます。 G 3 
ファクスからの着信を受け取るときは、設定を [ OF 円にしないと着信できません。 

□ [ダイヤルインサービス]を押します。 

f MBa ダイヤルインサービスを巧用するには、 NTT との契約が必要です。詳しくは NTT にお問 
い合わせください。 

□ [ ON ] を押したあと、グローバル着信の [ ON ] または [ OFF ] を選択しま 
す。 

グローバル着信を設定しない場合は、 [ OFF ] を選択します。 

ダイヤルインサービスの設定は、ダイヤルインサービスを利用している場合に、登録 
番号での巧び分けの設定をすることができます。必、要に応じて設定してください。 

□ [0 K ] を押します。 


、 
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ファクス送信機能をお使いになる前に 


クス送信の設定 


個人の名称を登録する（発信人名称の登録) 


部や課の名称、個人名などを発信人名称に登録する方法を説明します。 
発信元記録として相手先にま示/プリントすることができます。 


メモ I •ユーザ略称の代わりに発信人る称を表示/プリントする場合は、送信設定の[発信人名 
祝 で 行ぃます。い e - マニュアル > 送信/ファクス） 

•この機能は、オプションの FAX ボード （ F モデルはスーパ ー G 3 FAX ボードが標準装備）を 
装着している場合に使巧することができます。 


7 © (初期設定/登録）一[送信/受信仕様設定]一（ファクス設定）[基 
本設定]一[発信人を称の登録]を押します。 

2発信人る称を登録するき号厢目）を選択したあと、[登録/編集]を押 
します。 



発信人る称は、99件 （01 〜 99) まで登録でをます。 

登録してある発信人る称を消'去するには、消'去する発信人名称の番号を選択したあと、[消' 
去]を押します。複数の発信人名称を消去する場合は、1つずつ選択して消去してください。 

SSO - H による認証でログインしている場合は、発信人名称のリストの「99」にログインユー 
ザるが表示されます。この場合、「99」の発信人る称は登録/編集、消'去することができ 
ません。 SSO - H によるログインサービスについては e- マニュアル > MEAP / SSO を参照し 
てください。 

3 発信人を称を入力したあと、 [ OK ] を押します。 


ファクス送信機能をお使いになる一刖に 


クス送信の設定 
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会社や部署の名称などをユーザ略称に登録する方法を説明します。 

例： 

•名前：山田太郎 
•会社：キヤノン株式会社 
•部署：プ□ジェクト推進部 

登録したユーザ略称は、発信元記録として相手先に表示/プリントされます。相手先の機 
種によっては、通信中にタッチパネルディスプレイなどにも表示されます。 

メモ I •この機制ま、オプションの FAX ボード （ F モデルはスーパ ー G 3 FAX ボードが標準装備を 
装着している場含に使用することができます。 

•増設回線のユーザ略称は別途登録する必要があります。 （^ e - マニュアル > 送信/ファ 
クス） 

•発信元記録にユーザ略称をプリントすることができます。 

7 0 (初期設定/登録）一[送信/受信仕様設定]一（ファクス設定）[回 
線設定]一[回線 1] 一[ユーザ略称の登録]を押します。 

2を称を入力したあと、 [0 K ] を押します。 


ファクス送信機能をお使いになる前に 


クス送信の設定 


コンピュータから®刷する 
おに 


CHAPTER 


コンピュータから印刷するには、プリンタドライバのインストールと、プリンタドライバで 
プリンタの環境設をを巧うお要があります。 



プリンタドライバをインス I ルする .10-2 

お要なシステム環境 .10-2 

適切なプリンタドライバ'を選択する .10-3 

インストレする .10-5 

プリンタの環境設定をする .10-7 

Windows をお使いの場合 .10-7 

Mac をお使いの場合 .10-8 

その他の付属ソフトウエアについて .10-9 
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プリンタドライバをインストールする 


プリンタドライバは、アプリケーシヨンソフトウェアから巧刷するときに必要なソフトウェ 
アです。プリンタドライバで巧刷に関する設定を行います。 


必要なシステム環境 


プリンタドライバをお使いになるには、な下のシステム環境が必要です。 


@ メモ 1 お使いのプリンタドライバのバージョンによって、サポートする 0 S が異なる場合があり 
ます。 

■ Windows をお使いの場合 

• 0 S 

.Microsoft Windows 2000 Server/Professional 日本語版 
.Microsoft Windows XP Professional/Home Edition 日本語版 
.Microsoft Windows Server 2003 日本語版 
.Microsoft Windows Vista 日本語版 
•コンピュータ 

-上記 0 S が動作するコンピュータ 
•メモリ 

-上記 0 S が動作するために必要なメモリ 


n ンピユ—夕から印刷する前に 


10-2 プリンタドライバをインストールする 







■ Mac をお使いの場合 

• OS 

- UPS プリンタドライバ； 

Mac OS 9. Mac OS X 1 0.2 化乂降 
- LIPS LX プリンタドライバ； 

Mac OS X 10.2.8 な降 
•コンピュータ 

-上記 OS が動作するコンピュータ 
•メモリ 

-上記 OS が動作するために必要なメモリ 


n ンピユ—夕から巧刷する前に 


プリンタドライバをインストールする 10-3 






■プリンタドライバの特長 
LIPS LX プリンタドライバ： 

印!刷データの処理をコンピュータとプリンタで負荷分散することによって、従来よりも 
高违でを定した EP 刷ができるほか、少ないメモリでの動作を実現します。 

UPS LX プリンタドライバをインストールしたい場合は、 CD-ROM メニュー画面で[イン 
ストール]ボタンをクリックします。 

LIPS IV プリンタドライバ： 

帳票巧刷に便利なフォームオーバレイ機能をはじめ、さまざまな印刷機能を設定するこ 
とができます。また、さまざまなコンピュータ環境に適応することができます。 

UPS IV プリンタドライバをインストールしたい場合は、 C に ROM メニュー画面で[付属 
ソフトウェア ( LIPS 4 ドライバなど） ] ボタンをクリックします。 

f'MJ 使用できるプリンタドライバは、な下の手順で確認することができます。 

1. 操作パネルの画（カウンタ確認）を押します。 

2. カウンタ確認画面で[デバイス構成確認]を巧します。 



3. [オプション]に表示されるプリンタドライバ名を確認します。 
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n ンピユ—夕から巧刷する前に 


10-4 プリンタドライバをインストールする 




インストール手順の詳細については、 Windows をお使いの場合は「プリンタドライバイン 
ストールガイド」を、 Mac をお使いの場合はオンラインマニュアル ( PDF ) を参照してく 
ださい。 


■ CD - ROM メ ニュー画面 （ Windows の場合） 

CD - ROM のメニュー画面から、プリンタドライバのインストールの実行および「プリン 
タドライバインストールガイド」をま示することができます。 


この■かソフドで 

T . 轨抽〇追•，知1 


LIPS LX CD-ROM Setup 


インストール I ■ 


プリンタドライバをインストールするときに 
I クリックずるボタン 


( マニいルんホ )) - liA リ 

, 「プリンタドライバインス!ルガイド」を 

表示ずるときにクリックずるボタン 


メモ 1 「プリンタドライバインストールガイド」は、インストール開始後に表示することができ 
ません。「プリンタドライバインストールガイド」を参照する場合は、インストール開始 
前に表示してください。 


J0 


n ンピユ—夕から巧刷する前に 


プリンタドライバをインストールする 10-5 




■ インストーラの起動およびオンラインマニュアルの表示 （ Mac の場合） 

お使いの Mac に 〔 D - ROM をセットするとデスクトップに表示される 〔 D - ROM のアイコ 
ンをダブルクリックします。 CD - ROM 内のプリンタドライバ名のフオルダにインストー 
ラとオンラインマニュアルが入っています。 


プリンタドライバ MkOSX 




インストールセットフオルダ内の 
Installer アイコンをダブルクリックして 
インストーラを起動します 


インストールセットフオルダ内の 
PDF アイコンをダブルクリックして 
オンラインマニュアルを表示します 
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10-6 プリンタドライバをインストールする 




プリンタドライバの[デバイスの設定]ページで設定します。 

[デバイスの設定]ページは、[プリンタ]フォルダまたは[プリンタと FAX ] フォルダか 
らお使いのプリンタのプ□パティを選択してま示してくださし、。 

詳しい手順については「プリンタドライバインストールガイド」またはヘルプを参照して 
ください。 


をお I 共ち I ポート I 註細 i 捕 I セキュリティデバイスの設ミ I わ気に入口 I 


デバイス削 ii 脱き：キ巧 



おがオブシヨン： 


巧な氏すブシヨンり)： 


'、ンチヤ、•ユニット(技： 


内きにブール化巧を）： 


「が門試を機おをほう(ぶ 
厂ユーザをぞ i さ定する (U 


P i 塔驢赛陵著避魏撥 

ロサイドべーバーデッキ(に） 
厂巧商用 Z ットの 


厂つビートレイな） 

广 フイニ ' バヤ ー用劇 n トレイお） 


記定を.. I 

mmm ... | 


おがち注;と巧紙の割リ当ての… 


デ J V イス情報取得を ）I > V — ジ3ソ语骗を ）I I 


[デバイス情報取得]をクリックして、プリンタの機器構成情報を取得してください。 

もしデバイス情報取得ができなかった場合は、お使いのオプシヨンにチェックマークを付 
けるか、あるいはリストから選択して、お使いの環境を手動で設定してください。 

プリンタを共ちしてお使いの場合は、プリントサーバに 「Canon Driver Information Assist 
Service 」 をインストールすると、[デバイス情報取得]の機能をお使いになれます 。 「Canon 
Driver Information Assist Service 」 のインストールの詳しい手順についてについては、「プ 
リンタドライバインストールガイド」を参照してください。 


ヘルプ 


通用曲 


かンセル 


本製品の機能を正しくお使いになるには、必ずプリンタドライバでプリンタのオプション 
の設定を行ってください。 


プリンタの環境設ををする 


n ンピユ—夕から巧刷する一刖に 
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プリンタドライバで[プリンタ情報]ダイア□グをま示して、プリンタ情報を取得します。 


ブリンタ倍巧 Canon iRXXXXLIPSLX 



f OK j 


[プリンタ情報]ダイア□グは、プリンタドライバの各パネルで[プリンタ情報]をクリツ 
クするとま示されます。 

メモ Iプリンタドライバの種類とバーブョン、およびプリンタの接続ち法によっては、プリン 
夕のオプションを手動で設定します。詳しくはオンラインマニュアル ( PDF ) を参照し 
てください。 


10 . 


n ンピユ—夕から巧刷する前に 
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その他の巧属ソフトウエアについて 


User Software CD-ROM には、な下のソフトウ i アも収録されています。必要に応じてご利 
用ください。お使いのシステム環境により、付属するソフトウェアは異なります。 

■ NetSpot Job Monitor (Windows のみ） 

プリンタの状態や巧刷状況を確認するためのソフトウェアです。 CD-ROM メニュー 画面 
からインストールすることができます。インストール手順の詳細については、プリンタ 
ドライバインストールガイドを参照してください。 


琢メモ！ このソフトウェアは、 Windows Vis ねには姉芯しておりません。 


■ NetSpot Resource Downloader (Windows のみ） 

ネットワークを経由して本製品ヘリソースファイル（プ□ファイル）をダウン□—ドし 
て、このプ□ファイルを管理するためのソフトウェアです。 CD-ROM メニュー画面から、 
本ソフトウェアのインストールの実行および 「NetSpot Resource Downloader ユーヴー 
ズガイド」をま示することができます。 


^ メモ Iこのソフトウェアは、 Windows Vis ねには姉芯しておりません。 

■ JB に Imaae Viewer 

化にお式で保をされている画像ファイルを Web ブラウヴ上でま示するためのソフトウェ 
アです。インストールち法については、な下のファイルを参照してください。 

Windows: Readme ファイルが」 big) 

Mac OS 8/9: Readme ファイル (¥JBIG¥JBIG_lmage_Viewer_MacOS8_9) 

Mac OS X: Readme ファイル的 BIG¥」B に _lmage_Viewer_MacOSX) 

メモ I このソフトウェアは、 UPS LX User Softwa 怕 CD-ROM にのみ収録されています。 


コンピユ—夕から印刷する前に 
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コンピユータからファクス 
送信するおに 


CHAPTER 


ファクス送信をするには、ファクスドライバのインストールと、ファクスドライバでファク 
スの環境設まを巧うが要があります。 


ファクスドライバをインス I ルする .11-2 

お要なシステム環境 .11-2 

インストレする .11-3 

ファクスの環境設定をする .11-5 

Windows をお使いの場合 .11-5 

Mac をお使いの場合 .11-6 
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ファクスドライバをインストールする 

ファクスドライバは、アプリケーシヨンソフトウェアからファクス送信するときに必要な 
ソフトウェアです。ファクスドライバでファクス送信に関する設定を行います。 

ファクスドライバのインストールは、 FAX Driver Software CD-ROM から行います。 
CD-ROM に収録されている内容はな下のとおりです。 



必要なシステム環境 


ファクスドライバをお使いになるには、乂下のシステム環境が必要になります。 

■ Windows をお使いの場合 

•0 S 

• Microsoft Windows 2000 Server/Professional 日本語版 

• Microsoft Windows XP Professional/Home Edition 日本語版 

• Microsoft Windows Server 2003日本語版 

• Microsoft Windows Vista 日本語版 
•コンピュータ 

-上記 OS が動作するコンピュータ 
•巧リ 

-上記 0 S が動作するために必要な/モリ 


n ンピユ—夕からファクス送信する前に 
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■ Mac をお使いの場合 

• OS 

- MacOSX 10'3'9な降 
•コンピュータ 

-上記 0 S が動作するコンピュータ 

• メモリ 

-上記 0 S が動作するために必要なメモリ 


インストールする 


インストール手順の詳細については、 Windows をお使いの場合は「ファクスドライバイン 
ストールガイド」を、 Mac をお使いの場合はオンラインマニュアル ( PDF ) を参照してく 
ださい。 


■ CD-ROM メ ニュー画面 （Windows の場合） 

CD-ROM メニュー画面から、ファクスドライバのインストールおよび「ファクスドライ 
バインストールガイド」をま示することができます。 


Canon 


こめみゾフ 

T さ执ぶ 。ろ .IRL 。 



r AX CD-ROM SMup 


ファクスドライバをインストールずるときに 
I クリックするボタン 


最初にクリックしてください 


「ファクスドライバインストールガイド」を 
表示ずるときにクリックずるボタン 


メモ 1 「ファクスドライバインストールガイド」は、インストール開始棲に表示することができ 
ません。「ファクスドライバインストールガイド」を参照する場合は、インストール開始 
前に表示してください。 


ファクスドライバをインストールする 11-3 





■ インストーラの起動およびオンラインマニュアルの表示 （Mac の場合） 

お使いの Mac に CD-ROM をセットするとデスクトップにま示される CD-ROM のアイコ 
ンをダブルクリックします。 CD-ROM 内の WAX ] フォルダにインストーラとオンライ 
ンマニュアルが入っています。 


インス I ルセットフオルダ内の 
Installer アイコンをダブルクリックして 
インス [ —ラを起動します 




クスドライバ'をインストールする 



ファクスの環境設ををする 


本製品の機能を正しくお使いになるには、必ずファクスドライバでオプションの設定を行つ 
てください。 


Windows をお使いの場合 


ファクスドライバの[デバイスの設定]ページで設定します。 

[デバイスの設定]ページは、[プリンタ]フォルダまたは[プリンタと FAX ] フォルダか 
らお使いのプリンタのプ□パティを選択してま示してくださし、。 

詳しい手順については「ファクスドライバインストールガイド」またはヘルプを参照して 
ください。 


Canon Fax のプ□バテイ 


をお I 共ち I ポート I 註細設定1をの晋巧 I たキユリティデバイスの i 綻 I 
送信元を)： I 

ォブションのファクスボ-ド(日)：をし： I ] 

口が P 3 昔巧權おをほう(ぶ 設をを… I 

厂バスワードの設ミを!丰巧するも） 


デバイス I 植師取巧を ）I バージョン店節(昼 ） J 

0 K J キサン t ル」 迪用(さ）」 ヘルプ 


[デバイス情報取得]をクリックして、ファクスの機器構成情報を取得してください。 

もしデバイス情報取得ができなかった場合は、お使いのオプシヨンにチェックマークを付 
けるか、あるいはリストから選択して、お使いの環境を手動で設定してください。 

ファクスを共有してお使いの場合は、プリントサーパに rcanon Driver Information Assist 
Service 」 をインストールすると、[デバイス情報取得]の機能をお使いになれます 。 「Canon 
Driver Information Assist Service 」 のインストールの詳しい手順についてについては、「ファ 


n ンピユ—夕からフアクス送信する前に 
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クスドライバインストールガイド」を参照してください。 


Mac をお使いの場合 


ファクスドライバで[プリンタ情報]ダイア□グを表示して、ファクスの情報を取得します。 


プリンタ情が 
Canon iRXXXX FAX UP) 



[プリンタ情報]ダイア□グは、ファクスドライバの[特別処理]パネルで[プリンタ情報] 
をクリックすると表示されます。 


メモ1 ファクスドライバのバージヨン、およびファクスの接続ちまによっては、ファクスの才 
プシヨンを手動で設定します。詳しくはオンラインマニュアル （ PDF ) を参照してくだ 
さい。 


n ンピユ—夕からファクス送信する前に 
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リモートスキヤンするおに 
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CHAPTER 


本製品をネットワークスキヤナとして使用するには、スキヤナドライバのインストールがお 
要です。 


スキヤナドライバをインストールする .12-2 

お要なシステム環境 .12-3 

インストレする .12-4 

リモートスキヤンする前に必要な設定 .12-5 
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スキャナドライバはネットワーク上のデジタ j レ複合機スキャナとして使用するために必要 
なドライバです。スキャナドライバでスキャンに関する設定を行います。 

スキヤナドライバのインストールは、プリンタドライバと同じ User Software CD-ROM か 
ら行います。 CD-ROM に収録されている内容はな下のとおりです。 



■ Network ScanGear/ Color Network ScanGear 

TWAIN 対応アプリケーシヨンソフトウェアから呼び出して使用するスキヤナドライバで 
す。このドライバを使用して原稿をスキヤンします。 

TWAIN 対応アプリケーシヨンソフトウェアはな下のものがあげられます。ご参ちにして 
ください。 

• Adobe Photoshop 

• Adobe Acrobat 

• Office 2000な降の Microsoft Word / Excel/PowerPoint 


ルする 


ナドライバをインス 


スキ 


リモ—トスキヤンする前に 
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必要なシステム環境 


スキャナドライバをお使いになるには、な下のシステム環境が必要です。 

■ ソフトウエア 

• 0 S 

.Microsoft Windows 98日本語版 （Network ScanGear のみ） 

• Microsoft Windows Millennium Edition 日本語版 （Network ScanGear のみ） 

• Microsoft Windows 2000日本語版 

.Microsoft Windows XP 32 bit 版日本語版 
.Microsoft Windows Server 2003 32 bit 版日本語版 
.Microsoft Windows Vista 32 bit 版日本語版 
•アプリケーシヨンソフトウェア 

• TWAIN 姉ちアプリケーシヨンソフトウェア 

(Adobe Photoshop、Adobe Acrobat、Office 2000 L 乂降の Microsoft Word / Excel / 
PowerPoint など） 

■ハードウェア 

•コンピュータ 

. 対応 OS が動作するコンピュータ 
•ハードディスク 

-インストール時；100 MB な上の空き領域（推奨） 

-スキャン時；読み取り画像サイズの2倍な上の空き領域 

• メインメモリに010 r Network ScanGear ) 

• Windows 2000の場合； 96 MB な上 （128 MB な上推奨） 

• WindowsXP の場合； 128 MB な上 （192 MBL 乂上推奨） 

• Windows Server 2003の場合； 128 MB な上 （256 MBL 乂上お奨） 

.Windows Vista の場合： 512 MBJi (上 （ IGBJi (上推奨） 

• メインメモリ （ NetworkScanGear ) 

• Windows %/ Me の場合； 16 MB な上 （32 MB な上推奨） 

• Windows 2000の場合； 32 MB な上 （48 MBL 乂上推奨） 

• WindowsXP の場合； 96 MBL 乂上 （128 MB な上推奨） 

• Windows Serve "003 の場合； 128 MB な上 （256 MB な上推奨） 

• Windows Vis ねの場合； 512 MB な上 （1 GB な上推奨） 

•640 X 4撕ドットな上のま示解像度（撕0 X 600ドット L 乂上推奨）、256色な上のま 
示色数を持つディスプレイ 

• Ethernet 上で TCP / IP および UDP / IP による通信が可能なネットワークホストアダプタ 


リモ—トスキヤンする一刖に 


スキヤナドライバをインストールする 12-3 




メモ I 大量の画像やデータサイズの大きい画像をスキャンすると、/モリ不足などのエラーが 
発生したり、スキャン速度が著しく低下したりすることがあります。この場合、が下の 
ような処理を行ってください。 

-ハードディスク内の不要なファイルを整理するなどして十分な空き容量を確保するか、 
ハードディスクを増設する 
-解像度の設定を下げてスキャンしなおす 
. RAM を増設する 

-仮想/モリサイズをなるべく大きめに設定する 


インストールする 


インストール手順の詳細については 「Network ScanGear インストールガイド」を参照して 
ください。 

CD - ROM のメニュー画面から、スキヤナドライバのインストールの実行および 「Network 
ScanGear インストールガイド」をま示することができます。 


Canon 


LIPS LX CD-ROM Setup 



スキヤナドライバをインス!ルずるときに 
クリックするボタン 




「Network ScanGear インスI—ルガイド」を 
表示ずるときにクリックずるボタン 


メモ I 「Network ScanGear インストールガイド」は、インストール開始後に表示することがで 
きません 。 「Network ScanGear インストールガイド」を参照する場含は、インストール 
開始前に表示してください。 
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リモートスキヤンするおに必要な設を 

スキヤナドライバをインストールしたら、リモートスキヤンを行うためにな下の設定を行 
うお要があります。 

詳しい手順については、 e - マニュアル > ソフトウェアまたはヘルプを参照してください。 

■ スキヤナのオンラインとオフラインを切り替える 

スキヤナドライバを起動してスキヤンするためには、あらかじめプリンタ側でスキヤナ 
をオンラインに設定する'ぶ要があります。 

スキヤナをオンラインにすると、ネットワークで接続された機器との通信が可能になり、コン 
ピュータからのデータを受信できるようになります。 

■ 使用するネットワークスキヤナを選択する 

Network ScanGear / Color Network ScanGear を使ってスキヤンを行うために、スキヤ 
ナとして使用するネットワーク上のプリンタを S 田 nGearTool で選択します。インストー 
ル直後はスキヤナが選択されていないので、 ご使用の前にこの操作を行う必要がありま 
す。 


メモ I ScanGear Tool は、 Network ScanGear / Color Network ScanGear と同時にインストール 
されるソフトウェアです。 


リモ—トスキヤンする一刖に 


リモートスキヤンするおに必要な設定 12-5 
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コンピユータから本製品を 
管理する 


CHAPTER 


コンピュータから本製品を管理するために使用する、リモート U し SMS で必要なシステム 
環境、起動の準備について説明しています。 



リモート UI を使用するために必要なシステム環境 .13-2 

リモート UI を起動する前に（準備） .13-3 

リモート UI を有効にする .13-4 

SMS を使用するためにみ要なシステム環境 .13-5 

SMS を起動する前に（華備） .13-6 

Web ブラウザから本体にアクセスでをるようにする .13-7 
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リモート UI は、な下のシステム環境での動作を保証しています。 


■ Windows 


■ Macintosh 


r ■ 割 •MEAP のログインサービスによっては、使用できるブラウザが制限される場合がありま 
す。ログインサービスの詳細は、 e マニュアル >MEAP/SSO を参照してください。 

• お使いの Web ブラウザの種類やバージョンによっては、リモート U1 の画面表示が異なる 
場合があります。 

•本製品は、 IPv6 アドレスにも対応しています。 IPv6 アドレスにアクセスするには、お使い 
の環境が IPv6 に対応している'ぶ要があります。 

メモ I Web サーバなど、上記な外のソフトウェアは'ぶ要ありません。 （Web サーバは本製品に 

巧蔵されています。） 



0 S 

対応ブラウザ 

Microsoft Windows 2000 Professional 日本語版 
Microsoft Windows XP 日本語版 

Microsoft Windows Vista 日本語版 

Microsoft Internet Explorer 6 が降 


モート UI を使巧するために必要なシステム環境 
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リモートのを使用するために必要なシステ 
ム環境 


n ンピュ—夕から本製品を管埋する 









リモート Ul を起動するおに（準備) 


リモート UI を起動する前に、な下の設定を行ってください。 

■ネットワーク設を 

システム管理設定（初期設定/登録）の「ネットワーク設定」の項目を設定します。ま 
た本製品の IP アドレスを確認してください。 IP アドレスがわからないときは、管理者に 
相談してください。（ープ□トコルの設定； P .5-3) 

■ MEAP 設を 

システム管理設定（初期設定/登録）の 「 MEAP 設定」の 「 HUP を使用」を rON 」 に 
設定します。（一 P .13-7) Default Authentication を使用する場合は、「 MEAP 設定」の 「HTTP 
を使用」を 「 ON 」 に設定する必要はありません。 

■ リモート UI を 「ON」 に設巧する 

システム管理設定成]期設定/登録）の「リモート UI の ON / OFF 」 を 「 ON 」 に設定します。 
また、システム管理設定规期設定/登録）の「デバイス情報の設定」も行っておくこ 
とをおすすめします。 

f ■重 a •プロキシサーバ経由でを続することはできません。プロキシサーバをお使いの環境で 
は、な下のような設定を行ってください。（設定はネットワーク環境によって異なりま 
すので、ネットワーク管理者に相談してください。） 

. Web ブラウザのプロキシサーバの設定で、[例外](プロキシを使用しないアドレ 
ス）に本製品の IP アドレスを追加します。 

• Web ブラウザで、クッキー ( Cookie ) ^ Java Script が串り用できるように設定して いなし、 
場合は、本製品の設定を変更することはできません。 

•本製品の操作パネルを使用しているときは、リモート UI で同じ操作をすることはできま 
せん。 

•同時に複数のリモート UI を起動しているときは、最後に行った設定がち効になります。 

リモート UI は1つだけ起動することをおすすめします。 

• Web ブラウザから文字を入力するときは、本製品のタッチパネルディスプレイから入力 
できる文字を使用してください。それな外の文字を使巧すると、本製品で正甫に表示/ 
認識されないことがあります。 

• MEAP ログインサービスを使用している場合、 IP アドレス範囲設定において、 Web ブラ 
ウザを起動する PC の IP アドレスの化に「127方. 0.1」 が許可されているようにしてくださ 

い。 

• IPv 6 アドレスへアクセスする場合も、上記アドレスをち効にするお要があります。 
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を起動する目|パ 


モ—卜 
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リモート Ul をち効にするかどうかの設定は、本製品の操作パネルから行います。 


© (初期設定/登録）一[システム管理設定] 
OFF] を押します。 


[リモート UI の ON/ 


システム爸理を巧报1 
のを定 >1 

部円則の皆！ I 

>1 

巧宿％巧おを I 

>1 

I IJ モ-卜 UI め印/ OFF Jj 


デ A ‘イス巧おの段を I 

>1 

ネ。トワーク投を I 

>1 

e を巧定 I 

>1 

掲みがの消去 I 

>1 

自をオンラ-(ン/ I 

オフつインお T >1 


巧じる jJ I 


システム管理部門 ID とシステム管理暗証番号が設定されている場合は、[システム管理設 
定]を巧したあとにシステム管理部門 ID と暗証番号を©〜 I © (テンキー）で入力して© 
垣忍証）を巧します。 

メモ I 目的の画面が表示されていない場合は、 [▼] [▲] を押して画面を表示させます。 

2 [ON] を押して SSL を使用するかどうか選択します。 

リモート UI を有効にしない場合は [ OFF ] を巧します。 

< SSL を使用> : 

[ ON ] : SSL のセキュア通信を使用します。 

[ OFF ] : SSL のセキュア通信を使用しません。 

メモ I 「 SSL を使用」の設定変更は、 MEAP 設定（システム管理設定）の 「 HTTP を使用」にある 
「 SSL を使用」にも適巧されます。 

3 基本画面に戻るまで[閱じる]を押していきます。 

4 本裝品のま電源を切り、10秒後にま電源を入れなおします。 

( mm ^ リモート UI の ON / OFF の設定は、本製品の主電源スイッチを入れなおしたあとに有効に 
なります。 


爲"メモ1 電源の入れかた/切りかたは、トラブルシュートガイド「第1章お使いになる前に」 
を参照してください。 
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SMS を使用するために必要なシステム環境 


SMS は、な下のシステム環境での動作を保証しています。 


■ 0S/ 対応ブラウザ 


0 S 

対応ブラウザ 

Windows 2000 Professional 

Microsoft Internet Explorer 6 SPl 

Windows XP Professional 

Microsoft Internet Explorers SPl 、 

Microsoft Internet Explorer 6 SP 2、 

Microsoft Internet Explorer 7 

Windows Server 2003 

Windows Server 2003 R 2 

Microsoft Internet Explorer 6 SPl 、 

Microsoft Internet Explorer 6 SP 2、 

Microsoft Internet Explorer 7 

Windows Vista 

Microsoft Internet Exporer 7 

Mac OS X 10.3 

Safari 1.3.2 

Mac OS X 10.4 

Safari 2.0.4 


重要 


ブラウザはが下のように設定されている必要があります。 

• JavaScript が有効な状態になっている 
• セツシヨンごとの 〔 ookie の使用が有劾な状態になっている 


メモ I - Web サーバなど、上記が外のソフトウェアは必要ありません。 （ Web サーバは本体に内 
蔵されています。） 

• MEAP のログインサービスは、 SMS を使用しなくても既に本製品にインストールされてい 
てます 。 MEAP の ログインサービスを使巧する場合には 、 e マニュアル〉 MEAP / SSO を参 
照してください。 
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SMS を起動する目 I 」に、本体を起動してな下のことを行ってください。 

■ネットワーク設を 

システム管理設定（初期設定/登録）の「ネットワーク設定」の項目を設定します。ま 
た本体の IP アドレスを確認してください。 IP アドレスがわからないときは、ネットワー 
ク管理者にご連絡く ださい。 (ープロトコルの設定； P .5-3) 

■ Web ブラウザから本体にアクセスでをるようにする 

システム管理設定にある 「 MEAP 設定」の [ HTTP を使用]を 「 ON 」 にしておきます。 「 ON 」 
にしないと Web ブラウザから本体にアクセスすることができません。 

r ■重 a •プロキシサーバ経由で接続することはできません。プロキシサーバをお使いの環境で 
は、乂下のような設定を巧ってください。（設定はネットワーク環境によって異なりま 
すので、ネットワーク管理をに相談してください。） 

• Web ブラウザのプロキシサーバの設定で、[例外](プロキシを使用しないアドレ 
ス）に本体の IP アドレスを追加します。 

• Web ブラウザで、クッキー ( Cookie ) ^ JavaScript が利用できるように設定していない場 
合は、 SMS を使用することはできません。 

• Web ブラウザから文字を入力するとをは、本体のタッチパネルディスプレイから入力で 
きる文字を使巧してください。それな外の文字を使用すると、本体で正甫に表示/認識 
されないことがあります。 


SMS を起動する制こ（準備) 
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Web フラウザから本製品にアクセスして MEAP 機能を使用する場合に使用します。 
メモ」工場出荷時は、 「 ON 」 に設定されています。 
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4 < SSL を使用 > の [ ON ] または [ OFF ] を押します。 



[ON] SSL のセキュア通信を使用します。 


[OFF] SSL のセキュア通信を使用しません。 


好メモ 1 • [MEAP 設赶一 [HTTP を使用]の <SSL を使巧>の ON/OFF の設定は、[システム管理 
設定]にある[リモート UI の ON/OFF] の <SSL を使用>の ON/OFF の設定と連動します。 

• <SSL を使巧>を ON に設定するには、本体の [TCP/IP 設定]にある[証明書設定]で SSL 
暗号化通信にお要な链ペアとサー/《証明書を設定するお要があります。 SSL の鍵生成につ 
いては、 e - マニュアル > ネツトワークを参照してください。 


5 [0 K ] を押します。 

指定したモードが設定されます。 

0基本画面に戻るまで[閱じる]を押していきます。 

7 本体のち電源を切り、10秒後に電源を入れなおします。 

t mwm [HTTP を使巧]の ON/OFF の設定は、本体のま電源スイッチを入れなおしたあとに有効 
になります。電源の入れかた/切りかたは、トラブルシュートガイド「第1章お使い 
になる前に」を参照してください。 
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